
 

２０2２年度 

大阪府手話言語条例シンポジウム 
手話言語を獲得・習得する子どもの力研究プロジェクト 

 

～ 保護者の体験と思いに学ぶ ～ 

 

報 告 書 

特定非営利活動法人手話言語獲得習得支援研究機構 

 



－ 1 －

はじめに ～企画にあたって～ 

 

2018 年度から毎年実施してきた「大阪府手話言語条例シンポジウム」は、今年度で 5

回目を迎えました。2019 年 11 月 30 日に第２回を開催した後、世の中はコロナ禍による自

粛へと向かいました。第３回からは遠隔での開催をつづけてきましたが、それによって、全国

からの参加が可能となり、日本手話のあふれる早期支援の意義を多方面の方々にお届け

する機会となりました。 

乳幼児期手話言語獲得支援事業「こめっこ」が誕生したのは、2017 年 6 月です。同年

３月に施行された大阪府手話言語条例の施策として、日本財団からの 3 年間に亘る助成

を受け、公益社団法人大阪聴力障害者協会と大阪府との連携・協力によって運営されま

した。未就学児を対象とする「こめっこ」は土曜日開催ですが、2018 年には 0 歳～3 歳を対

象とする「べびこめ」の平日活動も始まり、昨年度のシンポジウムのテーマであった“ZERO TO 

THREE”の子どもたちとご家族への支援に力を注いできました。その後、2020 年 2 月には NPO

こめっこ（特定非営利活動法人手話言語獲得習得支援研究機構）が設立され、同年 4 月 1 日よ

り、「こめっこ」「べびこめ」活動を引き継ぎました。現在の「こめっこ」「べびこめ」は、大阪府「こ

めっこプロジェクト」の一環として実施されています。 

また、2020 年度より日本財団から新たな助成を得て、「手話言語を獲得・習得する子ども

の力研究プロジェクト」に取り組むことになりました。言語脳科学、言語獲得、学習能力（理

解力・思考力）、心理発達（人格形成）の 4 分野から、手話言語を獲得・習得する子どもたち

にアプローチする研究で、その目的は、きこえない子どもたちの真の言語力を適正に評価す

ることです。その一貫として、就学後の聴覚障害児を対象に手話習得支援等を行う活動 

「もあこめ」も行っています。これにより、手話
こ と ば

のあふれる支援の場「こめっこ」は、乳児期から 

児童期・青年期に至るまで、きこえない子どもたちの手話言語獲得・習得を一貫して支援

し、参加ご家族の協力を得て、実証研究のためのデータの蓄積を進めることが可能になりま

した。 

今年度の大阪府手話言語条例シンポジウムは、「保護者の体験と思いに学ぶ」をテー

マに、2022 年 12 月から 2023 年１月にかけて遠隔にて実施しました。今回も、事前配信

（オンデマンド配信）による第Ⅰ部と、オンライン開催による第Ⅱ部で構成され、全国から 800

名近い申し込みをいただきました。 

第Ⅰ部（12 月 26 日～１月 28 日）は、「こめっこ研究の進捗報告」と「こめっこ参加ご家

族の声～赤ちゃんから小学生まで～」で構成されました。20 家族のメッセージを活動映像と共

にお届けしました。 
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1 月 28 日の午後に開催された第Ⅱ部は、コーディネーターの私が、NPO こめっこ常務理

事久保沢寛氏と共に進行役を務めました。話題提供をお願いした３家族の保護者からは、

「こめっこと出会って」「聞こえにくい子とパパ、聞こえるママの言語獲得習得記録」「人工内

耳も手話も」のタイトルで、それぞれに報告をいただきました。15 分という限られた時間に籠め

られた内容の深さは、誰もの心に響くメッセージでした。つづいて、指定討論者にお迎えした

木村晴美氏（国立障害者リハビリテーションセンター学院）には「当事者」の視点から、前川和

美氏（関西学院大学手話言語研究センター）には「手話言語教育」の視点から、明確で示唆

に富むご意見をいただきました。さらに研究プロジェクトメンバーからのコメントとして、「耳鼻咽

喉科医の視点から」（阪本浩一氏 大阪公立大学）、「言語脳科学の分野から」（酒井邦

嘉氏 東京大学）、「言語獲得の分野から」（武居渡氏 金沢大学）からご発言があり、そ

の後、話題提供者と NPO こめっこ代表理事物井明子氏も加わって、視聴参加者からの質

問への回答を含めて、ディスカッションを展開しました。 

乳幼児期手話言語獲得支援事業「こめっこ」は、今年度６月に５周年を迎えました。スタ

ッフの熱意と工夫でコロナ禍を乗り越え、多くの子どもたちが溌剌とした姿で家族と共に集う

場を創造してきました。今回のシンポジウムでは、そうしたご家族の生の声をお届けできたこと

が本当に良かったと感じています。ご協力いただきました保護者の皆さまに、心からお礼を

申し上げます。 

今回のシンポジウムの内容を報告書にまとめました。情報保障のための資料提供など、

ご登壇くださった先生方には大変お世話になりました。深く感謝いたします。巻末にはアンケ

ートの報告も掲載しております。NPO こめっこのホームページでも紹介する予定ですので、ご

紹介いただければ幸いです。 

NPO こめっこは、きこえない子どもたちが乳児期から家族と共に手話言語に出会える環境

を保障すること、手話を学び、手話で学ぶことの重要性についての認識が広がることを願っ

て、今後も歩んで参ります。 

 

2023 年 3 月 

大阪府手話言語条例評価部会長 

 「こめっこ」スーパーバイザー 

河﨑佳子（神戸大学） 

 

 



－ 3 －主催：ＮＰＯこめっこ（特定非営利活動法人 手話言語獲得習得支援研究機構）

助成：日本財団 後援：大阪府 協力：公益社団法人大阪聴力障害者協会

2022年１２月２６日（月）～2023年 １月２８日（土）１２：００まで

事前に配信する動画視聴（オンデマンド配信）

● こめっこ研究の進捗報告

● こめっこ参加ご家族の声

-赤ちゃんから小学生まで-

○ こめっこ紹介動画（再配信）

第 I部

参加申込書 （FAX専用 送り状不要） FAX： ０６-６７４８-００８９

■ シンポジウムに関するお問合せ先

こめっこHP

E-mail：symposium@comekko.org

TEL：０６-６７４８-００８４ FAX：０６-６７４８-００８９

ＮＰＯこめっこ（特定非営利活動法人 手話言語獲得習得支援研究機構）

担当：江 浦 ・ 村 上

申込締切日 2023年1月21日（土）まで 申込日 年 月 日

ふりがな

氏 名

連 絡 先

E-mail：

FAX： TEL：

所属先

職種
あるいは

立場

【第 I 部】

・参加申込者には、動画視聴用のＵＲＬ及びパスワードを事前に連絡いたします。

・事前に配信する動画は2022年12月26日（月）12:00～2023年1月28日（土）12:00まで

いつでも繰り返しご視聴いただけます。

【第 II 部】

・参加申込者にはZoomの招待メールを事前にお送りいたします。

前日までにメールが届かない場合は、下記問い合わせ先にご連絡ください。

（事前にZoomが利用可能か、ご自身でご確認いただくことをお勧めします）

・参加者は、１月２８日(土) １２：３０～１３：００の間にZoom入室をお願いします。

・一般参加者（聴講者）の映像はオフ、音声はミュートの設定にさせていただきます。

※事前に配信する動画（オンデマンド配信）及びオンライン配信の録画、撮影、録音、ならびに

それらの再配布等をすることを禁止いたします。

※お申込みの際、いただいた個人情報につきましては、個人情報保護関係法令等を遵守し、

この催し以外の目的には使用いたしません。

■ ご視聴・ご参加される方へ

※お申し込み後、３～４日以内に受付完了メールをお送りいたします。（年末年始12/28～1/4除く）
完了メールが１週間経っても届かない場合は、お手数ですがご連絡ください。 ＊「こめっこ」はNPOこめっこの登録商標です＊

手話通訳・字幕あり

参加無料

下記いずれかの方法

でお申込みください

・申込フォーム：QRコード☝
・申込フォーム：こめっこHPより

https://www.comekko.com

・FAX:

０６-６７４８-００８９

参加申込書(最終頁)にご記入の

上、FAXにてお送りください

・E-mail：

symposium@comekko.org

氏名(ふりがな)、メールアドレス、

TEL(FAX)番号、所属先、職種

（あるいは立場）をご記入の上、
お送りください

2023年１月２１日(土)

申込締切

申込方法

202２年度 大阪府手話言語条例シンポジウム202２年度 大阪府手話言語条例シンポジウム202２年度 大阪府手話言語条例シンポジウム

手話言語を獲得・習得する子ど

大阪府手話言語条例シンポジウム

手話言語を獲得・習得する子どものもの力手話言語を獲得・習得する子ど手話言語を獲得・習得する子ど

研究プロジェクト

乳幼児期手話言語獲得支援事業「こめっこ」は、今年度６月に５周年を迎えました。未就学児を対象と

する“べびこめ”“こめっこ”の活動に加え、2020年度からは小学生を対象とする“もあこめ”が「手話

言語を獲得・習得する子どもの力研究プロジェクト」（日本財団助成）の一環として実施されています。

スタッフの熱意と工夫でコロナ禍を乗り越え、多くの子どもたちが溌剌とした姿で保護者と共に集う場

を創造してきました。今回のシンポジウムでは、活動に参加していただいているご家族にこれまでの体験

と思いを語っていただきます。Ⅰ部では、研究の進捗報告とご家族からのメッセージを活動映像と共に

お届けします。Ⅱ部では、３組のご家族に話題提供をお願いし、手話言語の専門家を指定討論者に迎

え、さらに研究プロジェクトのメンバーとこめっこスタッフも加わってディスカッションを展開します。

企画主旨

2023年 １月２８日 （土）１３：００～１６：３０

Ｚｏｏｍを使ったオンライン開催

● 話題提供 ー３家族それぞれの体験と思いを語る―

● パネルディスカッション

♦ 指定討論

「当事者」の視点から 木村 晴美 氏

「手話言語教育」の視点から 前川 和美 氏

第Ⅱ部

木村 晴美 氏

国立障害者
リハビリテーション
センター学院
手話通訳学科教官

前川 和美 氏

関西学院大学
手話言語研究ｾﾝﾀｰ助教
関西ﾃﾞﾌ・ﾌﾘｰｽｸｰﾙ
「しゅわっち」代表



－ 4 －

～保護者の体験 と 思いに学ぶ～

コーディネーター：河﨑 佳子・久保沢 寛

● 話題提供 ー３家族それぞれの体験と思いを語るー

①小橋さんご家族
『こめっこと出会って』

③奥田さんご家族
『人工内耳も手話も〜こめっこと歩んだ3年間〜』

②中川さんご家族
『聞こえにくい子とパパ、

聞こえるママの言語獲得習得記録』

１．「当事者」の視点から 木村 晴美 氏

国立障害者リハビリテーションセンター学院 手話通訳学科教官

２. 「手話言語教育」の視点から 前川 和美 氏

関西学院大学手話言語研究ｾﾝﾀｰ助教/ 関西ﾃﾞﾌ･ﾌﾘｰｽｸｰﾙ「しゅわっち」代表

♦ 指定討論

● パネルディスカッション

〇 NPOこめっこから 物井 明子

２０２３年 １月２８日（土）１３：００～１６：３０

１２：３０～１３：００ 参加者は指定のZoomに入室してください

１３：００～１６：３０ 話題提供・パネルディスカッション ＊途中休憩を挟みます

手話言語を獲得・習得して育つ子どもたちの理解力を明ら
かにするために、手話劇や手話モノローグを題材にしたテス
トバッテリーを作成しています。
質問紙とインタビューを併用して実施し、記憶、知識、理

解の発達的変化を評価します。

学習能力（理解力）分野 代表 武居 渡・河﨑 佳子

こめっこが支援する子どもたちの心理発達を、情緒、認知、
コミュニケーションなど複数のラインから捉える縦断的研究を、
観察、インタビュー、検査によって行っています。
日本手話での実施を検討した上で、「津守・稲毛式乳幼児精

神発達診断」（３歳までは半年に１回、以降は年１回）と「K
式発達検査」（概ね２歳以上を対象に年１回）を行っています。
昨年度から手がけた「心の理論」課題の日本手話劇版が完成し、
４～５歳以上を対象に施行しています。来年度からは、小学生
高学年を対象に性格検査等を織り込む予定です。

心理発達（人格形成）分野 代表 河﨑 佳子

（研究統括責任者）

こめっこに来ている子どもたちの手話言語力と日本
語力を縦断的に評価し、その成長を追跡しています。
手話の文法力と語彙力を測るために「日本手話文法

理解テスト」と「手話語彙流暢性検査」を、言語を
使って他者と適切にやりとりする力を評価するために
「質問応答関係検査」を、年に1回ずつ行っています。
同時に、手話を獲得して育つ子どもたちの日本語力に
ついても、文法力（J-COSS）や語彙力（絵画語彙発達
検査）を用いて検証していきます。

言語獲得分野 代表 武居 渡

手話を第一言語として概念獲得する環境にある子どもを対象に、
言語理解に基づく概念や自然法則を把握する力や、時間や空間の
変化などを推論する力を調査することにより、手話で育つ子ども
たちの評価法や教育環境の改善に繋げていきます。
就学前児や小学生を対象に、要素間の法則性や関係性の発見、

数量感覚等の思考力を測る問題を作成し、言語を通してさらに複
雑な概念を獲得し、そこから思考の深まりにつながっていくかに
ついて、各個人の手話や日本語の獲得進度を指標として比較検討
します。また、問題を解いている最中の脳活動をMRI装置で検出す
るため、大人と子ども（小学校高学年以上）を対象として、言語
野を中心とした脳機能の定量的な解析を行う予定です。

言語脳科学・学習能力（思考力）分野 代表 酒井 邦嘉

♦ 主催者挨拶 オリエンテーション 物井 明子 (NPOこめっこ 代表理事）

● こめっこ研究の進捗報告

● こめっこ参加ご家族の声 ー赤ちゃんから小学生までー

〇こめっこ紹介動画（再配信）・2021年度シンポジウム事前配信動画

・河﨑 佳子（神戸大学教授・NPOこめっこスーパーバイザー）

・中尾 恵弥子（NPOこめっこ副代表理事）・久保沢 寛（同常務理事）・和田 夏実（同研究員）

プログラム 研究プロジェクト

★Zoomを使ったオンライン開催第Ⅱ部 パネルディスカッション

第Ⅰ部 事前配信 -オンデマンド-

パネリスト

阪本 浩一 氏

大阪公立大学大学院
耳鼻咽喉病態学
准教授

パネリスト

酒井 邦嘉 氏

東京大学大学院
総合文化研究科
教授

パネリスト

武居 渡 氏

金沢大学
人間社会研究域
学校教育系
教授
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～ 保 護 者 の 体 験 と 思 い に 学 ぶ ～

コーディネーター：河﨑 佳子・久保沢 寛

● 話題提供 ー３家族それぞれの体験と思いを語るー

①小橋さんご家族
『こめっこと出会って』

③奥田さんご家族
『人工内耳も手話も〜こめっこと歩んだ3年間〜』

②中川さんご家族
『聞こえにくい子とパパ、

聞こえるママの言語獲得習得記録』

１．「当事者」の視点から 木村 晴美 氏

国立障害者リハビリテーションセンター学院 手話通訳学科教官

２. 「手話言語教育」の視点から 前川 和美 氏

関西学院大学手話言語研究ｾﾝﾀｰ助教/ 関西ﾃﾞﾌ･ﾌﾘｰｽｸｰﾙ「しゅわっち」代表

♦ 指定討論

● パネルディスカッション

● NPOこめっこから 物井 明子

２０２３年 １月２８日（土）１３：００～１６：３０

１２：３０～１３：００ 参加者は指定のZoomに入室してください

１３：００～１６：３０ 話題提供・パネルディスカッション ＊途中休憩を挟みます

手話言語を獲得・習得して育つ子どもたちの理解力を明ら
かにするために、手話劇や手話モノローグを題材にしたテス
トバッテリーを作成しています。

質問紙とインタビューを併用して実施し、記憶、知識、理
解の発達的変化を評価します。

学習能力（理解力）分野 代表 武居 渡・河﨑 佳子

こめっこが支援する子どもたちの心理発達を、情緒、認知、
コミュニケーションなど複数のラインから捉える縦断的研究を、
観察、インタビュー、検査によって行っています。

日本手話での実施を検討した上で、「津守・稲毛式乳幼児精
神発達診断」（３歳までは半年に１回、以降は年１回）と「K
式発達検査」（概ね２歳以上を対象に年１回）を行っています。
昨年度から手がけた「心の理論」課題の日本手話劇版が完成し、
４～５歳以上を対象に施行しています。来年度からは、小学生
高学年を対象に性格検査等を織り込む予定です。

心理発達（人格形成）分野 代表 河﨑 佳子

（研究統括責任者）

こめっこに来ている子どもたちの手話言語力と日本
語力を縦断的に評価し、その成長を追跡しています。

手話の文法力と語彙力を測るために「日本手話文法
理解テスト」と「手話語彙流暢性検査」を、言語を
使って他者と適切にやりとりする力を評価するために
「質問応答関係検査」を、年に1回ずつ行っています。
同時に、手話を獲得して育つ子どもたちの日本語力に
ついても、文法力（J-COSS）や語彙力（絵画語彙発達
検査）を用いて検証していきます。

言語獲得分野 代表 武居 渡

手話を第一言語として概念獲得する環境にある子どもを対象に、
言語理解に基づく概念や自然法則を把握する力や、時間や空間の
変化などを推論する力を調査することにより、手話で育つ子ども
たちの評価法や教育環境の改善に繋げていきます。

就学前児や小学生を対象に、要素間の法則性や関係性の発見、
数量感覚等の思考力を測る問題を作成し、言語を通してさらに複
雑な概念を獲得し、そこから思考の深まりにつながっていくかに
ついて、各個人の手話や日本語の獲得進度を指標として比較検討
します。また、問題を解いている最中の脳活動をMRI装置で検出す
るため、大人と子ども（小学校高学年以上）を対象として、言語
野を中心とした脳機能の定量的な解析を行う予定です。

言語脳科学・学習能力（思考力）分野 代表 酒井 邦嘉

♦ 主催者挨拶 オリエンテーション 物井 明子 (NPOこめっこ 代表理事）

● こめっこ研究の進捗報告

● こめっこ参加ご家族の声 ー赤ちゃんから小学生までー

〇こめっこ紹介動画（再配信）・2021年度シンポジウム事前配信動画

・河﨑 佳子（神戸大学教授・NPOこめっこスーパーバイザー）

・中尾 恵弥子（NPOこめっこ副代表理事）・久保沢 寛（同常務理事）・和田 夏実（同研究員）

プログラム 研究プロジェクト

★Zoomを使ったオンライン開催第Ⅱ部 パネルディスカッション

第Ⅰ部 事前配信 -オンデマンド-

パネリスト

阪本 浩一 氏

大阪公立大学大学院
耳鼻咽喉病態学
准教授

パネリスト

酒井 邦嘉 氏

東京大学大学院
総合文化研究科
教授

パネリスト

武居 渡 氏

金沢大学
人間社会研究域
学校教育系
教授
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【主催者挨拶】 

特定非営利活動法人手話言語獲得習得支援研究機構 

代表理事 物井 明子 

 
 

本日は 2022 年度大阪府手話言語条例シンポジウムへのご参加を誠にありがとうござい

ます。特定非営利活動法人手話言語獲得習得支援研究機構、NPO こめっこ代表理事の

物井明子と申します。シンポジウムの主催者代表としてご挨拶申し上げます。 

本シンポジウムは日本財団の助成、大阪府の後援、公益社団法人大阪聴力障害者

協会の協力をいただき開催されております。今年度も、NPO こめっこスーパーバイザーの河﨑

佳子先生が中心となって、常務理事の久保沢と一緒にこのシンポジウムをコーディネートし

てくださいました。 

さて乳幼児期手話言語獲得支援事業｢こめっこ｣は、今年度 6 月に 5 周年を迎えました。

これもひとえに多くの関係者の皆さまのあたたかいご支援と、活動にかかわるスタッフの熱意

のおかげです。 

乳幼児期手話言語獲得支援事業｢こめっこ｣は、未就学児を対象として 2017 年度にス

タートしました。そして、2020 年度からは｢手話言語を獲得・習得する子どもの力研究プロジェ

クト｣の一環として、小学生を対象とする｢もあこめ｣活動を実施しています。この研究プロジェ

クトは日本財団の助成事業で行っています。 

今年度のシンポジウムのテーマは｢保護者の体験と思いに学ぶ｣がテーマです。活動に

参加しているご家族にこれまでの体験と思いを語っていただきます。 

第Ⅰ部において、今年度は２つの事前配信を準備しました。１つめは、研究プロジェクトの

進捗状況の報告です。統括責任者である神戸大学教授の河﨑佳子先生から全体説明

があったのち、NPO こめっこ副代表理事の中尾恵弥子氏、常務理事の久保沢寛氏、研究

員の和田夏実氏の３名から、心理発達、言語発達、学習能力、言語脳科学の順で、分

野毎の進捗報告を行います。２つめは、今年度のテーマである、活動に参加しているご家

族の｢こめっこ｣に対する声を映像にまとめました。保護者の生の声をぜひご覧ください。 

研究プロジェクトの報告、保護者のお話に加えて、昨年度配信した NPO こめっこの具体

的な活動内容を紹介した映像を再配信しますので、よろしければご覧ください。 

第Ⅱ部は、Zoomによるオンライン配信となります。コーディネーターは河﨑先生と久保沢で

す。 

はじめに話題提供として、こめっこ活動に参加している３組のご家族より、体験と思いを語

っていただきます。次に、指定討論として、国立障害者リハビリテーションセンター学院 手

話通訳学科教官の木村晴美先生に｢当事者｣の視点から、関西学院大学手話言語研

究センター助教の前川和美先生に｢手話言語教育｣の視点からお話しいただきます。そし

て、研究プロジェクトチームから、大阪公立大学大学院耳鼻咽喉病態学准教授の阪本
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浩一先生、東京大学教授の酒井邦嘉先生、金沢大学教授の武居渡先生、NPO こめっこ

から私、物井も加わって、ディスカッションを行います。 

インターネット配信を行うことで、全国のみなさまに｢こめっこ｣についてお伝えし、ご家族の

思いを届けることができますことをとても嬉しく思います。このシンポジウムが、きこえない子ども

たちとそのご家族の笑顔につながるようにと考えております。 

有意義なシンポジウムとなりますよう、皆様のご協力・ご支援をどうぞよろしくお願い申し上

げます。 



－ 10 －



－ 11 －

 

 

第Ⅰ部 
 

こめっこ研究の進捗報告 

 

こめっこ参加ご家族の声 

～赤ちゃんから小学生まで～ 
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スライド１ 

スライド２ 

こめっこ研究の進捗報告 
 

１．こめっこ研究プロジェクトの全体像と流れ 

神戸大学大学院人間発達環境学研究科教授 

研究統括責任者  河﨑佳子  

 

 

こめっこのスーパーバイザーであり、研究プロジェクトの統括責任者を務め

ている立場から、本研究プロジェクトの全体像と流れについて、簡単にお話しい

たします。 

きこえない子どもたちの母語、すなわち自然に習得できる言語は、手話言語、

sign Language です。日本においては、日本手話ということになります。そして、

きこえない子どもたちにとって、手話言語の獲得は、理解力や思考力を含むさま

ざまな認知発達を支え、対人関係や自己認識など人格形成にも重要な影響を及

ぼします。 

しかし、聴覚に障がいのある子ども

がそれを自然に習得できる環境は確

保されていません。また、その影響や

効果についての実証的研究はほとん

どありません。 

そこで NPO こめっこが実施する、手

話言語獲得習得支援事業｢こめっこ｣

｢もあこめ｣を舞台に、心理発達、脳科

学、言語獲得、学習能力の４分野から

｢手話言語を獲得・習得する子どもた

ちの力｣にアプローチする研究プロジ

ェクトが企画され、日本財団の助成を

得て 2020 年にスタートしました。 

その目的は、聴覚に障がいのある子

どもたちの真の言語力、つまり理解し

思考する力を適正に評価することに

あります。 

研究プロジェクトの全体像をスラ

イドに示しています。こちらは NPO こ
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スライド３ 

スライド４ 

めっこのパンフレットに掲載されて

いるもので、NPO のホームページでも

ご覧いただけます。 

ここで、これまで申し上げてきた４

つの研究分野の内、｢学習能力｣分野に

ついて少し説明を加えたいと思いま

す。 

私たちの研究プロジェクトにおい

ては、｢学習能力｣を、論理的思考、

推察、分析、読解、表現、コミュニ

ケーションなど、学習するための基盤となる力と捉えています。将来的には、

この｢学習能力｣を測るために、知識や体験のみに左右されず、物事がどのよう

に繋がっているのかや、自然科学の広がりや規則性を発見するなど、思考のひ

らめきを測る学習能力テストにつなげていく予定です。具体的には、ミニ講義

を実施した後、設問に答えてもらう方法を想定しています。 

現在、＜思考力チーム＞は、そうした研究の前段階として、母語が日本手話で

あるか否かにかかわらず、学習能力の前提となる、認知、思考するためのスキー

マ、判断能力等を測るテストを作成しているところです。 

一方、＜理解力チーム＞は、手話言語を獲得・習得して育つ子どもたちの理解

力を明らかにするために、日本手話によるモノローグを用いた検査を作成し、そ

の施行を始めているところです。 
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研究チームの構成メンバーをスライドに示しましたので、ご覧ください。 

このあと、分野毎に、各研究チームのメンバーから、研究内容や進捗状況につ

いて報告をいたします。 

尚、来年度のシンポジウムでは、データを提示しながら具体的な報告ができる

よう準備していく予定です。私からのお話は、以上です。 

 

 

２．心理発達(人格形成)分野 

NPO こめっこ副代表理事 中尾恵弥子 

 

こめっこ研究の心理発達（人格形成）分野についてご報告いたします。 

心理発達（人格形成）分野では、こめっこ活動に参加している子どもたちの心

理発達を、情緒、認知、コミュニケーションなど複数のラインから捉える研究を

行っています。主に、こめっこ活動時の子どもたちの様子の観察と、保護者から

の普段の様子や変化成長についてのききとり、そして、検査の実施とそのデータ

検証および記録の蓄積をし、一人一人

のお子さんの成長過程を追う縦断的

な研究です。 

検査の実施にあたって、既存の心理

発達検査のほとんどが健聴児を対象

としているため、日本手話を母語とし

て成長する子どもたちの発達を正し

く評価するために、内容や実施方法に

ついての検討を行いました。 

扱った検査は、保護者が項目をチェ
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スライド 3 
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ックすることで行う質問紙の「津守・

稲毛式乳幼児精神発達診断」と、子ど

もを対象に一対一の対面で実施する

「新版 K式発達検査」です。 

その提案については、スライドに示

しましたとおり、2021年度特殊教育学

会と 2022 年度特殊教育学会にて発表

しました。尚、K式発達検査に関して

は、今回は誕生～10歳までの課題を検

討しています。 

「津守・稲毛式乳幼児精神発達診

断」は、3 歳までの未就園児には半年

に１回、3歳以上の子どもたちには年

に１回実施しています。2020年度には

41 名の子どもたちを対象に、のべ 64

件、2021 年度は 42 名の子どもたちを

対象に、のべ 52 件行いました。 

2021 年度からは、概ね２歳以上の子

どもたちを対象に、年に１回の「新版

K式発達検査」の実施も開始していま

す。2021 年度は 18 名の子どもたちに

ご協力いただきました。 

また、小学生以上の子どもたちにつ

いては、「S-M 社会生活力検査」を年に

1回実施しています。こちらも、2020

年度は 10 件、2021 年度は 11 件行い

ました。 

いずれの検査も、2022 年度も継続

し、データの蓄積を進めています。 

その他、昨年度から手がけた「心の

理論」課題の日本手話劇版が完成し、５歳以上の子どもたちへの施行を開始して

います。なお、この検査については、今後は理解力の枠組みで進めていく予定で

す。 

詳細な数値データに関するご報告は、次年度以降の研究報告でお伝えできる

ように進めていきたいと思っておりますが、実際の子どもたちの様子からは、乳

児期ないしは幼児期早期からこめっこに参加し、手話言語に出会うことで、順調
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な発達が促されていることを実感しています。 

また、こめっこに出会った時点では周囲の人とスムーズにコミュニケーショ

ンできる言語をもたず、気になるものがあるとすぐに見に行って触ってたしか

めないと気が済まない、ともすると多動傾向が疑われるお子さんが、手話で少し

ずつ「わかる」体験を重ね、自分を表現し、他者と伝えあえるようになっていく

過程で、情緒面や行動面もぐっと落ち着いて見違えるような変化を示してくれ

ています。また、出生時に聴覚障害の他にも重なっての障害があり、例えば歩く

ことができるようになるのも 3 歳 4 歳以降になるであろうと言われていたお子

さんが、手話言語を吸収しながら保護者との関係を築いて、他者とかかわること

が大好きな積極的な子になり、いろんな物に興味関心を持って自分から近づい

ていこうという意欲が増してくると、それに併行して、お座りやはいはい、伝い

歩き、ついには自力歩行と運動発達にも良い影響が及ぶと感じられることが多

いです。改めて子どもたちの発達は、単一的ではなく、情緒、認知、運動、コミ

ュニケーションなど、複数のラインが相互に影響しあって成長していくのだと

いうことを、日々教えてもらっています。 

今後も検査データと、丁寧なききとり、観察記録の蓄積を進めていきたいと思

っています。以上で、心理発達（人格形成）分野からの報告を終わります。 

 

３．言語獲得／学習能力(理解力)分野 

 NPO こめっこ常務理事 久保沢寛 

 

こめっこ研究の言語獲得分野と学習能力（理解力）分野について報告します。 

まず、言語獲得分野は、子どもたちの手話言語力と日本語力を縦断的に評価し、

その成長を追跡する目的があります。手話言語力については、文法力を測る「日

本手話文法理解テスト」と、語彙の表出を測る「手話版語彙流暢性検査」を実施

しています。日本語力については、文

法力を「J.coss 日本語理解テスト」、

語彙力を「絵画語い発達検査」にて測

っています。また、コミュニケーショ

ン力を測る「質問応答関係検査」も行

っています。 

それぞれの検査の実施状況につい

て報告します。まず、手話の文法力を

測る「日本手話文法理解テスト」につ

いてです。４歳から測っており、得点
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が 47 点中、42 点以上で次年度からそ

の対象児は実施しない方針で毎年実

施しています。検査実施数は、2020 年

度が 15 名、2021 年度が 18 名です。  

２歳からこめっこに通っている対

象児が、現在、７歳になり、手話文法

理解テストでも十分に理解している

という点数に達しています。ただ、ま

だデータ数としては少ないため、今

後、同じように０〜２歳の間にこめっ

こと出会った子どもたちに実施して

どのような結果がでるか、引き続きデ

ータを集めていきます。 

また、４歳児から５歳児になるにつ

れて、点数が急に上がることもよくみ

られました。武居先生が前回のシンポ

ジウムでお話ししたように、手型に興

味を持つなど、言語への関心が変わる

時期であることが関係していると考

えられます。 

 次に、語彙表出を測る手話版語彙流暢性検査について、昨年度までに方法、質

問項目等を確認し、2022 年度から実施しています。武居先生が提案した語彙検

査であり、大人を対象に実施したデータはありますが、子どもに対して実施した

データはまだ少ないです。そのため、何歳から実施可能かも含めて検査をし、デ

ータを集めています。また、口型を伴う手話表現。例えば、ハンドルを握る動作

で、「バス」「トラック」「車」と口型が伴う場合や CL に近い表現。スポーツ関係

で「カーリング」「アイスホッケー」な

どを一連の動きで表現した場合など、

どのように評価するか、評価方法につ

いても、データを集めていく中で、分

析していきたいと考えています。 

日本語力についての検査になりま

す。文法力は、「J.coss 日本語理解テ

スト」を実施しています。７歳（小学

１年生）から実施する方針で、2022 年

度から実施しています。 
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語彙力については、「絵画語い発達

検査」で測っています。J.coss と同様

に７歳（小学１年生）以上を対象に、

2022 年度から実施しています。 

J.cossも、絵画語いも文字を使用し

て、検査を実施しています。 

「質問応答関係検査」は、コミュニ

ケーション力を測るテストです。ろう

者と聴者が共に検査者となり、子ども

の実態に合わせて、手話と日本語を使

い分けて検査を行っています。2020年

度は 10 名、2021 年度は 15 名に実施

しました。継続して検査を実施してい

く中で、ある子どもが、物語の説明で、

登場人物になりきって、ロールシフト

を自然と使う様子がありました。普段

のこめっこ活動の中でも重要な手話

劇を毎回見ている効果もあるのでは

と思っています。こういった説明方法

が他の対象児にも見られるかどうか、

見ていきたい部分です。 

それぞれの検査をまとめたものです。来年度以降、詳細なご報告ができるよう

に手話言語力と日本語力について、データを集めていきたいと思います。 

次に、学習能力（理解力）分野について、今年度から検討を重ね、手話モノロ

ーグ動画を用いた検査を作成しました。初めて見るストーリーに対して、ストー

リーを理解できたか、内容に関する質問に答えることができるかどうかを質問
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紙とインタビューを併用して実施します。記憶、知識、理解の発達的変化を評価

するための検査です。次年度から、「手話劇版心の理論課題」と共に実施し、デ

ータを集めて分析をしていきます。 

以上で、言語獲得分野と学習能力（理解力）分野の報告を終わります。 

 

４．言語脳科学／学習能力(思考力)分野 

 NPO こめっこ研究員 和田夏実 

 

言語脳科学分野に関して学習能力分野の思考領域に関して研究員の和田夏実

より発表させて頂きます。 

本研究チームでは、手話を獲得・習得して育つ子どもの学習能力を明らかにす

るにあたって、「言語力」と「思考力」の両方の検討を進めています。 

手話を第一言語として概念獲得する環境にある子どもを対象に、言語理解に基

づく概念や自然法則を把握する力や、時間や空間の変化などを推論する力を調

査する予定です。これにより、手話で育つ子どもたちの評価法や教育環境の改善

に繋げていくことを目的としていま

す。 

研究手法として、思考でのみ言語を

使用する問題の提示と、脳機能イメー

ジングによる脳活動の測定を準備中

です。 

前者は、就学前や小学生の子どもを

対象として、要素間の法則性や関係性

の発見、数量感覚等の思考力を測る問

題の作成を進めています。 

手話という言語を通してさらに複

雑な概念を獲得し、そこから思考の深

まりにどのように発展するかについ

て、各個人の手話や日本語の獲得進度

を指標として比較検討を行います。 

後者では大人と子ども（小学校高学

年以上の子ども）を対象として、この

問題を解いている最中の脳活動をＭ

ＲＩ装置で検出し、言語野を中心とし

た脳機能の定量的な解析を行います。 



－ 20 －
20 

スライド 3 

スライド４ スライド 5 

現在の進捗状況についてです。 

思考力テストの具体案をチーム全

体で共有とパイロットテストを重ね

ながら問題の検討を行っています。ま

た、これと同時並行させて、ＭＲＩ装

置内での刺激の提示について準備を

進めています。 

今後の計画内容としては、特定非営

利活動法人手話言語獲得習得支援研

究機構にて子どもたちの成長をみな

がら経年評価を行う予定です。 

思考力テストの完成に合わせて、ろう者を含む大人を対象として、脳のどの領

域に活動が検出できるか調査を進めていく予定です。 
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こめっこ参加ご家族の声 

～赤ちゃんから小学生まで～ 

 

こんにちは。ハリーです。こめっこのスタッフをしています。今からご覧いただ

く動画は｢こめっこ参加ご家族の声～赤ちゃんから小学生まで～｣です。21 家族が

協力してくださいました。子どもたちの年齢は様々で、下は９か月の赤ちゃんから

上は小学校４年生です。 

そうそう、こめっこには３つのグループがあります。｢べびこめ｣は、０～３歳の

赤ちゃんとトドラーさんのグループ。｢こめっこ｣は、３～５歳の幼稚部・保育所に

通う子どもたちのグループ。そして、｢もあこめ｣は小学生のグループです。 

ここにやってくる子どもたちのお父さん、お母さんがそれぞれの思いを語って

くださいました。加えて、１月 28 日のオンライン開催当日、話題提供者としてご

登壇いただく３家族からのメッセージもお届けします。｢べびこめ｣｢こめっこ｣｢も

あこめ｣それぞれの活動の様子を撮影した映像を織り込んで紹介します。70 分ほど

になりますが、どうぞごゆっくりご覧ください。 

 

○３歳女児母 

私には３人娘がいて、現在３歳半の次女が難聴です。両側の外耳道閉鎖を伴う

小耳症で耳の形がなく、骨導補聴器を使用しています。聴力はだいたいどの域で

も補聴器なしで 75dB 位で、補聴器ありで 35～40dB 位きこえていると言われて

います。 

生後６か月から聴覚支援学校に通い始め、そこで生活が落ち着いてきたなとい

う時に、子育て広場的なところに行ってみようかなと思ったのですが、地域だと

難聴のことや耳の形のことなど興味本位で聞いてくる方も多分いるだろうと思

っていました。正直その時は、次女の難聴のことも完全には受け止めきれていな

くて、例えば難聴児だけが集まるよう

なところだったら、私も気兼ねなく行

けるのではないかと思って探したら、

｢こめっこ｣さんを見つけることがで

きて、生後 10 か月の頃からずっと通

わせてもらっています。 

娘は 10 か月くらいから通っている

ので、正直どこが変わったのかはわか

らないのですが、私自身はすごく変わ
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ったというところがあって、それは手話という言語についての考え方です。 

次女の聴力では、将来たぶん口話で生活することになると思うと耳鼻科の先

生、支援学校の先生にも言われていたので、｢こめっこ｣に参加するときは、口話

でコミュニケーションがとれるようになるまでの繋ぎみたいな形でできるよう

になったらいいな、くらいに思っていました。佳子先生が、日本語や英語と同じ

ように手話もひとつの言語なんですよと、たびたびおっしゃっていましたが、最

初の方は頭ではわかっているんですけど、たぶん納得してなくて、ずっと心がも

やもやしていたのを、今振り返るとすごく覚えています。 

こんなことは言いたくはないのですが、今考えたら、手話は音がきこえない難

聴の方やろうの方が使う言語で、日本語は一流、手話は二流みたいな誤った考え

方をその時はしていたんだなと思います。 

｢こめっこ｣に参加して、１歳、２歳くらいの小さい子どもたちが小さい手を器

用に頑張って動かして、コミュニケーションをとったり、小学生くらいになった

らスタッフの方とシュバシュバッて何言ってんの？という感じで、こっちが目

が点になるくらい話しているのを目の当たりにすると、私には健聴の長女がい

ますが、その子の言語発達のことを思い返しました。長女も最初は、何言ってる

の？という言葉から拙い日本語になって、今は小２ですが、私とケンカを一人前

にできるくらい日本語がしっかりできるようになっています。 

次女もずっと｢こめっこ｣に通って、最初スタッフの皆さんには｢よく見てるね｣

と言われているけど、手話も出ない、日本語も出ない、大丈夫かなと思っている

矢先に、何かやっているんです。ずっと食事中に何かやっていて、何？手を振っ

てるの？と思って、何かうったえているのはわかるけど、何を言っているのかわ

からず、よくよく考えたら、私がよく【お茶】とやっているのを真似して、グー

をずっと振っているのかなと思い、あっお茶？ときいたら、うんと頷いてくれま

した。あ、わかったね、なんかお互いわかったね、みたいなことから、最初、【牛

乳】も全然わからなくて、人差し指をこめかみにあてて【悩む】？何を悩んでる

のと思ってたら、あっ牛乳ねってわ

かった。その 1つ 1つが結びついた

ときの喜びを今でも覚えています。 

そしたら、いつの間にか、今では

急に色を手話で表現したり、黄色と

か緑とかも好きなことを表現して

くれるようになって、どこで覚えた

ん？と思うのですが、｢こめっこ｣に

通ってスタッフの皆さんとただ遊

んでいるだけなんです。勝手に吸収
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して帰ってきて、家でいきなり表現し

てくれるので、すごいなぁと思って、

この娘って天才かなと思いながら見

ています。 

小さいときから、ただ遊びの中で手

話があるという環境にポンって放り

込んだら、勝手に手話を言語として獲

得しているのが、次女を見ていたらす

ごくわかります。手話というのが日本

語と同じ、本当に言語なんだ、つながってお互い通じ合ったときの喜び、日本語

でも手話でも同じなんだなというのをすごく実感できるので、今では佳子先生

のいう｢日本語と英語と同じ手話も言語なんだよ｣という言葉は、その通りと心

の底から納得できていると、自分でも思っています。 

｢こめっこ｣に最初に来た時は、ろうの方が大半なので手話でのやりとりばか

りで自分がぽつんと置いてかれた、自分が今までマジョリティの中にいたのが

当たり前だったのが、急にマイノリティみたいな感じになって、それはパパも同

じようなことを言っていました。いつかここで手話でバリバリ話してやるん

だ！みたいな気持ちになっています。娘も楽しく遊びながら手話を獲得してい

るし、私自身も絶対スタッフの方と通訳なしで話をしてやるみたいな気持ちが

わいてきて、自分自身も｢こめっこ｣に楽しく通うことができています。 

もう１つ｢こめっこ｣に参加してよかったと思うのは、｢こめっこ｣にはいろん

な立場の方がいて、スタッフがろうの方もいらっしゃるし、聴の方もいらっしゃ

る。いろんな立場というのは私と同じように自分は聴者だけど、娘がろうとか難

聴だったり、その反対もあったり、ろうの子どもを育ててきた親の方がボランテ

ィアで来てくださっていたり、ろうの方と結婚された方とか、ろうの方のきょう

だいだとか、いろんな立場の方がいて、最初次女が難聴とわかったときは、この

子とどうやって会話するんだろう？とか、幼稚園行けるの、小学校行けるの、大

人になって仕事できるのかな、結婚できるのかな、お姉ちゃんは妹が難聴って聞

いてどう思うんだろうなとか、本当にいろんな不安で押しつぶされていて。それ

でも｢こめっこ｣に通っていたら、いろんな立場からいろんな方の話を聞くこと

ができて、自分が知らなかっただけで、ろうの方や難聴の方は私たちの暮らして

いる社会に普通にいらっしゃるんだなということが目で見てわかる、当たり前

のようにそこにいらっしゃるのでわかりました。 

最後に、長女のことですが、さっきも言ったように小２で、よく図書の時間に

手話の本を借りてきたりしています。長女も｢こめっこ｣に参加させてもらって

いるので、長女の中でも自然と手話が身近なものになっていて、自分の妹が難聴
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ということで彼女なりに世界が少しずつ広がっているのかなと見ています。生

まれた時は、まだ長女も幼稚園生だったので、ただただ妹がかわいい、ただそれ

だけだったんですけど、小学校にあがると自分の妹が難聴というのがわかった

のか、何で耳がきこえないの？何で耳の形がないの？と聞いてくることがある

んですけど、私たちも理由なんかわからないので、理由はわからないと正直に答

えています。 

妹もいて、妹も大きくなるにつれて、何で自分の姉が難聴なんだろう、と疑問

に思ってくると思いますが、そういう時に次女のこと、次女が難聴だからケアし

なきゃと思ってはいるんですが、やはりお姉ちゃんとか妹のことに目を向けて、

その子たちにもケアしていかないといけないかなと思っています。そういう時

に実際にろうのきょうだいの方もいらっしゃるので、昔どういう思いだったと

か、気軽に相談できる場があるのは、私にとっては｢こめっこ｣さんは、なくては

ならない存在になっています。 

 

○３歳女児 母 

娘は３歳４か月で、インスタで知り合った難聴児ママからの紹介で、生後３か

月から｢BABY こめっこ｣に参加させていただいています。赤ちゃんのうちから、

自然と手話に触れあうことができて、親子ともに自然と手話を身につけていく

ことができました。難聴という障がいはあるんですけど、コミュニケーションを

とるのに、それほど苦労せずやりとりができたかなと思います。 

聴力は 100dB から高音はスケールアウトぐらいの重度難聴で、１歳を過ぎて

から人工内耳を両耳同時に手術を受けて、順調に発語も出てきたかなと思うん

ですけど、やっぱり明瞭度が全然足りなくて、私にしかわからないような声がし

ばらく続きました。それでも２歳過ぎから２語文が出たり、３歳過ぎてからは、

わりと口話だけでやりとりできる部分も増えてきたんですけど、やはりしっか

り学んでほしいなというルールであったり、聞いてほしいところは、手話をつけ

て話した方が本人もしっかり理解しているのかなと思います。 

人工内耳をしているときは音声言語

だけでやりとりできるんですけど、お

風呂に入るときや、寝るときはどうし

ても人工内耳をとらないといけない

ので、そういった時には手話を使って

やりとりしています。その時にも、日

中とさほど差がない程度のコミュニ

ケーションはとれているかなと思い

ます。 
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娘も｢こめっこ｣で絵本よみをし

ているのを見せてもらって、何度か

読んでいる絵本だったら、本人も手

話つきで表現をしてくれる部分が

あって、表情のお顔の絵本とかを、

表情豊かに手話つきで、２歳３か月

くらいに読んでくれたのが、すごく

印象に残っています。 

 

○２歳女児 母 

私の娘は２歳７か月になります。０歳の時に、SNS で｢こめっこ｣を知って、そ

れから通わせていただいています。 

私の娘は、もともと全く耳がきこえないのですが、私の仕事が看護師というこ

ともあって、人工内耳さえしていればという気持ちが強くありました。生後１か

月の時に MRI で内耳奇形が強いことと、顔面神経欠損もあるということを当時

の医師から聞きました。当時の医師から、残念ながらこの子は一生話すことはあ

りません、と言われて、とてもショックを受けたことを覚えています。 

うちの娘は当時、他の疾患もある可能性も言われており、どの程度コミュニケ

ーションが取れるのかというのが、大変不安でした。ですが、やはり全くきこえ

ない子どもなので、とにかく手話を覚えてもらいたい、手話さえあればコミュニ

ケーションがとれるという思いで、藁にもすがるような気持ちで｢こめっこ｣に

通わせてもらいました。 

｢こめっこ｣に通い始めてからの一番の大きな変化は、手話で意思疎通ができ

るようになったということです。夜寝る前に、娘がいつも私のお腹の上に乗って

寝るんですけれど、寝る前に必ず、私を指さした後自分自身を指さして、【好き】

の手話を毎日毎日夜してくれるんです。それを最初に見た時は泣きました。２歳

０か月頃には、｢こめっこぱんぱん｣を寝手話でしていまして、この子にはすごく

手話が入っているんだなと感動したことを覚えています。 

また、娘は顔面神経の欠損があって、表情も出にくいだろうなという風に思っ

ていたんですけれど、手話と出会って、人と通じ合うという喜びを覚えたことも

あって、最近は手話と一緒にいろんな表情を見せてくれることが増えました。 

それに、いろんなものに興味を持って、自分から近づいていこうとするように

なってきて、ゆっくりと言われていた運動発達も、ゆっくりはゆっくりなんです

が、本人なりにだんだん成長してきて、今ではある程度安定した歩行もするよう

になりました。本当に｢こめっこ｣のみなさん、ありがとうございます。 
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○１歳女児 母 

娘が０歳 11 か月の頃から、ろう学校の紹介で｢こめっこ｣に通い始めました。 

現在１歳 10カ月で、聴力は両耳で 105dB で、人工内耳も考えていたのですが、

病院の診察が進むにつれて、CT をとった時に両耳とも内耳がないということと、

聴神経が両方とも細すぎて、お医者さんから人工内耳が出来ない、という判断を

もらって、人工内耳をせずに補聴器をつけて生活をしています。人工内耳をつけ

られないとわかった時のお医者さんの残念な表情が、今でも頭に残っています。

セカンドオピニオンも考えましたが、お医者さんに話したら、セカンドオピニオ

ンに行っても適応外だよと言われて、辛かったのを覚えています。 

そういう経緯もあって補聴器をつけて生活していくぞと決めた時に、ろう学

校から｢こめっこ｣を紹介してもらいました。通い始めた最初の頃は、私自身もそ

うですが、娘も補聴器を嫌がる時期で、ろう学校は、音、音みたいな感じで、音

を意識して過ごしましょうという学校なので、私自身音に対して意識を向けて

がんばらないと、と思っていました。結構疲れていて、でも｢こめっこ｣に来た時

に、音はそんなに意識しなくていいというのと、あと｢こめっこ｣のスタッフさん

に補聴器はどっちでもいいよ、つけていてもいいし、つけなくてもいいよ、と言

ってもらい、とても私の心が軽くなりました。 

娘が｢こめっこ｣に慣れていくにつれて、私が思ってもみなかった性格がどん

どん出てきました。例えば、すごく積極的だなと思ったのが、ホワイトボードに

紙を貼りにいったり、気が強い部分も見せてくれて、娘ってこんな子やったんや、

というのが知れてよかったなと思いました。 

手話ネームを｢こめっこ｣でつけてもらって、手話ネームを娘が真っ先に覚え

て、自分で名前を表現してくれます。｢こめっこ｣に通わなかったら、娘が自分の

名前を知るのに時間がもっとかかったのではないかなと思うと、ちょっと怖い

なという部分もあります。 

最近は、お父さんに手話で｢好き｣って伝えたり、ままごとをしていて｢おいし

い？｣と聞いてくれたり、最近私が｢お

風呂、行こう｣と言ったら、｢うん｣とう

なずいてお風呂場まで行って｢ここ、お

風呂｣って手話で表現してくれたりし

て、手話でコミュニケーションをとれ

るというのがわかってからは、毎日が

すごい楽しいです。 

私自身、｢こめっこ｣に通うまでは、

難聴者の方やろう者の方と接する機会

がまったくなくて、病院でもきこえな
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いことについて怖いことしか言われ

ていなくて、すごく将来が不安でたま

らない日々がずっと続いていたんで

す。娘を育てていくにはどうしたらい

いんだろうと悩んだり、将来が見えて

こない部分があったんですが、｢こめ

っこ｣に通っていくにつれて、難聴者

の方やろう者の方の生い立ちや経験

を話してもらえる時があって、娘のロ

ールモデルを見せてもらったときに、

全然心配しなくていいんだと思ったり、娘がろう者の方や難聴者の方とかかわ

っている姿を見て、こんな風にコミュニケーションがとれるのだったら、全然自

分が不安に思うことは何１つなかったと。私自身、調べてこなかったからででき

た不安だと思うのですが、娘とかかわってもらっている姿とか、ロールモデルの

お話をしてもらって、不安は今は全然なくなっていて、むしろワクワクの方が勝

っています。 

最近、夫も一緒に｢こめっこ｣に通ってくれるようになって、通勤時間に手話の

勉強をしたいから小さい本とかないの？とか聞かれたりするんですけど、家族

みんなで手話の勉強ができる、手話の世界に飛び込めることがとても幸せで、楽

しみながら学んでいます。 

 

○３歳女児 母 

私たち親は、わからない手話は調べて、どうにか手話を親子で身につけないと、

という気持ちだったんですけど、ここに通い始めて、ろうスタッフから生の手話

を楽しく教えてもらえて、わからないことは質問できるので、親が無理して勉強

するのではなく、一緒に｢こめっこ｣に通えばどうにかなるかな、という気持ちが

生まれて楽になりました。 

 

○３歳女児 父 

娘が２歳５か月の頃に、今後の進路やコミュニケーションで悩んでいて、初め

て｢べびこめ｣に参加しました。まだ通い始めて４か月ほどですが、娘がスタッフ

や私が表した手話をすぐに覚えて真似するようになり、以前よりも手話の数が

すごく増えて驚いています。 

動画配信をとても楽しみにしていて、娘が自分から【こめっこ・見たい】と催

促するようにもなりました。動画を見ているおかげで、ろうスタッフの手話ネー

ムもいつの間にか覚えていて、子どものことばの吸収力はすごいなと、あらため
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て感心する毎日です。 

 

○９か月女児 母 

私たち家族は、夫がろう者、９カ月になる娘と私は聴者です。夫が｢こめっこ

に行ってみよう｣と誘ってくれたのがきっかけで、｢べびこめ｣に通うようになり

ました。 

初めて｢べびこめ｣に来た時に、あるお子様が私の娘の名前を指文字で覚えて

くれて、何度も何度もお話しに来てくれました。娘はきこえるんですけれど、こ

こはきこえる・きこえない、そんな壁はなく、素直にとても嬉しかったことを覚

えています。 

たくさんのお子様、そしてパパママがここに通われていて、私の夫も幼少期に

家族とこんな風にかかわっていたのかなと思ったり、娘の将来について夫と一

緒に考えるきっかけをもらっています。 

これからも娘と一緒に楽しく手話を覚えて、家族３人いろんな話をしていけ

たらなと思っています。 

 

○１歳男児 母 

１歳 10 か月の息子と通っています。 

｢こめっこ｣に参加して、息子のきこえに対して不安がありましたが、耳がきこ

えなくても、音声で話ができなくても、気持ちを伝える手段があるんだなと気づ

き、もっと息子と気持ちが伝わりたいと思いました。 

息子も自分からスタッフさんや絵本に近づいていき、いろいろ興味が広がっ

ているようです。また、私では息子のよくわからない身振り手振りにも、ろうス

タッフはすぐに気づいてくれて｢すごいね｣と喜んでくださって、1人ひとりよく

見てくれているのだなと嬉しく思いました。 

 

○３歳女児 母 

３歳の次女は、90 から 100dB くらい

の聴力なんですが、｢こめっこ｣にはき

こえる長女も一緒に通っています。と

にかく娘に手話の環境を与えたいと

思って、参加し始めました。 

初めて｢こめっこ｣の様子を見て、こ

こに通っていたら、同じ空間に手話を

するたくさんの人がいて、私や家族が

手話をする様子も見てもらえるのか
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なと思って、その間にきっと娘の母語

が確立されるんじゃないかなと感じ

ました。特に、若いスタッフの方がい

っぱいいて、その方たちと交流できる

のがいいなと思いました。 

娘は｢こめっこ｣がすごく好きで、家

でも｢おなまえよび｣を一緒にやった

り、今日こめっこ行くんだよとか、明

日こめっこ行くよと言うと、すごく喜

んで真似したりします。車の中でも、

道中、家が遠いのですが、｢こめっこ｣の DVD を借りて見たり、｢こめっこ｣の手遊

びを真似してやったり、行くんだよね、今日行くんだよねと何回も確認をしてき

ます。 

｢こめっこ｣は同世代のお友だちとも手話でお話もできますし、とても楽しみ

にしているみたいなので、これからも続けたいと思います。 

 

○３歳女児 母 

娘は３歳で聴覚支援学校と保育園に通っています。聴力は 100dB で補聴器と

人工内耳を装用しています。 

｢こめっこ｣に通い始めたきっかけは、区の保健師さんからの紹介で、生後３か

月頃に教えてもらいました。学校の早期相談に行くよりも早い時期で、子育てサ

ークルのような気軽な場所なので、気分転換に行ってみてはどうですか、と聞い

て伺いました。 

実際に行ってみて、手話に出会って、難聴の先輩や同級生のママたちと話をす

る中で、難聴児の子育ての道筋が少しずつ見えてきたように思えました。それか

らは、毎週通うようになり、手話の語彙も少しずつ増えてきて、悩みを共有でき

るママ友もできて、｢こめっこ｣が終わってからも、悩みを聞いてもらったり、逆

に聞いたりと、共有できるママ友ができて、大変ながらも充実した子育てができ

たんじゃないかなと思います。 

学校や療育と違って、疲れたなぁしんどいなと思ったときは行かなくてもい

いし、また行きたいなと思ったときには受け入れてくれる｢こめっこ｣が私にと

っては無理なく通える場所でした。今は仕事や娘の学校があって、なかなか｢こ

めっこ｣に来ることができないのですが、娘が｢こめっこ｣が大好きなので、隙間

時間を見つけて遊びに来ています。 

娘は手話があったから、すごくいろんなことを理解していて、口で話すのはま

だまだ苦手なんですけれど、小さなおててでたくさんお話をしてくれています。
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親の私の方が語彙が追いつかなくて、

まだまだ勉強不足だなと感じている

ので、家族のペースでちょっとずつ勉

強していけたらなと思っています。 

 

○３歳女児 母 

今娘は３歳で、｢こめっこ｣には生後

４か月頃から通っています。両耳

100dB を超えていて、１歳を過ぎてか

ら両方とも人工内耳を手術しました。 

最初のころは、まだ表情も乏しくて、何考えているかわからなかったんですけ

ど、通いだして何か月か経ったら、だんだん目にも表情にも意思を感じられるよ

うになって、１歳、２歳前後からは手でおしゃべりするようになって、今３歳に

なったら音声言語でコミュニケーションをとれるようになってきました。音声

言語でコミュニケーションをとれるようになってきたんですけど、まだ音声言

語だけでも伝わらないし、手話だけでも伝わらない部分があるので、娘にとって

は手話も音声言語もどちらも必要です。 

｢こめっこ｣では、娘は集中して前を見るタイプではなくて、ずっとよそ見をし

て、うろうろしてたんですけど、家に帰った時や寝る前に、ふと｢こめっこぱん

ぱん｣をしたり、｢どうぶつ体操｣をしたりして、｢あ、見てたんや｣という時があ

りました。そんな感じで、今も見てない時もあるんですけど、環境に浸ることが

大事かなと思って、これからも通おうと思います。 

 

○５歳女児 母 

私には子どもが３人います。１番上が小６の娘、２番目が小２の息子、３番目

が５歳の娘です。｢こめっこ｣に通い始めたのは、１番下の娘が２歳の時でした。 

初めは恥ずかしがっていたのです

が、だんだん慣れてきて、自分から前

に出て、いろんなスタッフと楽しく手

話でコミュニケーションが取れるよ

うになってきました。スタッフはみん

な手話ができます。私だけでなくいろ

んな人と会ってお話しするのがもと

もと大好きな娘なので、たくさん楽し

そうにやりとりしている様子に感心

しました。そうして通っているうち
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に、小さいうちはまだまだコミュニケ

ーションの経験が少なかったのです

が、だんだん周りの手話を見て覚えた

り、手話劇やいろんなあそびを見て内

容をつかんで、自ら吸収し、たまに自

分で考えてオリジナルの手話表現を

作って伝えてくれます。私も親子で、

手話でのやりとりを楽しんでいます。 

真ん中の息子は、手話はまだまだで

口話が多いのですが、時々｢こめっこ｣

に来たときは手話でコミュニケーションをしていて、男性のスタッフとの会話

を楽しんでいるようです。 

長女はもう大きいのでここへは恥ずかしがってあまり来ないのですが、たま

にお気に入りのスタッフと会った時にお話ししています。３人とも｢こめっこ｣

に来ると気分転換になり楽しいようで、特に１番下の娘はすごく楽しいと言っ

ています。末娘は、手話で自分の気持ちを伝えることができるのが、１番うれし

いようです。 

こめっこに行こうと言われると、必ず、わぁ！行こう行こう！と言うくらい大

好きです。ある時、時間が間に合うかどうかわからないけれど、とにかく行って

みようと連れて行ったことがありました。その時やっぱり少し到着が遅れてし

まったのですが、娘がすごく怒って、遅れた！とふくれ面になってしまいました。

それで、次からはちゃんと間に合うように連れて行くようにして、娘にも、時間

だよ！早く行こう！というと自分でもがんばって急いでくれるようになり、電

車に乗っていつもきています。今ではスムーズに道も覚えてずいぶん慣れ、放っ

ておいても自分で行けるくらいになっています。 

私から見ると、１番下の娘にとって｢こめっこ｣は本当に必要な場所、１番必要

な場所だと思っています。学校でも先生とお話しすることはできますが、学校は

発音も必要、補聴器もしなければならないので、娘としては少し違和感もあるみ

たいです。 

最近学校で、補聴器いらない！と言うことがあります。いつも先生に、補聴器

つけてお願いと言われて、娘は、いらないと言い合いをしています。そんな様子

を見ると、娘はまだ５歳ですが、もうアイデンティティがしっかり確立している

んだなと思います。私もろうですが、自分の小さい時と比べてもすごいなと感じ

ています。 

今では、月が替わると１週目には｢こめっこ｣があると覚えていて、例えば今日

から 11 月になったよと言うと、今週｢こめっこ｣がある！と、12 月も１週目は
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｢こめっこ｣がある！というふうに、最

初の１週目には｢こめっこ｣があると

いうことがわかってきたようです。ま

だ３週目はわからないようですが。月

が替わると、今週土曜日は｢こめっこ｣

あるよね！行こうか！と自分から言

ってくれるので、わかった行こうか、

とそんなやりとりもスムーズにでき

ていいなとうれしく思っています。 

子どもたちが自然と周りの手話を見て覚えて、同世代のお友達とも会話して、

自然と一緒に成長していく姿がいいなと思って見ています。 

 

○４歳男児 父 

息子は現在４歳です。聴覚支援学校以外にも手話に接する機会を増やしたい

と思いまして、２歳のころから｢こめっこ｣に通わせてもらっています。 

最初は、パパから離れずに静かにじっと様子を見ているだけだったんですけ

ども、だんだんスタッフさんの手話が読み取れて、遊びの内容がわかるようにな

るにつれて、自分からもいろいろ表現できるようになるにつれて、最近では率先

して最前列に陣取って体を動かして楽しんでいるというところが印象的です。

最近はちょっと遊び過ぎてというか、暴れすぎてというところが目立ちつつも

あるんですけれど、それも成長かなと思って、僕としては嬉しい限りです。 

年齢差のある難聴の子たちとも一緒に遊べるのも楽しいようで、いつも｢こめ

っこ｣に行くよと言ったときには、息子が嬉しそうに｢こめっこぱんぱん｣をし始

めるという、非常に楽しんでいるというところです。 

 

○４歳女児 母 

私の娘は２歳の頃から｢こめっこ｣に来させてもらっています。娘は両耳、人工

内耳をつけているときで 35～40dB ぐ

らいのきこえなんですが、通い始めた

当初は効果がはっきり見えず、普段の

コミュニケーションでもなかなかど

う伝えていいのか、娘もだんだんと伝

えたいことが増えていっている中で、

どういう風にしていったらいいかと

悩んでいたころに｢こめっこ｣に出会

い､来ています。 
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通い始めた当初は、周りのスタッ

フの方々や周りのお子さんたちと

手話で触れ合う中で、手話を見てい

るのかな？とか、なかなか集中しな

いところが多かったんが、そんな中

でもだんだんとお家で私に手話を

使って話しかけてくれるようです

になり、その時に、あっ見ていない

ようで見ているんだ、と実感したの

を覚えています。 

私は手話を習うのにコミュニケーションの 1 つとして、手話を勉強しようと

思い｢こめっこ｣に来たんですが、娘は遊んでいるだけで、そんな中でもちゃんと

手話を学んでいてくれるようで、がんばらなくてもいいんだとだんだん思えて

きました。そういった環境の中で、自然に手話が入ってきているんだなと思い、

それは私も娘も一緒で、だんだん手話を使う機会が増えていき、今では娘も毎日

私に手話で、ママのこと大好き、かわいいって言ってくれるようになり、２人で

毎日言い合っています。他にも何かを発見すると、手話で伝えてきてくれている

ので、だんだん娘の中でも手話というものが言葉になっていき、自然に出てきて

くれているように思います。 

そういった意味でも、私たち親子にとって｢こめっこ｣はすごく大切な場所で、

周りのみなさんと自然に手話に触れあえる場所だと思っています。これからも

｢こめっこ｣さん、よろしくお願いします。 

 

○10 歳男児 母 

私の息子は生まれつきろうで、両耳 100dB を少し超えるくらいの聴力です。

｢こめっこ｣を知ったきっかけは、息子が年中か年長の頃に、ろう学校の案内掲示

板に貼ってあった｢こめっこ｣のチラシを見たことでした。 

でもその時はそこまで気にしていなくて、こういうのがあるんだと情報だけ

を見て知ったという感じでしたが、それからしばらくしてあるお母さんから、こ

めっこ楽しくていいよ、一緒に行ってみない？と声をかけてもらいました。本

当？楽しいの？と思って、チラシは見て知っていたけれど実際に様子は見てい

ないからわからないので、やっぱり実際に行って様子を見た方がいいなと思い、

息子を連れて参加してみました。 

最初に｢こめっこ｣の様子を見た時、これはいい！と思いました。ろうスタッフ

がたくさんいるだけでなく、子どもまでいる、これがいいな、楽しそうだと思っ

たんです。ろうスタッフが声はつけずに自然な手話で会話をしている様子を見
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て、これが私が欲しかった場所だ、いい場所に出会えたと思って、息子と通い始

めました。 

楽しく通ううちに、息子の方から、次のこめっこはいつ？と聞いてくるように

なりました。次はいつあるかをわかりやすく説明してやって、説明だけでは足り

ないので、カレンダーを見せてこの日とこの日にあるよと丸印をつけて教えて

あげました。息子は、次あるんだねと毎日毎日楽しみにしていて、当日も楽し

み！というくらい心待ちにしていて、そんなに｢こめっこ｣が好きなんだ！と驚

きました。それだけでなく、たまに家の都合で行けない、お休みしないといけな

い時があってそれを伝えると、なんで！とすごく怒るんです。わかるけど、家の

都合が重なっていて無理なんだよ、仕方ないでしょと説明するんですが、すごく

怒っていて、それくらい本当に｢こめっこ｣が好きなんだなと見ていてわかりま

した。 

また、｢こめっこ｣の様子を見て、私の小さい頃のことを思い出しました。小さ

い頃に父に連れられ、ろうのおじいちゃんおばあちゃんの集まりに参加したこ

とがあったんです。そこで、手話で話しかけてくれるのを見て、その手話と豊か

な表情の動きに魅了されました。まだ幼くてわからないながらにも、見ていると

面白くて、魅力を感じたんです。 

それと同じような感じが｢こめっこ｣にもありました。ただ違うのが、私が通っ

た場所には同世代の子どもがいなかったこと。それでも楽しかったんです。 

子ども同士の交流もできる｢こめっこ｣、本当にいいと思います。そんな場所に

出会えたことは、私にとっては本当に幸せです。 

 

○10 歳男児 母 

｢こめっこ｣が始まった時に、うちの息子は幼稚部でした。聴力は 91dB で重度

の難聴なんですが、幼稚部の時はキュードサインがメインだったので、｢こめっ

こ｣に通い始めた時は手話に対しては戸惑いを感じていたと思います。 

ただ、通っていくうちに、今では手

話がない生活というのは考えられな

いかなというくらい、手話の世界に引

き込まれていきました。小学校４年生

のタイミングで聴覚支援学校から地

域の小学校に転校したんですけど、そ

の時にしばらく｢こめっこ｣に通うの

をお休みしていたのに、やっぱり手話

の世界から離れたくないということ

で、息子本人が｢こめっこ｣に行きたい
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と言い出して、そこからほぼ毎回通

うようになりました。 

今では、私よりも｢こめっこ｣があ

る日は息子が覚えていて、明日はも

あこめだから絶対行くよと楽しみ

に通っています。 

また、大学生のスタッフさんとか

若い世代のネイティブサイナーの

方たちと触れ合える機会があって、

自分の将来像、未来を描くことがで

きているんじゃないかなと思いながら見守っています。 

 

○７歳男児 母 

私には小学校１年生の両耳人工内耳をつけている息子がいます。息子が２歳

になる少し前に｢こめっこ｣が始まり、現在まで休んだりしながら通わせてもら

っています。 

ひとつ嬉しかったエピソードをお話しします。 

私は今までわからない手話表現があると、メモや写真を撮って保管しておき、

｢こめっこ｣に遊びに行ったときにスタッフさんにまとめて聞くというのが、手

話を学ぶ１つの方法でした。それが、コロナ禍で｢こめっこ｣も対面活動がお休み

となり、普段の息子との何気ない会話の時に表現方法がわからないと困ってい

たのですが、スタッフさんが｢わからない時は画像や、その時の様子を詳しく教

えてくれたら、動画を送ります｣と言ってくださいました。それから、ちょうど

家の前で育てていた大根の双葉が発芽した時、まだ見つけていない息子に、双葉

が出ているよと伝えたかったのですが、どうにも手が動かず、スタッフさんに画

像を送ったところ、その日にお返事をいただきました。息子に同じ手話表現をし

たときはスムーズに伝わり、家の中だったのですが、えっ、ほんま？と外のプラ

ンターを見に行っていました。世界中でコロナが大流行した時、学校も休校とな

り、親子ともに孤独を感じていたのですが、スタッフのみなさんは気にかけてく

ださったり、オンライン配信も始めてくださったり、みんなで息子を育てている

感じがあり、とても嬉しかったのを覚えています。 

｢こめっこ｣という場所は、子どもにとっては違う学校の友だちや年齢を超え

ていろんな子たちと一緒に遊べる場所で、保護者にとっては悩みを相談したり、

大学生のスタッフさんがいらっしゃるので、あっという間にやって来るであろ

う高校生活や大学受験のことなどたくさん聞くことができます。 

つい最近、息子がポツリと、きこえない人っていっぱいいるねと言いました。
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圧倒的にきこえる人が多い世の中で、その世界も少なからず経験している息子

がそういったのは、｢こめっこ｣に通い始めてマジョリティの体験をたくさんし

ていたおかげだと思っています。 

 

○５歳女児 父 

私には娘が１人います。今年で５歳です。両耳共に重度の難聴です。 

そのことに気がついたのは、１歳半のころでした。言葉が遅いなと思ってはいた

のですが、まさかの事実にとまどって、いろんなところに行ったり、調べたりす

るうちに出会ったのが｢こめっこ｣でした。 

｢こめっこ｣は、目の前のあなたのこの存在を認めてくれたり、自分のままでい

いんだよという雰囲気に満ち溢れているなという印象で、それは今も変わって

いません。 

当日は｢人工内耳も手話も～こめっこと歩んだ３年間～｣と題して、難聴がわ

かってから今までの、あれやこれやをお話できたらいいなと思っていますので、

よろしくお願いします。 

 

○２歳男児 父 

私の息子は、今２歳 10 カ月で、両耳小耳症で内耳奇形があります。生まれつ

き裸耳でスケールアウト、補聴器をつけて 75dB と診断されていますが、日常生

活において 75dB もきこえているようにはあまり感じないです。聴神経もすごく

細いので、医師からは人工内耳をしてもリスクが高く効果が見込めないんじゃ

ないかと言われていますので、今は手術は考えておりません。また、手の指に障

がいがありまして、生まれた時に医師の方から｢この子は手話はむずかしいんじ

ゃないか｣と言われました。確かにできない指文字や手話はありますが、今はコ

ミュニケーションは、手話を使って息子と会話をしております。補聴器は日常生

活ではもうつけていなくて、聴覚支援学校とぴょんぴょん教室の授業の時だけ

補聴器をつけています。 

｢こめっこ｣へは、｢こめっこ｣の元

スタッフさんと縁があって出会い

まして、その方に紹介していただい

て１歳の時に通うようになりまし

た。その当時は、まだ家では手話は

ほとんど使っていなかったんです

けど、｢こめっこ｣に初めて来た時、

スタッフさんや周りのお友だちが

手話を使っているのを、息子がじー
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っと興味深く見ていたのを覚えています。 

１月のシンポジウムでは、｢こめっこ｣と出会って、私たち夫婦の考え方や育児

がどのように変わっていったのかをお話しさせていただければと思います。ど

うぞよろしくお願いいたします。 

○３歳男児 父 

わたし達家族は私と妻と息子の３人です。子どもは生まれた時からきこえに

くく、両耳で約 60dB です。生後６ヶ月から補聴器を装用し、現在は手話と音声

で会話しています。 

私も生まれた時からきこえにくく、両耳で約 60dB です。私の場合は 25 歳ま

で手話も補聴器もなく、インテグレーション教育で育ち、アルバイトも仕事もし

てきました。 

妻はきこえます。 

こめっこに参加したきっかけですが、私たちの場合は、子どもが生まれるまで

の間に、妻は私との音声での会話に限界を感じていて、手話を勉強したいと思っ

ていたようです。 

でも、私の中では、補聴器を装用していますし、手話を勉強するつもりはありま

せんでした。 

その後、子どもが生まれてきこえにくいとわかった時、家族で手話を学ぼうと気

持ちが変わりました。 

詳しくはシンポジウムにてお伝えさせていただきます。シンポジウム当日は

息子は３歳 11 ヶ月になっています。｢こめっこ｣に参加し始めた０歳５ヶ月から

の成長過程や言語獲得習得記録をお伝えできればと思います。 

 

 

ハリーです。さいごまでご覧いただき、ありがとうございました。いかがでしたか。 

１月 28 日のオンライン開催にも、是非ご参加ください。お待ちしています。 
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司会(久保沢)／ただいまより、大阪府手話言語条例シンポジウム｢手話言語を獲

得・習得する子どもの力研究プロジェクト～保護者の体験と思いに学ぶ～｣第Ⅱ

部を開催いたします。 

第Ⅰ部の事前配信では、こめっこ研究の進捗報告、こめっこ参加ご家族の声を

ご覧いただき、ありがとうございました。 

本日、第Ⅱ部｢パネルディスカッション｣の司会を務めさせていただきます、

NPO こめっこ常務理事の久保沢 寛(くぼさわ ゆたか)と申します。本研究プロジ

ェクトの研究統括者、NPO こめっこのスーパーバイザーである神戸大学の河﨑 

佳子(かわさき よしこ)先生と共に、今回のシンポジウムをコーディネートして

きました。河﨑先生は、大阪府手話言語条例評価部会長でもあります。 

なお、本シンポジウムは、日本財団からの研究助成事業の一環として開催して

います。また、大阪府の後援、公益社団法人大阪聴力障害者協会の協力を得てい

ます。 

記録、報告書作成のため、本シンポジウムは NPO こめっことして録画をして

おりますが、著作権保護のため、参加者による録画、録音、保存等はご遠慮くだ

さい。よろしくお願いいたします。 

まずは、本シンポジウムの主催である NPO こめっこ代表理事 物井(ものい)よ

り一言挨拶を申し上げます。 

 

物井／皆さん、こんにちは。NPO こめっこ代表理事の物井です。 

本シンポジウムには 795 名の応募をいただいています。今回、保護者の声を

聞き、また指定討論で発表いただき、さまざまな学びができればと思っています。 

日本全国で寒波がありますが、皆さん、暖かくしてご覧ください。このシンポ

ジウム後には、温かい気持ちになっていることを期待します。今日はよろしくお

願いします。 

 

司会／ありがとうございました。 

今回のシンポジウムでは、参加者のみなさまからのご質問を受け付けます。

Zoom ウェビナーの Q&A 機能を使ってご質問ください。ただし時間の関係で、全

てに回答することはできない可能性があることをご承知おきください。また、手

話による質問の時間を確保できないこと、大変申し訳ありませんが、ご理解いた

だきますようお願いいたします。ご質問の受付は、指定討論の先生方のお話が終

わった後の休憩、予定では 14 時 55 分までとさせていただきます。 

それでは、ここで一度、河﨑先生に進行役を交代し、話題提供に移ります。 
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河﨑／よろしくお願いいたします。 

今年度のシンポジウムは「保護者の体験と思いに学ぶ」というテーマで、事前

配信でも多くの保護者の声をお届けしましたが、本日は、こめっこに通われてい

る３家族に、話題提供をお願いしています。こめっことの出会いから今日までを

振り返って、心に残る体験や思いを語っていただきます。 

最初の話題提供は、小橋史佳さんと小橋千穂子さん、間もなく３歳の誕生日を

迎える息子さんのご両親です。息子さんは、１歳の誕生日を迎えてすぐの頃、こ

めっこにやってきました。両耳共に重度の難聴で、聴覚活用はほとんどなく、日

本手話を第一言語として元気に成長しています。そして、ご両親の眼差しはいつ

も、日本手話を母語として成長するわが子への敬意に溢れています。 

二番目の話題提供は、中川十儀さんと中川亙世さん、来月４歳の誕生を迎える

息子さんのご両親です。息子さんは、新生児スクリーニング検査の結果がリファ

ー、生後５ヶ月で両耳中等度難聴が確定しました。そして、補聴器装用とほぼ同

時に、５ヶ月からこめっこに参加してくれています。手話からコミュニケーショ

ンが始まり、その後、補聴器装用による聴覚活用で日本語を習得してきたバイリ

ンガルです。 

さいごの話題提供は、奥田直樹さん、５歳半になる娘さんのお父さんです。娘

さんは１歳半で両耳の重度難聴がわかり、１歳８ヶ月でこめっこにやってきま

した。手話に出会って認知の蕾がみるみる開花し、手話を吸収していきました。

２歳で人工内耳を装用した後は、先行した手話獲得が聴覚活用を引っ張り、日本

語を自然に近い状態で習得してきたバイリンガルです。本日、お母さんは残念な

がらご欠席ですが、お話しの内容についてはご両親で相談してくださったとお

聞きしています。 

 

 それでは、順によろしくお願いいたします。 
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【話題提供①】 

 

こめっこと出会って 

 
小橋史佳・小橋千穂子 

 

小橋父／本日はよろしくお願いします。今日は、こめっこに出会って私たち夫婦

の考え方や育児の仕方がどのように変わっていったのかをお話しさせていただ

こうと思います。 

まず子どもの紹介をさせていただきます。子どもは今、２歳 11 ヶ月で、両耳

小耳症で内耳奇形もあります。生まれつき裸耳でスケールアウト、補聴器をつけ

て 75dB 程度と診断されていますが、日常生活において 75dB も聞こえているよ

うには感じません。人工内耳はリスクが高く、聴神経もすごく細いため効果は見

込めないんじゃないかと医師から言われ、現状、手術は考えていません。また手

の指にも障害があり、右は親指が、左は薬指と小指以外がほぼ動かないです。簡

単ですが、以上が子どもの紹介になります。 

では、こめっこに出会う前、生まれた時からの話をさせていただきます。私た

ちは立ち会い出産だったので子どもの耳に特徴があることにはまず私が気づき

ました。｢あれっ、耳がない、手の指も少し変だ｣と思いましたが両耳小耳症とい

う症状を知らないし、生まれたての赤ちゃんを見るのは初めてだったので看護

師さんに｢生まれたての赤ちゃんって耳埋まってるんですか？｣と素っ頓狂な質

問をして看護師さんを困らせてしまいました。この時は、耳がないことも、指が

変わっていることも、子どもが生まれたという興奮とまた生まれた時間が衝撃

的すぎて頭から飛んでしまいました。生まれた時間は令和２年２月２日午前２

時２分でした。自然分娩だったので本当に驚きました。 

私が障害のことについて冷静に考えたのは家に帰る途中の休憩で寄ったコン

ビニでした。考えたと言えるほどでもないですが、｢そういえば耳がなかったな

ぁ、耳がないってことは耳が聞こえない、ということは会話するには手話を覚え

ないとあかんなぁ｣と非常に短絡的な考えでした。この時の気持ちは知らない言

語を学ぶという高揚感と今から新しい言語を覚えれるかなという不安だけで、

手話に対する抵抗感は全くありませんでした。そもそも無知過ぎて、難聴＝手話

を使うと思っていたので手話を覚えるのは当然という感覚でした。指について

も現代医学は発達しているし大丈夫だろうとすごく楽観的でした。 
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小橋母／私は、生まれてすぐにネットで色々と検索しては落ち込んで、この子の

将来はどうなるんだろう、自分にちゃんと育てられるかなと不安でした。この時、

私は人生の中で聾の方に出会ったことがなかったので、この子がどんなことで

困るのかも想像できず、きっと大変なことがたくさんあるんだろうな、私の何が

悪かったんだろう等、悶々と考えていた時期がありました。今、思い返すと、聾

の方の生活や手話という言語を｢知らない｣ということが、漠然とした恐怖や不

安を生んでいたんだなと思います。 

療育や聴覚支援学校には生後２ヶ月くらいから通い始め、セカンドオピニオ

ンでいくつかの病院でお医者さんの話を聞き、徐々に難聴に対する理解は少し

ずつ進んだように思いますが、このままで本当に大丈夫なんだろうかという漠

然とした不安がありました。 

病院や学校からは残存聴力を生かしましょう、補聴器で聴神経に刺激を与え

ておかないとさらに聴力が落ちますよと言われ、補聴器をなるべく長く着けな

ければとプレッシャーのように感じてしまったこともありました。ただ、息子の

場合は補聴器を着けていても大きい音や声に反応がある訳ではなく、まだ小さ

くて、補聴器を嫌がることが多かったので、お互いにストレスになってしまって

いました。 

そして生後５ヶ月の時に、有名な整形外科の先生に指を診てもらうことにな

りました。先生の診断は、手術をすることで何もしないよりは少しは動かしやす

くできるかもしれないけれど、ない指を作ることはできないし、私たちと同じよ

うに滑らかに動かせるようにはできないので、この子に手話はどうかなあと言

われました。そうか、この子に手話は無理なのか・・・と道が断たれたようで、

その時は落ち込みました。 

私たちが手話を使うことで、子どもは自分にできない動きがあることに傷つ

くのではないかと心配し、本格的に手話を覚えることを躊躇していました。当時

の私は手話にあまり触れたことがなく、たまにニュースで見る手話通訳は早く

て複雑な動きをしているように私には写っていたので、これを習得しなさいと

子どもに教育するのは酷なことではないかなと悩みました。 

耳が聞こえないことも、手が動かしづらいことも、本人にはどうしようもない

ことなので、そこに親の期待をかけることは違うと思っていて、どうするのが本

人が自分らしく自然体でのびのび過ごせるのか、必死に探していました。 

 

小橋父／生まれた時は手話で育てようと思っていたのが手話は難しいとなり、

じゃあ補聴器を頼りに育てようかと思っても、補聴器を着けても大きい音や声

に対し反応は薄く、また息子も補聴器を着けられるのを嫌がる。人工内耳手術も

効果が見込めない。それならば読唇術のように口型を読めるようにしてみるか
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など、方向性が定まらず迷走している時にこめっこの存在を知りました。妻が

色々と調べている時にお会いしたろうの方とのご縁がきっかけでした。 

ただ息子には手話は難しいと思っていたのと、場所が自宅から離れていたの

で行くか少し悩みましたが、息子の為に出来ることは何でもしてみよう、どこで

も行ってみようと家族で話し合って行く決心をしました。またこの時期は、療育

や聴覚支援学校、そして指の訓練、耳以外の通院等、毎日どこかに出かけなけれ

ばならず、こめっこに通うとなると妻の負担がさらに増えるので、こめっこに行

くと決めたタイミングで私も育休を取得しました。 

こめっこに初めて行ったのは生後１歳になってすぐの時です。当時息子は人

見知りと場所見知りがある時期で、初めての場所に行くのはどうかなと心配し

ていましたが、初日から手話をするろうの方を真剣に見ていて、人見知りもほと

んどしなかったことに驚きました。初めて行った時に、ろうスタッフの方に｢こ

の子、動かしづらい指があるんですけど、手話って大丈夫ですか？｣と聞いたら、

「手話は全然大丈夫だよ。片腕しかない方でも自分なりの表現で手話をする方

もいるし、全然問題ないよ、大丈夫。｣と言ってくださって、その時の言い方が、

私たちに気を遣っている感じではなく、本心から、大丈夫と言ってもらえたこと

が伝わり、私たちはとても安心しました。そこから、子どもと手話で会話するこ

とを目標にこめっこに通い始めました。 

 

小橋母／それまでも療育で習った簡単な手話は使っていましたが、通い出して

４ヶ月経つ頃にはこめっこでいつもしているお名前呼びの手話をマスターし、

半年くらい通った頃にはこめっこぱんぱん、とんとんとん、出てくる何かな？等

の手話ができるようになり、目に見えて成長が感じられて私たちも本当に嬉し

く、子育てが楽しく感じられるようになってきました。 

家でも、この頃は好きな TV 番組やアニメはあまりなかったのですが、こめっ

この動画配信は集中して見ていて、この子にとって｢目で見てわかる｣というこ

との大切さをひしひしと感じていました。こめっこに親子で１年くらい通って、

２歳になった頃には、手話で日常のミュニケーションが取れるようになってき

ました。 

その頃に一度、試しに手話がない環境に息子を入れてみようと思ったことが

あります。小さい頃から地域の保育園等に入ってその環境に揉まれて慣れた方

が良いという意見も聞いたことがあって、この子の場合はどうかなと試験的な

気持ちで、一時預かりをしてもらえるところに何回かチャレンジしてみました。 

結果は失敗で、驚くくらい、手話のない先生やお友達に心を許さず、ずっと入

り口のドアの前で立って、何十分、何時間も、お友達との遊びに参加せずに親の

お迎えを待っていました。お迎えに行くと、預けられたことを泣きながら怒って
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嫌だった気持ちを伝えてきて、とても申し訳ない気持ちになりました。 

息子の性格や初めての母子分離だったことも関係あると思いますが、この子

にとっては手話がある環境が一番なんだなと確信する出来事でした。 

 

小橋父／こめっこは親にとっても、ろうの大人の方や難聴児の保護者に会える

場所であり、手話でわからない表現や伝え方、悩みを相談できて安心できる場所

でした。 

子どものロールモデルになるような素敵なろうの若い方や大人の方にもたく

さん出会うことができ、絵本読みや手話劇ではその表現や表情の豊かさに私た

ち親も惹き込まれています。きっと子どもにとっても心強い存在であり、こめっ

こでお友達やろうスタッフさんと遊ぶ様子は本当にのびのびと楽しそうで、見

ていてとても嬉しくなります。 

こめっこで手話に出会う前、聞こえる音、聞こえない音を確認しては、一喜一

憂していた時に比べると、親もかなり心が穏やかになり、聞こえなくても手話が

あれば大丈夫と思えるようになりました。 

手話は手を使って話すものと思っていましたが、実際学んでみると、手よりも

顔の表情だったり、体全体の動きも手話の文法であり、伝えたい気持ちはむしろ

手だけでは伝わらないことを知りました。以前は、口の動きをはっきり見せるこ

とが大事なのではと思い、不自然にゆっくり口を動かして声かけをしたりして

いましたが、それよりも眉の動きや目線、表情をつけて手話をすることでより豊

かなコミュニケーションを取れるようになり、子どももすごく表情豊かに育っ

てくれています。 

そして、手話に出会ってみて、｢わかる｣ことの大切さを改めて考えるようにな

りました。過去の私たちはできない手話があると嫌にならないかと心配してい

ましたが、できない手話よりもできる手話の方がずっと多く、手話を見て理解す

ることについては、指は何の問題にもならないと気づきました。この子がどうや

って伝えるかは子どもの成長に合わせて一緒に考えていくべき課題ではありま

すが、子どもが手話であれ、口話や筆談であれ、どんな伝え方を選択するにして

も、子どもが全てをわかることができる環境は私たちが手話を使うことで守っ

てあげたいと思っています。 

せめて家の中はこの子が何もストレスを感じずに自然体でいられる場所であ

って欲しい、家族は聞こえる聞こえない関わらず対等に、気軽に、なんでも話が

できる存在でありたいとそう願っています。 

 

小橋母／私たちは、母親も父親も同じように子どもと手話で会話ができる家族

になれたらいいなと思っています。以前、母親は手話が堪能だけど、父は手話が
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できず、家で父と会話するときは母を介してでないと話ができないというろう

の方の話を聞きました。父と話すのに母を経由しないといけないというのは、本

人にとっても、父にとっても寂しいことだなと感じました。大きくなるにつれて、

母親ではなく父親に相談したいことや、母親に言いたくないことも出てくるだ

ろうし、そんな時に父親と２人で話ができるようになってほしいと思っていま

す。 

今では、夫の方が私よりも手話が自然にできるようになっていて、安心して息

子を任せられて、とても助かっています。お気に入りのおもちゃ等、手話表現の

ないものは、家族の中で通じるファミリー手話を作ったりして、家族でコミュニ

ケーションを楽しんでいます。 

親として、うちの親がろうだったら手話で通じてよかったのにとか、この人た

ちは聴者だから話は通じないなと思わせてしまうのは悲しいので、今は手話は

まだまだですが、子どもに置いていかれないように頑張って学んでいきたいと

思います。こめっこスタッフの皆様、これからもご指導お願いします。 

 

小橋父／こめっこは、何もわからず不安だった私たちが、手話を通じて、この子

は聞こえなくても大丈夫だと思えるようになった場所です。子どもと豊かなコ

ミュニケーションが取れるようになったおかげで、楽しく子育てができ、息子の

個性や良いところをたくさん見つけられるようになりました。手話との出会い

で、私たち親が今まで出会ってこなかった新しい世界を知るきっかけになり、こ

の子の将来への不安が楽しみに変わりました。こめっこの皆様には感謝しても

しきれません。 

こめっこに出会い、支えてもらいながら子育てができて、私たち家族は本当に

幸せだと思っています。これからも、私たちのように不安を抱える家族にとって

唯一無二のかけがえのない場所であり続けるようずっと応援しています。 

長くなりましたが、こめっこスタッフ、いつも関わってくださる皆様への感謝

の気持ちと、このシンポジウムを見てくださっている方々とともに手話で育つ

子どもたちの毎日をより豊かで過ごしやすいものにしていきたいという願いを

込めて、お話しさせていただきました。 

ご視聴ありがとうございました。 
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【話題提供②】 

 

聞こえにくい子とパパ、 

聞こえるママの言語獲得習得記録 

 
中川十儀・中川亙世 

 

中川父／こんにちは。中川です。よろしくお願いします。 

私たち家族の紹介をします。私たち家族は、私、妻、息子の３人家族です。そ

れぞれの聴力についてですが、息子は、新生児聴覚スクリーニング検査でリファ

ーの結果が出て、聞こえにくいということが、はっきりとわかりました。ですが、

私は新生児室にいる息子を見たときに、隣で大声で泣いている子の側でもスヤ

スヤ眠れているこの子は、聞こえにくいか、聞こえていないのだろうと感じてい

ました。その後、検査を経て生後６ヶ月から、補聴器を装用しています。現在の

聴力は、両耳で 55dB ぐらいです。 

次は妻についてですが、妻は聴者です。結婚する前の家族も全員、聴者です。

私も妻も、子どもが生まれるまで音声のみで会話していましたので、手話という

ものがあることは知っていましたが、学んだり、言語であることは知らずにいま

した。後ほど、結婚してからの夫婦間の会話についてや、子どもが生まれてから、

こめっこに通い、どのような気持ちで過ごしてきたのかなどを妻から話します

ので、お聞きください。 

最後に私ですが、私は生まれつき聞こえにくいです。今、両耳で 70dB ぐらい

です。私の場合、聞こえにくく生まれましたが、聞こえる人として育ちましたの

で、大人になるまで補聴器も手話もありませんでした。家系の特徴としては、私

の父と父方の祖父が聞こえにくく、私も含めそれぞれ聞こえる人と結婚し、その

子どもの 1人だけが聞こえにくいということです。 

私が補聴器を装用したのは、25 歳の頃で、仕事に支障をきたしていると判断

したからですが、それでも、そのときはまだ自分がどれだけ聞こえていないのか

の認識が薄く、補聴器を装用していると電話ができないという理由で、軽度用を

右耳だけ購入して使用していました。以上、家族の紹介になります。 

子どもの教育状況については、０歳から２歳までは大阪の聴覚支援学校と、こ

めっこに通っていましたが、幼稚部進学にあたり、大阪、奈良、東京の学校へ見

学に行った結果、子どもが奈良ろう学校が良いと選択したので、現在は妻と子ど
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も２人は、奈良に引っ越して生活し、週末や長期休みのときは大阪に帰ってきて

こめっこに参加したりしています。言語に関しては、音声と手話の両方を獲得習

得しながら、使い分けて話しています。では、妻にバトンタッチします。 

 

中川母／よろしくお願いします。 

まず、夫婦間の会話についてですが、当初は、夫が補聴器をつけていたら聞こ

えていると思っていました。眼鏡をかけたら、はっきり見えるように、補聴器を

つけたら、はっきり聞こえると思っていました。でも、話しかけてから夫が話し

始めるまでに間があったり、会話がスムーズにいかないときがあり、｢聞こえて

いるか｣｢伝わっているか｣常に不安に思うようになり、何か言語化できないモヤ

モヤが積み重なっていきました。また、夫は仕事が終わって家にいるときは、補

聴器を外したいと言っていましたので、そうしてもらいたいと思いながら、大き

な声で話すのが苦手な私は、結局、夫に補聴器をつけてもらって声での会話を続

けていました。 

私は、次第に声での会話に限界を感じるようになり、どうしたらいいのか考え

るうちに、ふと手話で話せたらどうなんだろうと思ったのですが、夫と足並みを

揃えたくて、このときはまだ手話の勉強を始めていませんでした。 

子どもについては、夫と出会ったときから、２人の間に生まれてくる子は、聞

こえにくいか、聞こえないかもしれないと聞いていました。気がかりではありま

したが、私は、もしそうであったとしても、愛情いっぱいに育てていきたいと思

い、夫の母からも、子育ての秘訣は｢愛情いっぱいに育てること｣と伺っていまし

たので、それを心の支え・頼りにしていました。 

結婚７年めに待望の子どもを授かり、新生児聴覚スクリーニング検査でリフ

ァーとなり、気がかりからは解放されました。でも、きこえの程度がわからない

状態で、この子と具体的にどう接していけばよいのか、わからないという悩みが

出てきて、その悩みがふくらみ、声を出して話しかけることができなくなった時

期がありました。 

生後５ヶ月で、両耳中等度難聴とわかり、夫と私は、サポートに補聴器装用に

よる聴覚活用と、手話も必要であると考え、家族みんなで手話を学ぼうと動き出

しました。手話を学べる場所はないかと相談したところ、精密検査を受けた病院

では聴覚支援学校を、役所では、こめっこを紹介していただきました。 

こめっこに初めて参加したときは、強いカルチャーショックを受け、マイノリ

ティ体験をし、無知を恥じました。手話が全くわからず、手話を見て音声通訳を

聞くのは難しくて、しだいに音声通訳も入ってこなくなり、これから通えるか、

とても不安になりました。でも、子どもにとってはどうなんだろう？と考え、家

族で手話を学びたい・手話で話せるようになりたい、という思いが強かったこと
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から、とにかく子どもと一緒に参加させていただこうと思い直しました。その後、

ひだまり・MOE で相談したときに、河﨑先生より｢手話は言語である｣というお話

を伺い、バイリンガル育児を夢見ていたこともあり、心が躍りました。子どもの

言語獲得には、１日でも早く少しでも多く、ネイティブサイナーの手話に触れる

ことが大切ではないか？と思い、気持ちを新たに、こめっこと、べびーこめっこ

にも参加し始めました。 

こめっこに参加し始めてからしばらくは、私が補聴器の常時装用を目指して

必死になっていたので、子どもは補聴器をつけて参加していたのですが、子ども

が１歳７ヶ月の頃、こめっこ活動後に明らかに疲れたんだなと思うことがあり、

その様子をスタッフの方に伝えたところ、河﨑先生より、こめっこ活動中は補聴

器を外しても良いのでは？とアドバイスをいただき、補聴器装用はその都度、子

どもに確認して参加するようになりました。それから活動中は、ほとんど補聴器

をつけていません。今では、話す相手や状況によってモードを切り替え、選択し

て話す様子や、自分は聞こえにくいから声より手話のほうがいいと思う、わかる

と教えてくれたことがあり、手話でわかる経験をしているおかげだなと、成長に

驚き、教えてもらうばかりです。 

子どもは、手話のあふれる環境で安心感に包まれているように感じます。私は、

スタッフの皆さまに子どもをお任せして勉強させていただき、子どもの様子も

共有していただけるので、とてもありがたくて嬉しいです。何かエピソードがあ

るたびに伝えたいと思うようになり、次回のこめっこを心待ちにするようにな

りました。念願かなって、親子だけでなく夫婦間でも手話で話せるようになって

きて、喜びもひとしおです。家族みんなが、はっきりとわかり伝えられる言葉は、

手話であるということを実感し、お互いに通じ合える喜びをかみしめています。

最近は、ろうスタッフの方とも直接手話でお話できるようになってきて、とても

楽しいです。 

これからもずっと、手話だけでなく、手話の世界についても学びを続けさせて

いただき、共に歩んでいきたいです。 

最後に、このたびこのような貴重な機会をいただき、体験・思いを振り返りな

がら、問題解決や子どもの成長の鍵は、言語としての手話だなと痛感しています。

こめっこは、手話言語の獲得習得を支援してくださるだけでなく、研究プロジェ

クトを進めておられ、期待に胸を膨らませています。 

活動が全国に広がって、より良い社会になることを願い、私たち家族のエピソ

ードが何かしらお役に立てれば幸いです。今から、子どもの成長過程をまとめた

動画を５分ほど見ていただいて、夫にバトンタッチいたします。ありがとうござ

いました。 

(動画) 
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中川父／ご覧いただき、ありがとうございます。ここからは私が交代して話しま

す。よろしくお願いします。時間の関係上、２つだけ話したいと思います。 

まず 1 つめは、なぜ音声で生きてきた私が、子どもとの会話に手話も必要だ

と選んだのか。そしてもう１つは、私が積極的にこめっこに参加しだした理由で

す。２つとも、いくつかの理由がありますが、その中でも気持ちの大きいものを

挙げます。 

では１つめの、なぜ音声で生きてきた私が、子どもとの会話に手話も必要だと

選んだのか、ですが、この子が生まれて、私と同じように聞こえにくいんだとわ

かったとき、私が幼少期にどのようなことを感じていたのか、振り返りました。

辛かったことや、してもらって嬉しかったこと。いろんなことを思い出したとき、

その中で、成人してからとても困ったことが３つあることがわかりました。それ

は、聞き間違い、言い間違い、覚え間違いの３つでした。それを少しでもフォロ

ーするには、目で見てわかる手話が必要だと思ったんです。 

そして、こめっこに巡り合い、子育てに手話を取り入れたとき、子どもがまず

目で追い、次に手が動き、そして自分なりに表現してから最後に声が出ている、

ということがわかりました。しかも、その流れで獲得習得した言語は、とても吸

収が早く、覚え間違いも少ないので、私たちにとって手話は、なくてはならない

言語です。 

次に２つめ、私が積極的にこめっこに参加しだした理由ですが、今だから話せ

ますが、最初１年間ぐらいは、子どもとの会話に手話も必要だとわかってはいる

けど、私自身が楽しめていなくて、いつもモヤモヤしていました。でもある日、

子どもと一緒にこめっこオリジナルの手話ぱんぱんや手話劇を見ていると、吉

本新喜劇を見ているときのように、すごく楽しんで見ている自分がいました。そ

のとき、これが、自分も楽しく、子どもも楽しく、家族みんなで楽しく手話を学

べる方法なんだと思いました。それからというもの、こめっこに来て、子どもが

興味を持って見ているのは何か。そのときの、こめっこスタッフの手話表現はど

んななのか、その姿を見ないともったいない！と思ったんです。それが今、積極

的にこめっこに参加している１つの理由です。 

最後に、私は、聞こえる人の半分以下の情報で約 40 年、生きてきたんだなと

思っています。学校の授業も、友だちとの会話も、世間では常識だと言われるよ

うなことも、半分以下だったんだと今は感じます。過去、引きこもった時期もあ

りました。命を断ちたいと思ったときもあります。でも、逆に言うと、聞こえに

くいおかげで、ネガティブな情報もあまり入ってきませんでしたから、ポジティ

ブ思考だと言われる、この性格でいられるとも思います。そんな私が今、思うこ

と。数字やデータは大事ですが、それだけで判断するのは愛がないと私は思いま

す。その道を歩むかどうか、その本人が選んで決める。その道があってこそ、愛
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があるんだと思います。最後までご視聴いただき、ありがとうございました。 
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【話題提供③】 

 

人工内耳も手話も 

～こめっこと歩んだ３年間～ 

 
奥田直樹 

 
奥田／奥田と申します。｢人工内耳も手話も～こめっこと歩んだ３年間～｣と題

して、難聴の娘とその親である私たちが、これまで体験してきたことや思いなど

をお話しさせていただきます。それでは、よろしくお願いします。 

本日お話しする内容はご覧の通りです。 

まずは、私たちの紹介です。娘は、現在５歳。１歳９ヶ月の時、言葉の遅れか

ら難聴が分かり、両耳 100db 以上と診断。２歳１ヶ月の頃、両耳同時に人工内耳

の手術を実施。現在は、聴覚支援学校に通学中です。こめっこには、難聴と分か

ってからすぐに通い始め、現在に至ります。私たち両親は聴者です。 

ここからは時系列に、お話していきます。 

０～１歳９ヶ月頃まで、難聴には全く気がつかず、聴こえる子として接してい

ました。 

１歳９ヶ月の時、１歳半検診にて難聴の指摘あり。その後、両耳重度難聴と診

断。新生児スクリーニング検査結果を見直すと｢リファー｣とありましたが、検査

当時は適切な説明がなされていませんでした。突然のことに驚き、これからどう

すればいいのか？治療できるのか？どうやってコミュニケーションをとればよ

いのか？なぜ、もっと早く気がつけなかったのか？言葉の習得にはタイムリミ

ットがあると聞いたこともあり、どうなるのだろう？と、ありとあらゆる不安や

恐怖が押し寄せていました。 

わらをもすがる思いで、病院やインターネット、本などで情報収集し、いろい

ろな場所へ話を聞きに行ったり見たりしていました。その中のひとつが｢こめっ

こ｣でした。 

その時の私たちの方針としては、それまで言葉がまったく入っていなかった

ので、とにかく手話も音声も同時進行で進めて、言葉を入れていきたいというも

のでした。早い時期に遅れを取り戻さないと、将来、生活や勉強、物事の理解に

支障をきたすのではないかという考えからでした。 

１歳10ヶ月の時、聴覚支援学校の早期相談へ通い始め、補聴器の装用を開始。



－ 53 －
53 

この頃、自発的に手話を使いだしました。ひとつ動画をご覧ください。観覧車を

見て、自分なりの表現をしています。 

(動画) 

手話に出会って１～２ヶ月ほど。その表出の早さに驚きました。 

２歳１ヶ月、両耳同時に人工内耳の手術を実施。子どもの意志でもないのに、

身体を勝手にいじってしまっていいのかと葛藤もありましたが、少しでも将来

の可能性が広がるのであればという思いから手術の決断をしました。 

２歳３ヶ月、療育も開始。とにかくいろいろなところへ行ってみていました。

当時のメモを見返すと、どうやって動いていたのだろうという毎日を過ごして

いました。 

２歳６ヶ月、手話と共に音声も発するようになりました。 

２歳７ヶ月、新型コロナウイルスの流行により、こめっこもリアルでの開催が

制限されていました。そこで開始されたのが動画配信です。真似をしながら毎日

のように見ていました。 

そして、現在は５歳を過ぎ、聴覚支援学校に通学、こめっこにも通い、音声と

手話を話しています。 

ここで、動画配信視聴の効果として、２つの動画を紹介させてください。１つ

めは｢体操アレンジ｣、２つめは｢おおきなかぶ｣です。 

(動画:体操アレンジ) 

１つめの体操アレンジは、こめっこのどうぶつ体操をアレンジし、自分が知っ

ている単語で体操をしています。 

(動画:おおきなかぶ) 

２つめは、こめっこの手話劇、おおきなかぶを見て楽しかったようで、内容も

しっかり覚え、再現してくれました。この動画を撮ったのは、こめっこに通い始

めてから１年、人工内耳手術から７ヶ月の時期でした。 

対面でのこめっこに参加できず、手話の習得に遅れが出るのではないかと心

配しましたが、日々手話を繰り出す娘を見て、動画の視聴は続けていこうと思っ

ていました。こめっこ動画は単に見せるだけでなく、双方向のコミュニケーショ

ンができるようになることを前提に考え、作っているとのことで、視聴していた

娘もインプットとアウトプットが進んだ結果が出たのだと思っています。 

現在のコミュニケーション方法についてもお話しします。基本的には、日中は

人工内耳を装用し、音声で話し、手話を補助的に使用することが多いです。入浴

後、就寝前、心身の状況などによっては人工内耳を装用せず、本人は音声で話し、

私たちは手話で話をしています。こめっこスタッフさんやろうの方と話すとき

は、手話をしています。人工内耳に加え両親が音声メインということもあり、音

声の割合は高めです。音声と手話の比率は今後の環境や娘自身の考え方に合わ
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せて、変化していければ良いと考えています。また、安全面で心配な時以外は、

装用を強制しすぎないようにしています。 

ここまで、難聴が判明してから現在までをご紹介してきました。ここからは、

そんなこれまでを思い返してみて、今だから思うことなどもお伝えしていきま

す。 

０～１歳９ヶ月頃まで生まれた時から、自分たちと同じく聴こえているもの

として接していたため、音声で話しかけ、絵本の読み聞かせや、児童館へ行った

り、リトミックを習ったりもしていました。第１子だったこと、両親とも知識を

持っていなかったことなどから、約２年間、言葉は遅いけど、興味関心の多い、

目ざとい子だなと思って子育てをしていました。もし、新生児スクリーニング検

査で難聴と分かっていたら、この子は聴こえないからと親の判断で勝手に諦め

ていたこともあったかもしれません。また、手話への熱意も変わっていたかもし

れません。 

今だからこそ言えることですが、聴こえる子として育った２年も決してマイ

ナスではなかったと思っています。こめっこに相談へ行った時にも、心配そうな

私たちに｢全然大丈夫！親子でのコミュニケーションができているから｣と言っ

ていただきました。 

手話によって、言葉の概念や基礎ができたところへ、人工内耳によって音声言

語も入り、それぞれが結びつき、結果的にはそれが良かったと感じています。発

達検査の結果や、日常の様子を見ても、言葉の遅れを感じさせないくらいに成長

してくれています。 

こめっこ講演会の話から早瀬憲太郎さんのお話が印象的でした。 

｢親が電話をしている時、聴者の子は、誰と何を話しているかは聞こえてくるの

でわかる。ろう者の子は、誰と何を話しているのかは聞こえないのでわからない。

自分の母親は、電話の時に手話をしてくれていたので、誰と何を話しているのか

理解できた｣ 

このお話を聞いたとき、自分たちの当たり前が娘の当たり前でないことに気

づかされ、コミュニケーションや情報から疎外してしまうことを理解しました。

聴こえる子が、周囲の音声情報を小耳に挟みながら、さまざまな言葉や事柄を知

っていくのと同じ環境にするために、家庭内での手話による情報保障をしてい

こうと思いました。 

最後にこめっこへの思いもお話しします。 

難聴とわかってすぐに、こめっこ(豊かな手話の世界)に出会えたおかげで、娘

を｢障害者｣と思うことはありませんでした。こめっこに参加していくことで、聴

こえる親子が行うような当たり前の日常会話ができることがわかり安心しまし

た。言葉や理解など発達の遅れに対しても、｢大丈夫だよ｣と言っていただき、焦
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らなくなりました。手話があるから大丈夫、なんとかなると思える世界が、こめ

っこにはありました。聴こえていなくても、聴こえていても、目の前の｢わたし｣

を受入れてくれるこめっこの雰囲気は、今も変わりません。 

人工内耳を装用し、音声でのコミュニケーション割合が多くなった今も、こめ

っこに通っています。その理由は２つあります。 

１つは、日本手話に触れてほしいということ。自分たちは日本語対応手話しか

できないため、どうしても手話としては不完全で、日本語に頼った手話になって

しまいます。私たちは聴者ですが、手話は言語として、とても魅力的だと思って

いるので、表現豊かな手話を娘にも身につけてほしいという思いがあります。 

もう１つは、聴こえない｢自分｣も、聴こえる｢自分｣も肯定してほしいというこ

と。人工内耳を装用しても、聴こえには限度があります。私たちには聴こえない

娘が本来の姿という思いがあります。将来の選択肢を増やすために人工内耳の

手術という決断をしましたが、本来の姿でいられる、聴こえない世界で自由に過

ごす時間も持ってほしいと思っています。さらに欲を言えば、成長過程において、

手話も音声もどちらの世界も気軽に行き来してほしいですし、アイデンティテ

ィ形成にも役立ててほしい思っています。 

駆け足ではありましたが、私たちからの話題提供は以上になります。半ば強引

にまとめる形になりましたが、どこまでいっても親の私たちの勝手な思いであ

ふれているなといつも思ってしまいます。あれこれ悩むことはこれからも出て

くるでしょうが、こめっこと共に成長していければと思います。よろしくお願い

いたします。 

ありがとうございました。 
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【動画配信について】 

 

河﨑／ありがとうございました。 

支援してきたスタッフたちも、心の底より思いを寄せる、共有することのでき

るお話だったと思います。 

３家族からの話題提供に共通して、毎日動画配信の話がありました。ここで、こ

の動画配信について、物井さんから簡単に紹介していただこうと思います。よろ

しくお願いいたします。 

 

物井／毎日動画配信について説明をします。 

2020 年２月のコロナ自粛により対面活動の休みを余儀なくされ、それでも子

どもたちに手話に触れる時間を提供したいという思いで、３月から６月末まで

毎日 113 日間、動画配信を続けたことがきっかけです。 

この動画配信は、私たちが思った以上の効果があり、子どもたちの成長と家族

の笑顔を目の当たりにした私たちは、対面活動が再開した後も続けて、毎日配信

を行っています。 

内容は、対面での活動内容をいつでもお家で楽しんで観ることができるNPOこ

めっこ版｢おかあさんといっしょ｣のようなものです。毎日異なる内容で、大体 15

分間程度です。対象保護者宛に URL を送り、YouTube 限定公開により配信してい

ます。 

こめっこで作られた手話表現作品を｢手話ぱんぱん｣と呼び、テーマソングの

ようなこめっこぱんぱん、季節や生活に合わせた内容のぱんぱん、あそびのぱん

ぱんなど、多くの手話ぱんぱんが生まれました。これらは、こめっこのろうスタ

ッフが日本手話から作りだすオリジナル(独自の)作品です。こうして完成した

作品に、聴スタッフが手話の意味とリズムを活かした日本語訳を付けています。 

動画の中のろうスタッフの会話や説明などの音声通訳も、子どもに語りかけ

るような自然な日本語になっています。 

２分ほどのダイジェスト版をつくりましたので、動画をご覧ください。 

(動画) 

 

河﨑／物井さん、ありがとうございました。 

今も、｢ぱんぱん｣は生まれ続けています。私が、｢次、〇〇作って｣と言って、

ろうスタッフが見事に作品を作り出してくれています。 

では、話題提供はここまでといたしまして、久保沢さんに司会をバトンタッチ

いたします。 

司会／ありがとうございました。 
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スライド 2 

【指定討論①】 

 

「当事者」の視点から 

 
国立障害者リハビリテーションセンター学院 手話通訳学科 

木村晴美 

 
 
司会／それでは、指定討論をお願いしている、木村先生、前川先生から、話題提供

に関するご意見やご質問をお話しいただきます。 

まず、国立障害者リハビリテーションセンター学院の木村 晴美(きむら はる

み)先生です。 

木村先生は、国立障害者リハビリテーションセンター学院で、手話通訳養成の教

官をされています。また、NHK 手話ニュースキャスターでもあります。1995 年に

｢ろう文化宣言｣を発表し、社会に大きな影響を与えました。 

本日は、｢当事者｣の視点からお話しいただきます。木村先生よろしくお願いいた

します。 

木村／ご紹介いただきました木村です。よろしくお願いします。 

私も両親、弟はろう者です。中学部まではろう学校へ通い、高校からインテグ

レーションしました。 

重要なのはオーディズムの存在に気づくことだと思います。ろうの子どもを持

つ親御さんは、子どもが聞こえないことでショックを受け、悲しんでいるという

話をよく聞きます。しかし、その話は、私たちろう者からしてみれば、何度も繰

り返し聞かされていることなのです。ろう者自身は、ろうであることをマイナス

には思っていません。どうして、その

話が繰り返されるのか。私たちの社会

に存在するろうに対するマイナス、オ

ーディズムにまず気づくことが大切

です。 

このＴシャツの真ん中に英文があ

ります。これは、｢私はろう者で、聴覚

障害者ではない｣という意味の英語で

す。1991 年だったでしょうか、32 年

前アメリカの TBC(The Bilingual 
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スライド 3 

スライド 4 

スライド 5 

Center)で研修しました。当時、手話の

教育や言語的なものに対する知識が

私には全くありませんでした。そのと

きに指導してくださったのがMJ・ビア

ンヴニュという方です。彼女がこのＴ

シャツを作り、私も気に入って着てい

たのですが、随分着回してしまい、捨

てるときに、記念に写真を撮りまし

た。英語を読める外人さんは、私の着

ていたＴシャツを不思議そうに見る

ことが多かったですね。｢Deaf｣と

｢hearing impaired｣の違いを知らな

かったからだと思います。ろう当事者

にとって、聴覚障害者と呼ばれること

は抵抗感を感じます。私たちは｢ろう

者｣なのです。 

写真の男性は、グラハム・ベルです。

電話を発明した有名な人です。彼の奥

さんはろう者です。しかし、ベルはろ

うという欠陥種は遺伝するとして、ろ

う者同士で結婚すべきではないとしました。ろう者との出会いを禁じ、ろうの子

どもが生まれることを防ぐべきだと考えました。そのため、ろう学校や寄宿舎と

いう場もなくすべきと主張した方です。19 世紀後半の話ですが、こういった考

えが、今まだあるかどうかを考えなければいけません。 

彼女が、MJ・ビアンヴニュです。さきほどのＴシャツを作った人です。ギャロ

デッド大学の教授を先日までされていました。 

MJ は、オーディズムの考えを持つ人

に対して、｢あなた方は、私たちのよ

うなろう者を世の中から、抹殺したい

と思っているのですか？｣と発言して

います。例えば、先日注目を集めた

｢silent｣のドラマ。その中で、もしか

したら生まれてくる子どもが聞こえ

ないのではと心配し、医師から｢大丈

夫、聞こえます｣と言われて安堵する

シーンがありました。これを見ると、
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スライド 6 

私たちとしては｢またか｣と思わざるをえません。社会的にはまだまだ、このよう

な考えが残っているのです。｢聞こえたほうがよい｣というオーディズムの存在

がまだあります。 

先程の３家族の話を伺って、小橋さんの家族は、生まれた時に聞こえないとわ

かって、すぐに手話が思い浮かんだと言われていました。今の社会でろうの子ど

もが生まれたときに、すぐに手話の存在に気づく人がいることが、私はとても嬉

しいです。 

中川さんご家族は、お父さんご自身は、聞こえにくいけれど、聴者として育っ

てこられた。けれど、息子には手話が必要と思われたんですね。そして手話と音

声の２言語、バイリンガルで育てたいという気持ちがあると言われていました。

手話も日本語もという家族がいることが嬉しいです。 

奥田さんご家族は、人工内耳という選択をされています。家庭では声によるこ

とが多いが、手話も身に着けたいとおっしゃっていました。３家族ともに、｢こ

めっこ｣が重要な場になっていると思います。 

(スライド６)  
まずは病院で聞こえないとわかります。病院というのは、まさにオーディズム

の塊です。できるだけ聴者に近づくように、人工内耳や補聴器を勧めます。手話

も選択肢のひとつと説明する病院もあると思いますが、ごく少数でしょう。たい

ていは手話を使うと人工内耳の効果が期待できないと説明するのではないでし

ょうか。 

ろう学校は、今は聴覚支援学校ですが、そこでもやはり、人工内耳の子、難聴

の子、ろうの子、１人ひとりに合わせた教育を行うといっています。さまざまな

子ども、１人ひとりに合わせて教育するというのは、かつてのトータルコミュニ

ケーションのような形だと思います。手話が必要な子には手話で、口話ができる

子には口話と、それぞれ子どもにあわせたコミュニケーションを行う方法です。

それはたいへん危険なことだと思います。１人ひとりに合わせるというのは、聞

こえがいいですが、誰かが犠牲になっ

ているということを忘れてはいけな

いと思います。 

ろうの子、難聴の子、人工内耳の子、

１人ひとりに合わせた教育というの

は、つまり、口話ができる子どもへの

教育は、手話が必要な子が見てもわか

らない。手話が必要な子どもへの教育

は、人工内耳や手話のわからない子が

見てもわからないということになり
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ます。同じ教育を受けている子どもたちが同じ情報を得ることができないとい

う状態になっています。つまり、誰かに合わせたときに、別の誰かが、我慢しな

ければならない状況になっています。そして、その誰かは、たいていは手話の子

どもたちです。 

一方で、こめっこは共通言語として手話を使っています。その場にいるすべて

の子どもがわかる、つまり皆がわかるのがあたりまえの環境です。ろう、難聴、

人工内耳の子ども、すべての子がわかるんです。 

12 月に私もこめっこを見学に行きました。驚いたのは、きょうだいの参加が

あったことです。ろうの子どものきょうだいつまり、聴の子どもも参加している

のです。ろうのきょうだいをもつ人を｢ソーダ｣と言っていますが、ソーダである

子どもも含め、皆が手話でやりとりをしています。こめっこは、共通言語が日本

手話、子どもたちは聞こえの程度に関係なく、日本手話という共通言語を持って

いること。そして運営する上でも、ブレない方針を持っていると感じました。｢こ

の子には声で話そう｣ではなく、｢ここは日本手話でやる｣と、ブレずにやってい

ます。つまりデフスペースとして重要な場となっています。聴力に関係なく、す

べての子が見てわかる、その環境がこめっこには用意されています。それは大変

重要で、必要な場だと思います。 

次に驚いたのが｢手話ぱんぱん｣。手話ぱんぱんには、いろいろな作品がありま

す。名前呼びのぱんぱん、おやすみのときのぱんぱんなど、たくさんの作品があ

り、参加している子どもたちはとても楽しんで一緒に手を動かしていました。手

話ぱんぱんは、聴者の音声のリズムではなく、手話のリズムに合わせて作られた

日本手話オリジナルなので、子どもたちが楽しめるのだと思います。そして、そ

れを子どもたちが覚えていくことが重要です。聴者の子どもは、保育園や幼稚園、

学校で童謡や歌を覚えていきます。一方、手話には、覚える過程が必要な作品と

いうものが存在しないのです。書き言葉がないので、同じ作品をろうコミュニテ

ィで共有しにくい側面があります。しかし、手話ぱんぱんは、こめっこの子ども

たちが覚えていけるような作品になっています。そういった作品を覚えていく

ことは、子どもの学習言語の発達にも大変、効果があります。 

１人ひとりに合わせたコミュニケーションは、家庭等では、その必要性がある

と思います。中川さん家族の場合、音声でも手話でも話していると思います。人

工内耳の子どもには声で話すことが多いです。家庭ごとに子どもにあわせたコ

ミュニケーションがあります。しかし、こめっこにおいては、どんな子どもでも、

誰でも見てわかる、安心できる場として、日本手話での活動をブレずにしていく

場であることが必要です。 

ここで必要なのは、保護者への支援です。子どもはこめっこの手話の環境があ

れば、自然に手話を獲得できます。一方、親御さんはどうでしょうか。手話が必
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スライド 7 
要だとわかっていても、学ぶ機会がな

かなかありませんし、手話を学ぶのは

大変だと思います。親御さんも仕事が

あるし、聞こえるきょうだいもいるか

もしれません。そんな忙しい中で手話

を覚えるのは簡単ではありません。 

コロナのおかげというのでしょう

か、動画配信も以前よりは容易にな

り、アクセスしやすくなりました。ろ

う者のスタッフを増やして、親御さん

への手話指導のプログラムというのも作っていくのも良いと思います。ろうの

子どもへの指導だけでなく、ろうの子どもを持つ親御さんへの手話指導プログ

ラムを確立していくことも１つの課題としてあると思います。 

以上です。ありがとうございました。 
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【指定討論②】 

 

「手話言語教育」の視点から 

 
関西学院大学 手話言語研究センター 

関西デフ・フリースクール「しゅわっち」 

前川和美 

 
 

司会／続いて、関西学院大学手話言語研究センター助教、また、関西デフ・フリー

スクール｢しゅわっち｣の代表を務めておられる前川 和美(まえがわ かずみ)先生

です。手話指導歴約 20 年の経験があり、現在は関西学院大学で、｢ろう児をもつ親

への手話指導｣について研究しておられます。 

今回は、｢手話言語教育｣の視点からお話しいただきます。よろしくお願いいたし

ます。 

 

前川／ご紹介いただきました前川です。よろしくお願いいたします。 

現在は関西学院大学の手話言語研究センターで手話の研究、手話指導につい

て担当しています。また紹介にあったように、関西デフ・フリースクール｢しゅ

わっち｣の代表もしています。本日は手話指導の立場から、その視点からお話を

します。 

先ほどの３家族の皆さん、木村先生の話を伺って、改めて私が子どもの頃のと

きに思いを馳せました。木村先生からも話がありましたように、私が小さい頃と

現在では、社会が変わっています。もうすぐ 50 代なので、当時と今の状況は大

きな差があると思います。それを考えながらお話します。 

大きく変わった時代の変遷です。子どもがろう児だとわかったときの反応で

す。50 年くらい前と現在｢しゅわっち｣にいるお子さんの保護者とはずいぶん違

います。もちろん今でも、耳が聞こえない子どもが生まれて、大変ショックを受

けるかたもいると思いますが、以前は、保護者が、｢私が何かをしたからだろう

か、してなかったからだろうか｣｢自分はこのまま生きていられない｣と大きなシ

ョックを受ける人が多かったです。でも、ろう者として、皆さんに、どのように

｢大丈夫、心配いらない｣とお話するべきなのか、本当にそれが難しいくらい保護

者のかたの不安は大きなものでした。しかし、現在そう思っている人は、前に比

べるとずいぶん減っていると思います。 
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ただ、日本全国でも大阪のろう学校は、私が小さい頃は、手話を使うことが禁

じられていて、きびしく口話教育を受けました。ですので、ろう学校にいるとき

は、残存聴力を生かしながら、口話で、口の形を読み取る教育が行われていまし

た。また、母親法のようなものが主流で、１日ずっとつきっきりで、ろう学校か

ら帰ってきても、きびしく訓練しました。私も友人の家に遊びに行くと、家の中

にものの名前を書いた紙が貼られていて、家の中でも自由に手話を使うことは

禁止されており、手話を使うと、話せなくなる、勉強ができなくなると言われて

いました。そのように訓練に時間を費やされるので、教科書の指導も１～２年遅

れている状況でした。 

私が 20 歳の頃、1995 年。そこで、ろう文化宣言が木村先生と市田先生により

発表されました。幸い、私は木村さんの講演会に参加することができました。そ

して、｢ろう文化｣というテーマで話をされていました。文化祭のようなものだろ

うと思い参加したのですが、全く違うものでした。そこで、目からうろこが落ち

るような経験をしました。講演の始めから終わりまで、｢私もそうだ｣と思うこと

が、たくさんありました。 

私は小さい頃から補聴器を付けて暮らしていました。何かをするときは、必ず

補聴器を付けていました。声で話をしても通じない人、つまり聞こえない人は、

私よりも劣っていると思っていました。私は中等度の難聴で、60db くらいだっ

たので、補聴器があれば、聞こえていましたし、声で話すこともでき、家庭に帰

れば手話で話すこともできた。あらためて自分自身について考えると、自分自身

はろう者なのか、難聴者なのか疑問を持つようになったし、また私の行動がろう

者の首をしめていたことに気づきました。今日見ている方は驚いたと思います

が、その日をきっかけに、声を使わず、手話で生きることにしました。 

現在はろう者であること、耳の聞こえない子とわかれば、すぐにインターネッ

トなどで情報を得ることができますが、以前はそうではありませんでした。SNS

の普及によって、様々な情報が得られるのは良い状況だと思います。また手話ド

ラマの影響もあります。最近、また手話をあつかったドラマが始まったようです。

以前と違うのは、耳が聞こえない人が出てくると、その人は助けてあげなけれ 

ばいけない、障害者としての視点しかありませんでしたが、現在はろう者が出て

きたら、｢その人は手話で生活している人｣と捉えられているようになっていま

す。 

また、言語としての手話への理解も広まっていると思いました。以前は身振り

と同等に劣ったものと思われていましたが、手話は劣ったものではなく、きちん

としたしっかりした言語だというのが以前に比べて、ずいぶん浸透してきてい

ると思います。 

改めて、ろう児にとっての手話を考えます。ろうの子どもは、｢目の子ども｣、
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目で見てわかる言葉、手話を用いる子どもです。聴の子たちが、耳で音によって

情報を得るかわりに、目からすべての情報を得ます。もしも耳のきこえる子ども

の視覚の力を 100％とすれば、ろうの子は 150％くらいの視覚の力を持っている

かもしれません。例えば、車を運転しているとき、聴者は緊急車両の音を聞いて、

わかるようですが、実際は運転をしている私の方が先にわかって、道をあけたり

します。（聴者の）同乗者に｢音が聞こえないのに、なぜわかったの？｣と驚かれ

ます。実際は、目から得られる様々な情報、音以外の情報から、さまざまなこと

を得ています。 

チェン・ピクラー先生が発表された論文に、聞こえのレベルに関係なく、ろう

児にとっての第一言語は手話である。その第一言語をきちんと獲得をしていれ

ば、その後、第二言語(書き言葉)の習得また学力の向上に繋がるという研究結果

が示されています。つまり、ろう児にとって、人工内耳の装用の有無にかかわら

ず、耳が聞こえない、聞こえにくい子どもには、手話という言語が必要です。 

そのとき、もし聞こえる家庭に耳の聞こえない赤ちゃんが生まれたら、｢どう

しよう｣と思われると思います。まず、両親がきちんと手話を使えるようになら

ないといけないのかと。 

スライドにあるような研究結果が出ています。元々耳の聞こえない子の 90％

は、耳が聞こえる親から生まれます。多くの聞こえる両親を持った、ろうの子た

ち、聴力の差はありますが、聞こえにくい以上、100％の情報を音から得ること

はできません。そのような家庭で、聞こえる両親の拙い手話のインプットであ 

っても、その両親の手話力を超えてきちんとした言語の手話を獲得できるとい

う研究結果があります。 

親が聴者でも、手話にふれるのが早ければ、年齢相応の語彙力を獲得できると

いう研究もあります。３つの家族の話でも、気づいた段階ですぐにこめっこに来

たのも効果的だと思います。 

ろう児の手話の言語獲得、その発達について。聴の子どもは少しずつ日本語を

話せるようになりますが、舌や喉の仕組みが、大人と同じように発達していない

ときは、｢薬｣という単語をしっかり発音できず｢くちゅり｣から始まり、｢くしゅ

り｣になり、｢くすり｣とだんだん発音できるようになります。手話も体の発達と

ともに、大人と同じようにできるようになります。例えば、｢お母さん｣という手

話。小指を立てるのは難しいので、最初は人差し指を伸ばしたり、もう少しでき

るようになると、小指だけが伸ばせるようになり、｢お母さん｣という手話ができ

るようになる。それに比べてお父さんという親指だけを立てる手話はお母さん

の手話よりも楽なので、先にできるようになる。それでお母さんがショックを受

けるという話もありますが、これは手や指の発達と関係があります。 

どんな言語も複数の単語をつなげると音韻変化が起こります。日本語では、
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｢ほん｣と｢たな｣という単語がくっつくと、｢ほんだな｣と棚の最初の文字が濁り

ます。これは、何度も話すうちに、できるだけ話しやすい発音になるからです。

｢洗濯機｣もそうです。普段、なんとよんでいますか？｢せんたっき｣と言うのでは

ないでしょうか。話しやすく変化します。｢おかあさん｣もそうです。見てくださ

い。この２つ、どこが違うかわかりますか。もう一度、します。１つめ(手話表

現)、２つめ(手話表現)。わかりました？ 

１つめはまず人差し指だけを伸ばしていて、その後、人差し指を折ってから小

指が出ます。辞書形という手話の本に載っているような動かし方です。でも、実

際ろう者は、最初から小指が伸びています。これも、音韻変化が起こり、話しや

すい形に変わっているのです。他にも、｢ろう｣、｢学校｣という単語。２つがつな

がって｢ろう学校｣を表すと違う表現になります。｢ろう｣と｢学校｣を分けずに、1

つの単語として音韻変化が起こります。「せんたくき」が「せんたっき」になる

ような変化と同じです。これも子どもの言語発達とともに、これもできるように

なったと見てください。 

その他として３つあります。 

正直なところ、人工内耳は私にとっては恐怖でした。以前、私が学生だったこ

ろ、人工内耳を装用した人がいました。その人たちは、私たちのグループには交

わろうとしませんでした。なぜかと言うと、装用していない人は、人工内耳が使

えず、声も使えない、手話しか使えないと思われていたからです。逆に私たちろ

う者からは、あの人たちは手話の世界に入れない、別の人だと思っていました。

現在は、そのような分断は少なくなっていると思います。人工内耳を装用してい

ても、人工内耳も手話も、という暮らし方を選ぶ人がいます。お互いを避けるの

ではなく、一緒に共に歩むことができれば、現在のような環境からは、そういう

考えを持ったお子さんも生まれてくると思います。 

以前、鳥越先生が「難聴学級の手話指導」について研究をされていたとき、依

頼を受けて、毎週私が手話を教える活動を始めました。最初、子どもたちは手話

に興味がないようでした。しかし、だんだんわかってくると、どんどん手話でコ

ミュニケーションが成立して、さまざまな話ができるようになりました。そのと

きの研究論文は QR コードから見られますので、興味があれば、ぜひご覧くださ

い。 

３つめ、ディナーテーブル症候群について。ご家族の中に、ろうの子どもが１

人の場合。食卓ではさまざまなおしゃべりが交わされます。ろうの子どもにわか

るように、共通の話題が選ばれます。そのなかで、子どもは愛情を受けて、みん

なに愛されてこの食事の席についていることは理解しても、テレビや他のきっ

かけで、話が音声のみに偏ってしまうことを、ろうの子どもたちはたくさん経験

しています。ぜひ、今日これを見ているご家族の皆さんは、そういったことが起
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きないように、そういったことの説明がありますので QR コードでお読みくださ

い。 

最後にまとめです。聞こえる両親から生まれたろうの子どもは、２つの世界を

持てる特別なお子さんだと思います。目で見る人に合わせて発達した言語であ

る日本手話があってこそ、聴者の文化とろう者の文化の両方を理解することが

できます。その２つの文化を感じ取りながら成長していくことができるわけで

す。その環境があってこそ、家庭でも、いろいろなやり取りができますし、心の

発達も進みます。そのとき必要なのが、成人ろう者のロールモデルです。それを

考えると、｢こめっこ｣は素晴らしい理想的な環境が揃っています。これからもこ

めっこを応援したいと思っています。 

以上です、ありがとうございました。 
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【指定コメント】 

 

研究プロジェクトメンバーのコメント 
 

 

司会／ディスカッションに入る前に、まず、３名の先生方からコメントをいただき

ます。 

大阪公立大学大学院准教授の阪本 浩一(さかもと ひろかず)先生、東京大学大

学院教授の酒井 邦嘉(さかい くによし)先生、金沢大学教授の武居 渡(たけい わ

たる)先生。皆さん、こめっこ研究プロジェクトのメンバーです。 

最初に、｢耳鼻咽喉科医の視点から｣阪本先生、その後順に、｢脳科学の分野から｣

酒井先生、｢言語獲得の分野から｣武居先生にお話しいただきます。それぞれ 10 分

ほどでお願いいたします。 

阪本先生、お願いします。 

 

「耳鼻咽喉科医の視点から」 

大阪公立大学大学院耳鼻咽喉病態学 

准教授 阪本浩一 

 

こんにちは。よろしくお願いします。私は耳鼻咽喉科医です。まず、自己紹介

をします。大阪市立大学に平成元年(1989)に耳鼻科医として入局しました。ずっ

と難聴のお子さんと直接会うことはありませんでしたが、2003 年に兵庫県神戸

の大学に移り、そこで、兵庫県立こども病院に勤務しました。そこで、難聴の子

と初めて出会い、そこから、いろんなことを勉強する機会が増えました。現在は、

2016 年から大阪市立大学、この春から公立大学に名前が変わりましたが、耳鼻

科医として働いています。大阪府の乳幼児の委員会の委員長をしたり、子どもさ

んの難聴の研究の一環として、こめっこにも参加させていただいて、一緒に研究

しています。 

今日は、耳鼻科医の立場からとして、先程の木村先生の話にもありましたが、

オーディズムというか、耳鼻科医としては、｢聞こえない｣ことは、治さないとい

けないと、若い頃から教育を受けています。難聴をなんとかしようと、刷り込ま

れています。ただ、耳鼻科医としても、今は手話を使った教育、手話文化が非常

に大事だとわかっている先生もちょっとずつ増えているということは理解して

ください。以前のシンポジウムにも参加いただいた、秋田の中澤先生をはじめと
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して、中澤先生が去年書かれた耳鼻咽喉科の論文として、手話がろうの方の第一

言語だと、耳鼻科の会合の雑誌に書かれました。そこには、先程から皆さんおっ 

しゃっているように、聞こえない人の第一言語は手話であり、第二言語として日

本語は、教育するのが自然なことであると。手話の方が音声言語よりも何百万年

も古いんだと。それが耳鼻科の雑誌に載るくらいになって、耳鼻科医も手話言語

を大切にしようと少しはなっていると思います。 

ただ、現実で考えると、新生児スクリーニング研究が進んでいて、数年前から、

厚生労働省が実際にお金を出して補助するようになりました。新生児スクリー

ニングの率も 99％と非常に高くなっています。それによって、軽度の子どもさ

んも見つかり、聞こえにくさを持つお子さんも早く見つかる現実があります。そ

れに対してどうするか。非常に軽度、中等度、重度の方、それぞれ、どうすれば

よいのか。どんなふうに支援をすればよいのか、考えるようになってきています。 

その中での主流な考えは、補聴器や人工内耳を使って聞こえるようにしてい

こうという考えが未だに強い。その中で大きな問題として、人工内耳のことがあ

ります。今は、早期装用が主流で、世界では１歳前にしようとなっています。日

本は、１歳が基準になっていて、世界においては遅い方ですが、世界でも早くし

ようという流れがあります。言語の獲得から考えると、早期に聞こえていないと

聴覚の自然な取得ができないと。理論的にはその通りだと思いますが、そのよう

な流れがあります。それを推し進めると、手話をどのように考えればよいのかと

いうことに突き当たります。 

その中で、１つの考えとして、人工内耳がうまくいかない人が一定の割合でい

ます。それが２番めに書いているように、難聴の原因がだんだんわかるようにな

ってきています。遺伝子だったり、難聴の原因がどこにあるのか、遺伝子のどこ

がやられているのかが、わかる。それによって、同じ重度難聴でも人工内耳の効

果がないことがわかる。そうなると、人工内耳の効果がない人には、勧めない。

そのような効果を予測する選別も進んでいます。 

一方で、中澤先生をはじめ、ろうの方、中等度でも、軽度でも聞こえにくさを

持っている人は、手話を獲得しているほうが、将来においても、大事だという考

えも、増えてきています。私もこめっこさんに何度か訪れたり、こういうシンポ

ジウムに参加し、研究で久保沢さんや物井さんとお会いしていろいろ話を伺っ

たり、見ていると、軽度でも中等度であっても、手話を持っていることで、コミ

ュニケーションが円滑にできていて、それを基盤として、言葉が発達していると

感じます。 

我々のところに新生児聴覚スクリーニング検査の結果をもって精密検査に来

られる方、非常に不安に思われる方も多いです。リファーの結果を持ってこられ

る。リファーは要再検査で、まだ結果として確定していないものです。そこで詳
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しく検査をし、その人の難聴を診断するのが、我々の仕事です。その結果が出た

時に、その先をどうするのかということを相談が、非常に重要になってきます。 

我々は大阪府でこめっこ事業と連携したいということで、こめっこを紹介し

て見てもらう道を作りたいと考えています。そのため、こめっこさんを積極的に

紹介しています。そこで、スタッフや河﨑先生と交流されて、そこで、両親がい

ろんなことを考えて選択していくが重要と考えています。いまは、地域によって

の差がありますが、少なくとも大阪の私どものところでは、まず難聴、聞こえに

くさを持ってきた人には、手話があり、それに触れて、体験できる場所が大阪に

あり、それを大阪府が提供していると紹介できることは、非常に良いことだと思

っています。 

まとめを書きましたが、１つは新生児スクリーニング率が高まっていて、聞こ

えに困難がある子どもさん、軽度から中等度、重度まで非常に早く見つかる環境

ができている。そして早くわかったことに対して、どうするのかが重要。より医

学的には、早期診断、早期に補聴という流れがあります。その中で、手話言語に

触れる機会をどのように提供し、紹介していくのかは、我々耳鼻科も、それをい

いと思い、知っておかないといけない時代です。 

もう１つは医療技術の進歩です。人工内耳も 100 から 90 へと程度が軽いもの

へと移っていますが、より性能的にも進歩しています。装用して聞くことを体験

させてやりたいという親御さんもいます。その中で、それと手話を使うことは矛

盾せず、両立できるというのをきちんと説明する。それが、医療者の立場、姿勢

を守ってほしいと、私たちも言っていますが、それは正直なところ、日本の主流

にはまだなっていません。それは我々の責務であり、このようなこめっこのシン

ポジウムや活動に参加する医師は少なく、本当はもっと耳鼻科医が参加すべき

だろうといつも思います。それが現状です。手話をすることで補聴器や人工内耳

がうまくいかない子どもたち、そういう人に対して、救い、新たな展開になるこ

とを子どもたちは経験しているので、そういうこともあるということを医師に

もぜひ知っていただきたいと思っています。 

最後に、お願いです。２月 11 日、12 日に小児診療多職種研究会を大阪公立大

学でします。小児科医、耳鼻科医、看護師、臨床心理士さんや言語聴覚士なども

来られます。ここで、河﨑先生と、こめっこのスタッフさんにも講演いただきま

す。それが阪大の太田先生、諏訪先生という人工内耳の先生の次に続くというこ

とで、人工内耳をされている先生の次に河﨑先生のお話が聞ける貴重な機会で

す。関係のかたでご興味があれば、参加登録はインターネットのホームページか

らできますので、来ていただければと思います。 
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「脳科学の分野から」 

東京大学大学院総合文化研究科 

教授 酒井邦嘉 

 

言語脳科学という分野で研究をしているので、それを交えてお話をします。既

にいろいろと大切な論点が出てきていますから、繰り返しは避けて、脳から見た

ときに複数の言語をなぜ子どもが習得できるのかということについて、お話し

したいと思います。 

日本語と手話は違うという話が出ました。それは表面的な違いで、人間の脳か

ら見るとどちらも自然言語であり、区別はありません。コーダもそうですが、バ

イリンガルで生まれたお子さんの場合は、どちらも自分の母語として話します。

入力された情報を分析して、普遍文法で組みなおして合成して出力するという

ことです。決して単なる復唱ではありませんし、たとえ第二言語であっても勉強

しないといけないと考える必要はありません。先を焦って、できるだけ早く学ぼ

うとして、力づくで勉強などを始めるべきではないのです。子どもは言葉を自然

に吸収しますから、その意味では言語環境としては多言語環境が理想的だと言

えます。同時に学べば、片方がおろそかになると考える根拠はありません。同時

に複数の言語が身についていくのが自然で、これは聴者のコーダの場合も同じ

です。聴者が手話をろうの環境で学べば、理想的な多言語環境でバイリンガルに

なります。そこは全く問題がないということを、ろう児に対しても同様に理解し

てください。 

こめっこの活動で多くの配信がされて、多くのかたの努力により、コロナ禍に

あっても手話の刺激を絶やすことなく豊富な手話環境を維持できたことは、本

当にすばらしいことです。実際に体験されたお子さんのレポートからもわかる

と思います。ただ、常に新しい内容を日替わりで配信していく必要があるかとい

うと、そうではありません。我々は記憶できることが大切で、｢記憶｣が中心にあ

り、繰り返し入力される刺激が脳の中で定着することで、自分なりの表現を加え

て外に出せるようになります。この基本機能を考えると、ニュース番組のように

毎日違った情報を出そうとするのではなく、部分的にでもいいので、同じものを

繰り返し提供することが重要です。子どもが自らすべて覚えられるような適度

な量で、繰り返しを増やすことが大切だと思います。 

大人の視点では、たくさんの情報を与えたほうがいいとか、同じものは飽きる

のでは、と意見があると思います。しかし子どもはコマーシャルソングのように

繰り返されるものを、自分のものとして完璧に再現できる能力を持っています。

最初は意味がわからなくても、繰り返し記憶される中で理解されていくので、心



－ 71 －
71 

配は無用です。理解が進むと正しい解釈ができるようになり、自分の中で想像し

て補って解釈したことが新たな記憶として定着します。それができると、自分で

アレンジを加え、こうすると楽しくなるかなとか、おもしろくなるかな、と表現

を豊かに変えることができます。常に新しい入力にさらされる状況では、それを

咀嚼する間もなく出力しないといけないので、かえって覚えられないものです。

親御さんもまた、膨大な動画を全部覚えなければいけない、ということはありま

せん。できるものから繰り返し見て、お子さんが覚えられるものを親も一緒に覚

え、親なりの表現、子どもなりの表現を体験すると、それが記憶になります。そ

のときに脳の中で、記憶や体験が結びついて深い理解につながります。それがさ

らに創造力につながるわけで、お子さんはその言葉を使って自由に思考したり、

さらに学びに生かしていくことができるようになります。 

こめっこは、家族間で体験が共有できる場になることが理想だと思います。き

ょうだいが参加していたことも、素晴らしいことだと思います。できるだけ親御

さんもその場にいて、帰ってからお互いに振り返りながら、｢おもしろい話があ

ったね｣、｢絵本の読み聞かせはおもしろかったね｣などと親子で共有できれば、

記憶が理解を助け、それがお子さんの新たな言語表現につながります。これが

日々の生活のベースにあれば、手話と音声のいずれかで、豊かな体験を親子間で

共有できることにつながると思います。 

私のコメントは以上です。ありがとうございました。 

 

「言語獲得の分野から」 

金沢大学人間社会研究域学校教育系 

教授 武居渡 

 
武居／私からお話をします。先ほど、３家族からとても素敵な報告をいただきま

した。私の報告は、それをなぞるようなものですが、背中を押せる報告になれば

と思っています。３つほどお話をします。 

まず、３家族それぞれに、｢わかる｣という言葉がキーワードになっていました。

人生の最初の時期、０～５歳のときに、聞こえる、聞こえないにかかわらず、｢ち

ゃんとわかる｣経験を積み上げることが、この後の、言語、学力の基盤になりま

す。わかる経験をないがしろにして、その後、言葉の指導をしても、積み上がり

ません。聞こえる子どもでも、ベビーサインを０歳の時に使って、親子のコミュ

ニケーションを円滑にすることも始まっています。ただし、ベビーサインと手話

との大きな違いは、ベビーサインは単語レベルです。手話は言語なので、論理関

係まで話ができます。先ほどの｢大きなかぶ｣もそうですね。おじいさんがかぶを
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引っ張って、おばあさんがおじいさんを引っ張る、論理関係までわかる経験を説

明できる、積み上げるために手話の力がとても大きいと思います。 

毎年話していますが、人生の最初の時期に、手話を通して、わかる経験を積み

上げることで、聞こえる、聞こえないに関係なく、わからない状況に出会ったと

きに、自分がわかっていなかったということがわかります。わかる経験をしない

まま幼児期を過ごすと、わからない状況になっても、自分がわかっていないこと

が、わからない。または、わかっているかどうかがわからない。そうなると、ぼ

やっとわかるところだけ、つまみぐいして、ただ時が流れてしまいます。そんな

もったいない、時間の使い方をしないために、人生の最初の時期に、わかる経験

を積み上げてほしいし、それをこめっこは保障していると思います。今日の報告

者の３家族は、家庭でお子さんのわかる経験をちゃんと保証しているなと強く

思いました。 

２つめは、手話と日本語との関係。ここでの日本語は音声というより読み書き

をイメージしてください。手話と日本語は基本的に別言語です。だから、資料に

もありますが、手話を獲得しても自動的に日本語ができるようには、なりません。

それは、私たちが日本語ができるからといって、自動的に英語ができるようにな

るのではないことと同じ。ただし、第一言語、手話を獲得したら、その手話の力

を使って、日本語の習得を実現するさまざまな手立てがあります。メタ言語的知

識やトップダウンアプローチとありますが、詳しくは話しませんが、方法は様々

にあります。私たちが高い日本語の力を持っていれば、英語圏の英語がどういう

文法構造を持っているのか、日本語を通して理解し、それを英語学習に繋げられ

るのと同じです。 

私は、聞こえない子、聞こえにくい子には、社会にでるときに、手話と日本語、

ここで言う日本語は音声ではなく、読み書きです。手話と日本語という２つの言

語を手に持って羽ばたいてほしいと思います。それは｢日本語ができるから、手

話はいらない｣のではなく、日本語が第一言語の子でも、社会に出る前には、手

話をしっかりと身に着け、社会に出てほしいと思いますし、逆に、手話が第一言

語の人も、手話でなんでもお話しできるからいいというわけでなく、日本語の読

んだり書いたりする力もしっかり身に着けて社会に出てほしい。その意味で２

つの言語を身に着けてほしいと思います。こめっこの中で手話が第一言語の子

たちには、その手話の力が、今後学んでいく日本語の学習にも活用できることを

伝えたい。 

３つめは、前川先生の発表の中でニカラグアの話が出てきましたが、両親が今

から手話を学ぶときは、第二言語、第三言語として学ぶことになります。それは、

なかなか大変なことです。私たちが英語やドイツ語を今から勉強すると、かなり

の時間と労力が必要になります。ところが、第一言語として獲得する子どもは、
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大人が手話を獲得する苦労に比べると、はるかに楽に自然に言語を身につけら

れます。それはなぜかというと、第一言語を獲得するメカニズムと第二言語を習

得するメカニズムがおそらく違うからです。 

こめっこに来ている子は、こめっこを通じて、ろうのネイティブの手話に出会

い、YouTube の動画もありますが、それらを通じて、ネイティブの手話に出会う

ことで、自分の手話獲得の材料にしていきます。そのときには、第一言語として

学ぶので、大人では考えられない力を発揮します。 

別の言い方をすれば、子どもたちは、言語的なものを、言語に変えていく力を

持っている。そこを、私たち大人はもっと信じてよいと思います。なぜかという

と、聞こえない子の多くは、聞こえる両親から生まれることが多い。聞こえる両

親からしたら、｢私のつたない手話でよいのか｣と思うかもしれません。子どもた

ちは、それを日本手話、言語に変える力を持っています。同じ時間、親子で手話

を勉強しても、子どもはあっという間に親を超えていきます。それは第一言語の

なせる技です。だからこそ、子どもたちの力を信じて、日本語対応手話で、こん

な手話で子どもに話しかけてよいのかと考えず、さきほどの｢わかる｣経験を保

障して、親子で話をしてください。こめっこの子どもたちは、ネイティブの手話

に出会っていますから、様々な手話の話しかけを言語、日本手話にかえる力があ

ります。そういう意味で、子どもたちの力を信じて欲しいと思います。 

私の報告は以上です。とても素敵な発表だったと思います。ありがとうござい

ました。 
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【ディスカッション】 

 

司会／パネリストの先生方、ビデオをオンにしてください。ここからディスカッ

ションに入ります。進行は河﨑先生にお願いします。 

 

河﨑／先生方、みなさん、ありがとうございました。そして時間通りに進んでい

ること、感謝申し上げます。視聴者から質問をたくさんいただきました。個別で

お答えできるものはメールでお答えし、共有していきたいものを取り上げてい

きます。 

まず、小橋さん家族に、ファミリー手話ができているということですが、具体

的にどういうものがありますか、との質問です。お話しください。 

 

小橋父／お気に入りのおもちゃをファミリー手話でやっています。トミカが好

きで、工事車両をよくやっています。どういうのが多いか。この動きで(体の前

で右腕の上にグーをした左腕をのせ、肘を支点に左手を上げ下げする)、ダンプ

カーで、こちら(両手で表した車の手話を体の前で上と下にだす)がキャリーカ

ー。両手で前に押し出すのがブルドーザー、手を大きくすくいあげる形はショベ

ルカー、指を１本だけ真下に下ろすとクレーン車。ほかにはおもちゃではないで

すが、｢バス｣という手話は、子どもの中ではこれを YouTube を見ているので、

YouTube を見たいという手話になります。家族でしか伝わらないファミリー手話

をしています。 

 

河﨑／画面の向こうから、ろうの先生方も｢なるほど｣と言われていますので、ろ

う者から見ても、｢ああ、そうね｣とわかるものだと思いました。 

次に、お父さん、お母さんの手話学習について、コメントをいただきました。

子どもたちの手話言語獲得の支援のプログラムはわかったが、保護者の手話言

語習得に向けたプログラムが課題ですね、とあります。こめっこ活動の中では、

特に、週２回、０～３歳の幼稚部に入るまでの子どもたちを対象とする「べびこ

め」では、子どもたちは自由遊び、ママ、パパは手話学習という時間を設けてい

ます。その内容は、ろうスタッフが主になって進めてくれています。物井さん、

どういう感じでやっているかお話しください。 

 

物井／プリントなどを用意し、写真を提示し、お子さんにどのように呼びかける

のか。赤ちゃんと会話をするときに、声ではなく、手話でどう呼びかけるか。季

節によって季節に応じたプリントを作成しています。手話が初めてで、まだ手話

で話すことに不安がある保護者の不安な気持ちを取り除けるように、ろう者と
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聴者のスタッフがペアになって進めています。またその時間を使って学んだこ

とをあとで復習ができるように、QR コードで後から動画を見られる準備もして

います。続けて何回も通ってきているご家族の場合は、保護者の手話の力も初心

者のころよりは上手になっているので、レベルによってグループ分けをし、学習

を進めています。 

 

河﨑／最初から日本手話のネイティブサイナーの表現を見ながら、手話に触れ

ていくということは、内容が簡単であっても大切なやり方だと考えています。そ

の日、帰宅したらすぐに子どもとこんなふうに会話ややりとりができるから使

ってみよう、という気持ちになれることを大事にしているので、そこが、手話通

訳養成講座とは違っています。 

中級、上級と呼んでよいのか、だんだん年数が重なると、１枚の絵カードを見

てどんな風に表現するか、あるいは、絵本を両親なりに手話でよめるようになる

にはどうするかを、ろうスタッフが話し合い、参加者のレベルや関心、子どもの

年齢に合わせて工夫してくれているなと、拝見しています。 

ここで、ご家族から、ご自身のこめっこでの手話学習経験について、こういう

プログラムがあったらいいのにとか、今後、期待していることなども話してもら

えますか？ 奥田さんからいきましょうか。 

 

奥田／私個人の手話学習では、最初は聞こえないことがわかって｢どうしよう｣

から始まり、｢覚えなきゃ｣という気持ちがありました。だんだん子どもとコミュ

ニケーションをする中で、そんなに気負いすぎないようになりました。 

先生の話にもありましたが、子どものほうが私より手話をわかっていて、｢お

父さん、それ違うよ｣｢指文字違っているよ｣と指摘されます。こめっこでネイテ

ィブの世界に触れられているのが１番良いと思いました。 

 

河﨑／どちらかと言えば、ご両親にとっては、自分が日本手話で表現することは

難しくても、ネイティブの手話を読めるようになるのがすごいと思います。そう

すると、子どもさんが大きくなったときに、子どもの表現は読み取れるようにな

ると思います。一方、ネイティブサイナーのようには表現できなくても、そこは

子どもの方が合わせてくれます。 

中川さんのところはいかがですか？ 

 

中川父／手話学習の面では、私自身の中では、まず０歳５ヶ月から、どのように

して子どもに手話を見せられるかと一生懸命がんばって覚えようとしていまし

た。自分ががんばって教えるというより、子どもが最初に反応した色や数字だっ
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たりで、｢この子は数字が好きなんだ、色が好きなんだ｣と、自分が吸収したほう

が早くて、今では、子どもから教えられることが多く、学校でこういう手話を学

んだとか、｢こんな子と遊んだ｣など、指文字で子どもの名前を教えてくれたり。 

あとは、もっと楽しんで見られる漫才などがあればと、こめっこさんには思っ

ています。ありがとうございます。 

 

中川母／私自身、最近日本手話の文法をきちんと学びたいという思いが強くな

っています。例えば、指差しやうなずき、目や眉の動かし方などの部分を、改め

て学んでいきたい。そういった内容をこめっこの手話学習の時間に入れていた

だけたらと希望を最近持っています。ご検討をよろしくお願いします。 

 

河﨑／ありがとうございます。タイプはそれぞれあると思います。スポーツもそ

うですが、見るだけで自然に真似る人もいます。｢このように｣と説明やアドバイ

スをもらうと、できる人もいます。手話習得も同じかもしれません。また工夫し

ていきたいと思います。 

れおくんは、手話言語が大事で、それを持って生きていくと思いますが、小橋

さんはいかがでしょうか。 

 

小橋父／最初は、みなさんが手話でお話ししていることに驚いて、ここに入って

いけるかなと思いました。単純に言うと、海外に来たような感じでした。でも、

初日からこのグループに入ってみてという感じで手話学習を体験しました。１

語ずつ区切ってくれたので、初心者でもわかりやすくて構える必要がないと思

いました。 

手話を学ぶために、テレビを見ましたが、テレビの手話通訳はすごく早くて、

１つを区切ってみても、スローでも追いつかないほどのスピードに見えていま

した。それがこめっこの手話学習では、わからないところはもう一度やってもら

えるし、こちらのペースに合わせて、手話をやってくれるので、わかりやすかっ

たです。 

ただ、ろうの方が手話で話しているのを横で見ていても早いと感じるので、も

う少し、それを読みとけて、自分で会話ができるようになりたいと思います。こ

れからこめっこさんに望むことは、このままずっと続けて欲しいということで

す。妻に代わります。 

 

小橋母／最初の手話を学んだ印象は、顔の動き、眉や目が、すごく大事な意味を

持つと知って、今まで手話で話したことがなかったので、手は真似られても、顔

や体全体の動きが出なくて、そこを、もっと上手に流暢になりたいと、今は思っ
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ています。 

こめっこに来る前にも、療育で、これは｢おいしい｣とか、｢バナナはこうやる

よ｣と教えてもらっていましたが、こめっこでは、そういう表情なら伝わるとわ

かって、より学びやすく入っていきやすいと感じます。 

 

河﨑／ありがとうございます。その点について、木村先生、前川先生何かご発言

はありますか。 

 

木村／まず、保護者が手話を学ぶことは大変難しいところがあると思います。た

しかに、ニュースの手話は速いです。ネイティブのろう者からみると、速いと思

いませんが、学習者からは、速く感じると思います。 

先ほどの話にもありましたが、子どもさんのほうが、どんどん獲得していき、

保護者のみなさんが｢どうしよう｣と思うことがあると思います。拙いものでも

よいので、親からもたくさん手話を出してあげること。まずは、手話を読み取り、

理解して、お子さんが何を言っているのかをわかるようになる、それが一番だと

思います。理解できるようになれば、あとで表出ができるようになります。表出

は少しくらい間違っていても大丈夫です。お父さん、お母さんの手話が間違って

いても、自分が言ったことをしっかり理解してもらっていることを子どもがわ

かることが、とても大事です。 

手話は手の形や動きだけではなく、上半身のさまざまな部位を使います。上半

身をしっかり見て、手だけにとらわれないことです。手が中心ではなく、顔を中

心に、上半身全部を見るようにするのが良いと思います。 

お子さんが大きくなって、いろいろ家庭内で恋バナをしたり、喧嘩をしたりで

きるようになる、10～20 年したらそうなると思います。とても楽しみにしてい

ます。 

 

河﨑／前川先生、お願いします。 

 

前川／一言で言うと、手話の習得にはプロセスがあります。赤ちゃんが周りのこ

とを見て、少しずつ手話を獲得するように、保護者のかたも、まずは見て、理解

することです。いきなりニュースの手話のように難しい、速い手話ではなく、身

近なもの、ゆっくりしたものから始めるのが良いと思います。 

話にあったように、こめっこで使われているものをきちんと見ていくことで

す。そのとき、単語をぶつ切りに見るのではなく、言っている文章のまとまりで

意味を捉えるように見られるとよいと思います。お子さんと楽しみながら学習

を進めてください。 
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河﨑／こめっこでは今年度、スキットを手話学習に取り入れています。土曜日こ

めっこでは、その時期、子どもとの間で話題になるようなこと、ニュースを見て

いて、｢あれなに？｣と尋ねるのではないかなという内容をテーマに、短いやり取

りスキットをろうスタッフに作ってもらい、それを実演して、｢さあ、どれくら

いわかったかな？｣とやってから、次に細かく区切って解説し、最終的に全部読

めるようになっていきます。なかなか評判がよくて、毎回２つやってほしいとの

要望も出ています。５年間こめっこをやってきて、保護者の手話力の厚みが高ま

っている結果だと思います。物井さん、久保沢さん、どうでしょうか？（両者う

なづき）はい、また力を入れていきたいと思います。 

先ほど、酒井先生が、毎日配信について、毎回全部違ったものではなくて、記

憶できるものの繰り返しが良いと、言ってくださいました。そこがこめっこから

の説明で抜けていて、先生に助けていただいた部分です。 

実は、毎日配信の内容が違うといっても、３ヶ月分を作ってあり、それを繰り

返しています。しかも１日 15 分のプログラムのなかで、おきまりのものが半分

から、半分少しを占めています。そこに日によって異なる遊びや季節の手話ぱん

ぱんを入れ込んでいます。 

酒井先生が言ってくださったように、親御さん、子どもさんがそれを繰り返し

て、勝手に復習してしまい、身についている内容になっているなと改めて思うこ

とができましたので、皆さんにも報告したいと思いました。この辺り、何か言い

足すことは、こめっこスタッフやご家族から、ありますか？ どのように見てい

らっしゃいますか？ 動画配信を見るときはこうだよ、というのがあれば。ぜひ

どうぞ。奥田さん、いかがですか？ 

 

奥田／コロナ禍になって動画配信が始まったときは毎日観ていました。正直、一

緒に見ていたかというと、自信はないのですが、｢こんなのあったよ｣とか、動画

で共有したように子どもが実演してくれたりして、自分がそこから学んだりし

ました。｢こういう手話があるんだ｣｢そうやってるんだ｣というのは、自分でも勉

強になりました。 

 

河﨑／ありがとうございます。 

子育ての流れの中で、以前のことを忘れてしまわれる面があると思いますが、

スタッフは、そのときどきに聞いたビビッドな感覚をよく覚えています。朝起き

ると一番に「こめっこは？」と尋ねるので、「それだけ好きだったら、配信ずっ

と見とけ！（笑）みたいになった」という報告が届いて喜んだり、パパの仕事帰

りを待ち構えて、動画配信のこめっこごっこが始まり、「延々続いて休ませてく
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れない」という嬉しい報告もありました。 

このようにして、見てくれた子どもたちの手話言語獲得が進んでいました。他

にもたくさん、こめっこの子どもたちがそんな風に育っていると思います。 

 

物井／そうですね。 

 

河﨑／久保沢さんも隣りで、「そうだそうだ」と言っています。 

次の質問に移ります。「子どもたちの言語獲得の様子を伺っていると、手話の

後に音声が紐づいてくるといったお話が多いように思います。異なった言語体

系が一体のものとして獲得されているところに面白さを感じます。これはどの

ような仕組み・メカニズムによるものなのでしょうか。」これについては、酒井

先生がお話をしてくださったと思いますので、もう少しお話をお願いしたいの

ですが、こめっことしての指導方針についても問われています。 

こめっことしては、手話単語があればいいというのではなく、ネイティブサイ

ナーの完全な手話言語が提供される、そういう活動がある中で、文法とともに

｢こういう意味か｣「こういう内容か｣を、しっかりと全部わかって育つことが大

切だと考えています。そうして育った子どもたちは、やがて音を頼りに、または

文字として日本語を習得するときに、伝えようとする意味内容がわかっている

ので、｢きっとこうなんだろう｣と推測しながら、聴き取り、読み取っていく。つ

まり、日本語の習得に役立つ。人工内耳の効果が高い子は、獲得と呼ぶに近いく

らい音声も取り込んでバイリンガルになっていく、その様子を見ながら、活動を

進めているとお答えできると思います。 

こうした点について、酒井先生、武居先生、よろしくお願いします。 

 

酒井／言語獲得のメカニズムは、手話と音声でまったく同じです。お子さんにと

っては手話の理解が深く、速く先行しているように見えるかもしれません。音声

の表現が手話に勝ることも、その逆もあるでしょうが、それは気にすることでは

ありません。そもそもお子さんには、言語が複数あるということも知らずに獲得

するのです。音声だけで生じる方言もまったく同じです。例えば、日本の地域に

よって、方言やイントネーションが変わりますが、それでも子どもが使い分ける

ときは特に意識せず、両方とも使えるようになります。そのように基本的な言葉

の仕組み、つまり普遍文法は共通しています。 

できる限り、文全体の表現を覚え、身につけ、それを何度も繰り返して、お子

さんと親が一緒に取り組みたいものです。単語だけを一所懸命覚えても、文とし

ては繋がりません。それが文法の本質でもあります。学校のように学べない文法

もたくさんあります。木村さんや市田さんたちが、手話の文法の研究で明らかに
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されていますが、ネイティブも普段意識していないような深い文法が多くある

のです。まずは自然な表現をそのまま覚えて、相手に正しく伝わったときに、こ

れが自然な表現だということになります。 

こめっこの動画も、繰り返し部分が半分もあるのは素晴らしいことです。それ

が知らず知らずのうちにお子さんに定着したわけで、それが上達の鍵だろうと

私は分析します。何度見ても飽きないものを一日中つけっぱなしにしたり、環境

ビデオのように流しておくのも、効果があると思います。集中して見る勉強だけ

がすべてだと思わないで、環境の中に溶け込むように入れてしまうのが、自然な

方法だと思います。そのくらい人間の言葉は精妙で、うまくできているものです

から、それを大人が整理して説明すること自体、とても難しいわけです。子ども

は文の表現を丸ごと覚えてしまうものですから、大人もそうなるのが理想です

ね。 

 

河﨑／武居先生、いかがですか。 

 

武居／私が考えたことは、先程の河﨑先生の話と重なりますが、言語でものを伝

えるときには、伝えたい意味や内容と、それをどういう手段で、どういう形で伝

えるかの２つがあります。 

子どもたちは手話を通して、何を伝えるかという意味の部分は、しっかりと醸

成されています。新たに人工内耳等で音声が入ってきたときに、すでに手話を通

して知った内容を語られているところで、結びつきやすくなります。ただし、手

話は、音声を獲得するための手段ではなく、それぞれが大切な言語である視点も

重要です。 

 

河﨑／ありがとうございます。そうですね。手話で育ってきて、その後、人工内

耳の効果などで、｢日本語をずいぶん話せるやん｣となって、だったらもう手話や

こめっこはいいかなというのは残念だと。せっかくだから、２つの言語を持ち、

特に青年期以降に花咲いてくるからと伝えたい、それがこめっこです。 

次の質問です。 

こめっこで手話言語を身に着けて育ち、その後教育につなげるには、お父さん

やお母さんは、どうされていますか？ 

奥田さんが幼稚部の年中さん、中川さんは年少さん、小橋さんはこの春から幼

稚部に入学される。手話に出会って育った子どもが、ろう学校へ進む選択につい

て、どのように考えたか少しお話しください。 

 

奥田／私の娘は、最初から難聴とわからず、途中からわかったという、最初の焦



－ 81 －
81 

りもありました。まずは、しっかり言語として獲得してほしいということがあり

ました。それで情報保障がある聴覚支援学校を選択しました。自分たち自身が、

聞こえる側にいるので、地域の小学校、幼稚園も考えましたが、発見が遅かった

こともあり、難しいと思い、しっかり獲得してもらうため、聴覚支援学校を選び

ました。 

支援学校には色んなお子さんがいて、人工内耳の子、補聴器の子、軽度で補聴

器をしていない子も、デフファミリーの子もいます。その子に応じたコミュニケ

ーションをとっているので、たのもしく感じています。 

こめっこではネイティブの手話に触れてもらって、質問にありましたが、日本

語対応手話については、それは、それで｢こんな手話があったよ｣などと、子ども

自身も発見があって、それを教えてくれて、混乱している様子はなく、自分はこ

めっこで学んだ手話を使ったり、ファミリー手話のように自分たちで通じる手

話をやって、臨機応変に選んで、かしこくやっているという印象です。 

 

河﨑／中川さん、お願いします。 

 

中川母／私たち家族は日本手話で教育を受けられる環境を強く希望するように

なったのは、子どもが２歳くらいの頃です。それに伴い、都道府県にたくさんあ

る聴覚支援学校にも違いがあるとわかり、ご縁もあり、いくつか見学に行きまし

た。子どもも一緒に見学し、体験もして、最終的に子どもにどうだったか聞いた

ときに、現在通っている奈良が良いと言ってくれました。私たち夫婦間でも｢奈

良がいいかな｣と思っていたので、それで選びました。 

 

中川父／ふだん、自分に必要がないと思う情報は入れないので、妻が何か話して

いても、そのときは｢はあ、はあ｣という感じで、スイッチが入ったのは、日本手

話と日本語対応手話の話を聞いたときでした。｢えっ？手話にそんな違いがある

の｣というところから興味を持ちはじめ、こんなに違うのか、日本語で話してい

ることを、そのまま伝えても伝わらないんだ、というところから、スイッチが入

りました。 

それが、子どもが２歳のタイミングで、日本手話の環境でないと、わからない

んだということで、そこからいろんな学校を見に行かないといけないと思いま

した。その中からこの子が行きたいところを決めるだろうと考え、見に行き、そ

れで最終的に決まったのが今の学校です。 

 

河﨑／中川さん以外のご家族も、これだけ日本手話でわかる体験をした子を、ろ

う学校の中ではほとんどが日本語対応手話、日本語に対応したサインがついて
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いるのが中心の教育になっているので、そこをどう考えていこうかというディ

スカッションが毎週のように、保護者交流の中で出てきています。そうした声を

こめっこは教育現場にも届けないといけないし、大阪府ともしっかり話をして

いかないといけないと思い、機会を設けて一緒に話せるように、今はネットワー

ク会議や出張こめっこをしたりして関係を作っているところです。 

こうした状況の中で、日本手話の存在が一層大事な、れおくんのお父さん、お

母さんはどう考えておられますか？ 

 

小橋父／私が聴覚支援学校を選んだのは、息子は補聴器がないと、スケールアウ

トで、補聴器をつけていても反応がありませんでした。そのため、手話で育てる

しかないと思ったこと。地域の学校も考えていなくて、聴覚支援学校しかないと

決めていました。聴覚支援学校を選ぶにあたって、学校によって指導方法が違う

ことがわかりました。引っ越しの関係もあり、大阪の３校しか見ていませんが、

その中で、息子に一番合ったところを選び、幼稚部に行こうと思いました。人工

内耳の子、軽度・中度など１人ひとりに対して、対応を変えているのですが、う

ちの子どもは手話でしか理解ができません。希望ではないですが、手話で統一し

てくれたほうが子どもにとって、ありがたいと私たちは考えています。 

妻に代わります。 

 

小橋母／聴覚支援学校でも差があります。必ず親がついてきて欲しいという学

校もあれば、完全に普通の幼稚園のように子どもだけで通学する幼稚部もあり、

差があります。校区が決まっていて、引っ越しをしないとその学校に通えないと

いうのは、仕組みとして選択肢が狭まっているのでは、と思うこともあります。 

手話はどこの聴覚支援学校でも共通言語で、どの先生も使えるようになれば

いいなという希望はあります。 

 

河﨑／そうですね、それはこめっこスタッフみんなの希望でもあります。ここま

でわかる、これだけ通じる、豊かなものを伝えてくれる子どもたちを見ていて、

汲み取られる場で教育を受けて欲しいと思います。今後は保護者の方々とも一

緒に連携を強めていけるように、がんばりたいと思います。そこに向けたコメン

トがいくつか届いています、ありがとうございました。 

次に、阪本先生が耳鼻咽喉科医として来られていますので、もう一度、あえて

質問させてください。人工内耳が１歳、１歳前にとどんどん年齢が下がって手術

されるようになっています。こめっこに来る子も１歳の誕生日に手術を受ける

という子どももいます。一方で、奥田さんが娘さんについて話してくださったよ

うに、まず手話に出会って、２歳を過ぎてから人工内耳をして、その効果が出た
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ときに並行して２つの言語を獲得してこられた。 

それを見ると、言語としての手話、Sign Language に出会うという条件をつけ

た場合、人工内耳手術は必ずしも１歳ではなく、もっと遅くてもいいのではない

か、という実感をこめっこではもっています。それをお医者さんの立場として、

どう思われますか。またどう言われていますか？ 

 

阪本／それを言われるととても苦しいところです。 

耳鼻科医としては未だに難聴を何とか聞こえるようにしたいというコンセン

サスが強いです。そうなると、音声言語の獲得という条件だけを考えると、より

早い時期に人工内耳をつけて、音を入れるほうがいいというのが、当たり前なん

です。 

実際見ていると、我々が人工内耳をもう少し年長の人に伝えるときに二次的、

後天的に難聴になった人、言語がしっかり耳からある程度、補聴器などで入って

いる人については、ある程度、年齢がいったとしても人工内耳はできます。ただ、

一定の可塑性のある時期を超えて、耳からの情報がなければ駄目だという理解

があります。 

耳からの情報を入れることについては、どの時期が良いかというと、耳から入

れるだけなら早い時期が良いという結論が出てきます。日本の現状として１歳

を過ぎ、２歳くらいでやっていることが多いです。今、いくら早くなったといっ

ても、１歳以降です。そうなったとき、１歳までは何の言語も入らない状態なの

か、または、早期にきちんとした日本手話が入っている子どもと、そうじゃない

子どもを比べると、早期の生まれてすぐから視覚的言語が入って、日本手話とい

う言語獲得をしたお子さんのほうが、先ほどから話題に出ているように後から

の言語獲得が容易になるだろうと思っています。 

人工内耳の手術が生後１～２ヶ月からできない以上、最初からきちんとした

形で第一言語としての日本手話を入れたほうが良いと思います。人工内耳で聴

力がある程度回復しても、機械が壊れると、ろうです。そういうかたも、その状

態でもコミュニケーション手段を持っているほうがいいです。 

僕がよく思うのは、今の日本の環境では、できるだけ早期に日本手話の視覚言

語を入れたほうが良いと考えています。ただ、そういう考えは、まだ耳鼻科医の

中では一般的にはなっていないと思います。 

 

河﨑／ありがとうございます。 

大阪でのこめっこ活動において、大阪に阪本先生がいらっしゃることは、すご

く心強いと改めて思いました。この件について、他の先生方でコメントいただけ

ますでしょうか。 
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酒井先生、お願いします。 

 

酒井／阪本先生に賛成です。 

耳鼻科の先生がたも、言語獲得を専門とする人は少ないでしょうから、言語学

や言語習得について啓蒙をしていく必要があります。身近にある言語現象なの

で当たり前と思うと、盲点が生じがちです。 

音を生まれてから早く入れないと身につかないというのは誤りです。臨界期

というのはごく限られた条件でしかテストされていないですし、「臨界期と言わ

れ る よ う な も の は な い 」 と 明 言 す る 研 究 者 も い ま す （ 註 釈 ：

https://www.lexhippo.gr.jp/lp/report201005/）。ですから、学童期をどう過ご

すか、環境にどの程度言語刺激が豊富なのかが問題なのであって、ただ音だけが

早く入ればよいというわけではありません。 

「第二言語は苦労しなければ覚えられない、根性で勉強するしかないんだ」と

いう精神論も、間違いです。進化では手話の方が音声より前に誕生したという説

にも根拠がありません。そうした誤解を一つずつ正していって、多数の意見に流

されずに、そして目の前の言語現象を吟味することなしには問題を解決できな

いのです。専門家と称する人が根拠なしにはっきり言うことには、怪しいと思わ

なくてはなりません。親御さんも含め、我々科学者としても、定説に対し懐疑的

になるということも非常に大事なことです。 

 

阪本／そのとおりです。僕も勉強不足なところがありますが、耳鼻科医は、言語

に関する発達について知りません。手術などについては詳しいですが。それらに

関しては、いろんな先生がいろいろと言われますが、必ずしも正しいわけではな

い、むしろ少ないと考えてください。我々がこういうところで話を聞くと、実感

するので、これからもっと勉強していきたいと思います。 

 

河﨑／ありがとうございました。 

もう１つ、乳幼児手話言語獲得支援事業、就学年齢まで支えたこめっこに通っ

た子どもは、その後どうなるのかという質問です。 

「もあこめ」という小学生対象の活動を研究事業の一貫として実施していま

す。小学生の子どもたちが土曜日にこめっこに来ています。年数を重ねるうちに、

ご家族の交流が広がり、輪ができているので、そのような交流も続くと思ってい

ます。 

では、時間がきましたので、話題提供をしてくださったご家族と、指定討論の

先生方に感想を含めて、ひと言ずついただきたいと思います。 

まず、ご家族から、お願いします。 
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小橋父／このような機会をいただき、ありがとうございました。 

私たちは、ただ話すだけと思っていましたが、まさか議題にとりあげて、この

ように話していただけると思っていませんでした。大変勉強にもなって楽しか

ったです。また、このような機会があれば、がんばります。 

 

小橋母／こめっこで手話に出会って、｢わかること｣の大切さが改めてわかりま

した。そこから、いろんなことを経験させ、この子の好きを伸ばしてあげたいと

思い、いろんなことのわかることを親子で経験し、楽しく毎日を過ごせるように

なりました。こめっこに支えてもらって、｢このままで大丈夫だよ｣と言ってもら

えることが私たちの家族の支えになっています。 

今日は、勉強させていただいて、本当にありがとうございました。 

 

中川父／本日は、このような貴重な場に呼んでいただいて、感謝しています。 

先生方の話を聞いていて、改めて感じたことが、いくつかあります。その中で

１つ、最後の言葉とさせていただきます。 

私はいま、手話と日本語で会話しています。手話に出会って、学び始めて３年

ほどですが、いまの気持ちは、私の今までの人生で、これだけ人と向き合って過

ごしたことはないと思えるくらい、人と向き合って会話しています。それは、言

葉がわかるからです。妻との会話はまだまだ、音声だけで話しかけられると、｢は

い、はい｣と聞き流しますが、手話だと、何を伝えようとしているのか、何を感

じてその表現をしているのか、それを感じながら向き合っている自分がいると

思います。 

改めて、手話はなくてはならないと感じています。これからも、よろしくお願

いします。 

 

中川母／本日は、貴重な時間をありがとうございました。 

子どもも夫も、声でも話してくれますが、彼らがわかる言葉は、目で見てわ 

かる手話であると常に念頭において、会話の絶えない家族でありたいと思いま

す。 

言語としての手話に出会って、３年半ですが、学べる場所や教育機関など、地

域差が大きいと感じています。こめっこやひだまり・MOE のような場所が全国に

広がってほしいと心から願っています。 

今後とも、よろしくお願いします。本日はありがとうございました。 

 

奥田／本日は、貴重な機会をありがとうございました。 
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今日の話を聞いても、三者三様で、境遇や聞こえの程度が違います。関係なく、

皆で楽しく遊んで成長させてくれる、こめっこだと思います。自分が参加してい

て、知っている子が赤ちゃんから成長する姿を見ると、感慨深いです。 

ネイティブの手話に触れることもそうですが、大人も子どももまず受け止め

てくれ、向き合い、寄り添ってくれることから始まるのが、こめっこの力の源な

のかなと解釈しています。そんな力に私たちも助けられたので、この場を借りて

感謝をお伝えします。 

本日はありがとうございました。 

 

河﨑／パパ、ママは、準スタッフとして次の世代の子どもたちを支援してくれる

と思います。 

では、木村先生、前川先生、お願いします。 

 

木村／まず１点め、オーディズムの問題について。 

保護者のみなさんが、オーディズムから解放されること。そのための支援が必

要です。 

２点めとして、親御さんが手話を習得できるプログラムを作ること。文科省に

なると思いますが、きちんとしたプログラムを作る必要があります。 

３点めに、こめっこを見学しましたが、ろうのスタッフも、聴のスタッフもい

ます。そして、そのスタッフの専門性をより高めて欲しいと思います。こめっこ

が長き将来にわたって継続できるだけの高い専門性を持ったスタッフを育成し

増やすことも必要だと思います。 

４点め、日本手話という言語を母語として身につけることで、ろうの子どもた

ちが自信を持って生きることにつながります。ですので、ぜひ皆さんよろしくお

願いします。 

 

前川／手話、書記日本語、ろうの文化、聴者の文化について、バイリンガーは車

の車輪のように、この４つが必要です。 

ろうの子ども、ろうのスタッフ、聴のスタッフ、ろうの親、聴の親、すべてが重

要だと思います。それがかなうように皆さん一緒に頑張っていきましょう。 

 

河﨑／ありがとうございました。感謝しかありません。今年度のシンポジウムも、

また心に響く貴重な時間になりました。 

本当に話題提供がすごかった。ここに皆さんがフロアで参加してくださった

ら、すごく大きな拍手が起きると思います。今日のディスカッションのキーワー

ドはそれぞれの方々が心に留めていただけたらいいと思います。みんなで心に
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刻んで、今後に進めていきたいと思います。誠にありがとうございました。 

では、司会を久保沢さんに戻します。ありがとうございました。 

 

司会／ありがとうございました。司会の立場ですが、家族、先生の話を聞き、こ

れまでの私たちの活動、これからの励みになりました。もっと頑張っていきたい

と思っています。今後もさらに、がんばっていきます。よろしくお願いします。 

では、時間が過ぎましたので、最後にアンケートのお願いです。この QR コー

ドを読み取っていただくと、今回のシンポジウムに関するアンケートフォーム

が開きます。全部で 12 問あり、ほとんどが選択式です。５分ほどで終わる内容

ですので、何卒ご回答ください。自由記述の回答についても、是非ご協力をお願

いいたします。 

シンポジウム終了後、みなさまにメールでお送りしますが、今、こちらの QR

コードを読み取っていただくことも可能です。しばらく表示しますので、読み取

ってください。 

よろしいでしょうか。本日は以上になります。長い時間ありがとうございまし

た。途中、不手際もあり申し訳ございませんでした。本日はありがとうございま

した。 
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こめっこ研究プロジェクトの
全体像と流れ

2022年度手話言語条例シンポジウム

手話言語を獲得・習得する子どもの力研究プロジェクト

〜保護者の体験と思いに学ぶ〜

研究統括責任者

河﨑佳子 （神戸大学大学院人間発達環境学研究科）

課 題

きこえない⼦どもたちの⺟語は、⼿話⾔語である。

⼿話⾔語の獲得は、理解⼒や思考⼒を含むさまざまな認知発達を

支え、人格形成にも影響を及ぼす。

しかし、⼿話⾔語を自然習得できる環境は確保されていない。

また、その影響や効果についての実証的研究はほとんどない。

2022年度 大阪府手話言語条例シンポジウム（河﨑）

研究分野

2022年10月現在

脳科学

代表

酒井 邦嘉

東京大学大学院
総合文化研究科
教授

学習能力

代表

武居 渡
河﨑 佳子

代表

酒井 邦嘉

言語獲得

代表

武居 渡
金沢大学
人間社会研究域
学校教育系
教授

＜日本語力＞

＜手話言語力＞

(日本手話)

心理発達
（人格形成）

<理解力> <思考力>
代表

河﨑 佳子
神戸大学大学院
人間発達環境学研究科
教授

2022年度 大阪府手話言語条例シンポジウム（河﨑）

目 的

⼿話⾔語獲得習得支援事業「こめっこ」「もあこめ」を舞台に、

脳科学、⼼理発達、⾔語獲得、学習能⼒の４分野から「⼿話⾔語を

獲得・習得する⼦どもの⼒」にアプローチする研究プロジェクトが

、2020年に企画された（⽇本財団助成事業）。

聴覚に障がいのある⼦どもたちの真の⾔語⼒（理解し思考する⼒）

を適正に評価することを目指す。

2022年度 大阪府手話言語条例シンポジウム（河﨑）

2022年度 大阪府手話言語条例シンポジウム（河﨑）

「学習能力」分野について

<思考力チーム> と <理解力チーム>

本研究プロジェクトにおける「学習能⼒」︓

論理的思考、推察、分析、読解、表現、コミュニケーションなど、学習するための基盤となる⼒

<思考⼒チーム>

将来的には、知識や体験のみに左右されず、物事がどのように繋がっているのか、自然科学の広が
りや規則の発⾒など、思考のひらめきを探る「学習能⼒テスト」につなげていく予定

現在は、学習能⼒の前提となる認知、思考するためのスキーマ、判断能⼒等を、⺟語が⼿話⾔語で
あるか否かによらず、測ることのできるテストを作成している

<理解⼒チーム>

⼿話⾔語を獲得・習得して育つ⼦どもたちの理解⼒を明らかにするために、⽇本⼿話によるモノロ
ーグを⽤いた検査を作成し、その施⾏を始めている

2022年度 大阪府手話言語条例シンポジウム（河﨑）

【資料 -1　こめっこ研究の進捗報告】

1
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研究チーム

2022年10月現在

脳科学

<理解力>

学習能力

<思考力>

言語獲得

＜日本語力＞

＜手話言語力＞
(日本手話)

心理発達
（人格形成）

酒井 邦嘉

阪本浩一

和田夏実

河﨑 佳子

中尾恵弥子

物井明子

久保沢寛

武居 渡

河﨑 佳子

久保沢寛

物井明子

武居 渡

河﨑 佳子

久保沢寛

岩田真有美

和田夏実

酒井 邦嘉

阪本浩一

井田哲夫

和田夏実他

他

他 他

他

2022年度 大阪府手話言語条例シンポジウム（河﨑）

参考

2020年度大阪府手話言語条例シンポジウム報告書（ＮＰＯこめっこ）

2021年度大阪府手話言語条例シンポジウム報告書（ＮＰＯこめっこ）

https://www.comekko.com/ （NPOこめっこHP）

ご視聴、
ありがとうございました。

2022年度 大阪府手話言語条例シンポジウム（河﨑）

7 8
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報告者 NPOこめっこ副代表理事 中尾恵弥子

心理発達（人格形成）分野

2022年度手話言語条例シンポジウム

手話言語を獲得・習得する子どもの力研究プロジェクト
〜保護者の体験と思いに学ぶ〜

研究責任者 河﨑佳子

こどもたちの発達を

複数のラインから捉える研究

• こめっこ活動時の子どもたちの様子の観察

• 保護者からのききとり

• 検査の実施とそのデータ検証および記録の蓄積

一人一人の成長過程を追う縦断的な研究

日本手話を母語として成長する子もたち
の発達を正しく評価するための提案

・日本手話を母語とする乳幼児・児童に対する

津守・稲毛式乳幼児精神発達診断の実施に関する提案

～手話言語を獲得しつつある聴覚障害児の心理発達を評価するために～

第59回特殊教育学会（2021）

・日本手話を母語とする乳幼児・児童に対する

新版K式発達検査の実施に関する提案

～手話言語を獲得して育つ聴覚障害児の発達を評価するために～

第60回特殊教育学会（2022）

実施状況

「津守・稲毛式乳幼児精神発達診断」

3歳までの未就園児 半年に１回

3歳以上の子どもたち １年に１回 実施

2021年度2020年度

42件41件実件数

52件64件のべ件数

実施状況
「新版K式発達検査」

概ね2歳以上の子どもたち 1年に1回実施

「S-M社会生活力検査」

小学生以上の子どもたち 1年に1回実施

「心の理論」課題

日本手話劇版が完成し、５歳以上の子どもたちに実施

今後は理解力の枠組みで進めていく予定

2021年度2020年度

11件10件件数

2021年度

18件件数

現時点での所感

1

3

5

2

4

6
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報告者 NPOこめっこ常務理事 久保沢寛

言語獲得
学習能力（理解力）分野

2022年度手話言語条例シンポジウム

手話言語を獲得・習得する子どもの力研究プロジェクト

〜保護者の体験と思いに学ぶ〜

言語獲得研究責任者 武居 渡

学習能力（理解力）研究責任者 武居 渡・河﨑佳子

言語獲得分野
・子どもたちの手話言語力と日本語力を縦断的に評価し、

その成長を追跡。

日本語語彙

絵画語彙検査

手話文法

日本手話文法
理解テスト

手話語彙

手話語彙流暢性
検査

日本語文法

J.COSS

語用（コミュニケーション）

質問応答関係検査

2020年度手話言語条例シンポジウム言語獲得分野（武居）

日本手話文法理解テスト

・対象：４歳〜
４７点中４２点以上で次年度からは実施しない。

・検査実施数：
2020年度 １５名 2021年度 １８名

・手話の文法力を測るテスト

日本語語彙

絵画語彙検査

手話文法

日本手話文法
理解テスト

手話語彙

手話語彙流暢性
検査

日本語文法

J.COSS

語用（コミュニケーション）

質問応答関係検査

手話版語彙流暢性検査

・対象：
2022年度は、６歳から実施
対象年齢の見極めもデータを集めながら進める

・検査実施数：2022年度より実施。

・手話の語彙表出を測るテスト

日本語語彙

絵画語彙検査

手話文法

日本手話文法
理解テスト

手話語彙

手話語彙流暢性
検査

日本語文法

J.COSS

語用（コミュニケーション）

質問応答関係検査

J.COSS日本語理解テスト

・対象：７歳〜
小学１年生から実施。

・検査実施数：2022年度より実施。

・日本語の文法力を測るテスト

日本語語彙

絵画語彙検査

手話文法

日本手話文法
理解テスト

手話語彙

手話語彙流暢性
検査

日本語文法

J.COSS

語用（コミュニケーション）

質問応答関係検査

PVT-R 絵画語い発達検査

・対象：７歳〜
小学１年生から実施。

・検査実施数：2022年度より実施。

・日本語の語彙力を測るテスト

日本語語彙

絵画語彙検査

手話文法

日本手話文法
理解テスト

手話語彙

手話語彙流暢性
検査

日本語文法

J.COSS

語用（コミュニケーション）

質問応答関係検査

1
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質問応答関係検査

・対象：４歳〜

・検査実施数：
2020年度 １０名 2021年度 １５名

・コミュニケーション力を測る
テスト

日本語語彙

絵画語彙検査

手話文法

日本手話文法
理解テスト

手話語彙

手話語彙流暢性
検査

日本語文法

J.COSS

語用（コミュニケーション）

質問応答関係検査

◯検査時に、ろう者と聴者が一緒に入り、子どもの実態に
合わせて手話と日本語を用いて、実施している。

質問応答関係
検査

絵画語彙発達
検査

J.COSS日本語
理解テスト

手話版語彙
流暢性検査

日本手話文法
理解テスト

検査名

コミュニケー
ション力

日本語の語彙力日本語の文法力
手話語彙の
表出力

手話の文法力
測定する
力の種類

４歳〜７歳〜７歳〜
2022年度は
６歳から実施

４歳〜

対象

１０名
2022年度より
実施

2022年度より
実施

2022年度より
実施

１５名
検査実施数

2020年度

１５名１８名
2021年度

対象年齢の
見極めも行って
いく

４７点中、
４２点で次年度
は行わない

備考

言語獲得分野のまとめ

学習能力（理解力）分野

・手話言語を獲得・習得して育つ子どもたちの

理解力を明らかにするために、手話劇や手話

モノローグを題材にしたテストバッテリーを作成。

・質問紙とインタビューを併用して実施し、記憶、

知識、理解の発達的変化を評価する。

・次年度から、「手話劇版心の理論課題」と共に

実施し、データを集めていく。

7
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報告者 NPOこめっこ研究員 和田夏実

言語脳科学
学習能力（思考力）分野

研究責任者 酒井邦嘉

2022年度手話言語条例シンポジウム

手話言語を獲得・習得する子どもの力研究プロジェクト

〜保護者の体験と思いに学ぶ〜

言語脳科学
学習能力（思考力）分野

研究責任者 酒井邦嘉

2022年度手話言語条例シンポジウム

手話言語を獲得・習得する子どもの力研究プロジェクト

〜保護者の体験と思いに学ぶ〜

報告者 NPOこめっこ研究員 和田夏実

言語脳科学
学習能力（思考力）分野

言語脳科学研究責任者 酒井邦嘉

学習能力（思考力）研究責任者 酒井邦嘉

2022年度手話言語条例シンポジウム

手話言語を獲得・習得する子どもの力研究プロジェクト

〜保護者の体験と思いに学ぶ〜

報告者 NPOこめっこ研究員 和田夏実

言語脳科学・思考力

言語力 思考力

言語理解に基づく概念， 自然法則を把握する力

時間や空間の変化などを推論する力…etc..

研究目的

手話で育つ子どもたちの評価法や
教育環境の改善に繋げていく

参考文献：酒井邦嘉『脳とAI』（中公選書、2022年）

研究手法・要件

言語力 思考力

！
？

要素間の法則性

言語を通して複雑な概念を獲得し
思考の深まりへ繋がっていくか

関係性の発見

数量感覚

参考文献：酒井邦嘉『脳とAI』（中公選書、2022年）

言語脳科学・思考力
研究手法・要件

言語力 思考力

！
？

言語力・思考力問題時の脳活動をＭＲＩ装置にて検出
対象：大人と子供（小学校高学年以上）
言語野を中心とした脳機能の定量的な解析を行う

言語脳科学

参考文献：酒井邦嘉『脳とAI』（中公選書、2022年）

言語脳科学・思考力

学習能力（思考）

思考力テストを作成

1
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理解と思考のＭＲＩ装置内での手話や
刺激の提示について準備を進めている

言語脳科学

参考文献：酒井邦嘉『脳とAI』（中公選書、2022年）

言語脳科学・思考力
現在の進捗状況

思考力テストの具体案をチーム全体での共有と
パイロットテストを重ね問題の検討を行う

学習能力（思考）

言語脳科学

参考文献：酒井邦嘉『脳とAI』（中公選書、2022年）

言語脳科学・思考力

思考力テストを実施。
子どもたちの成長をみながら経年評価を行う

学習能力（思考）

まずは手話話者の大人を対象として
脳のどの領域に有意な活動が検出できるか

解析を予定している

今後の活動計画

参考文献：酒井邦嘉『脳とAI』（中公選書、2022年）

今後の活動計画
言語脳科学・思考力

特定非営利活動法人手話言語獲得習得支援機構にて
子どもたちの成長をみながら経年評価を行う

まずは手話話者の大人を対象として
脳のどの領域に有意な活動が検出できるか

解析を予定している

言語脳科学

研究目的：

本研究では、手話を獲得・習得して育つ子どもの学習
能力を明らかにするにあたって、「言語力」と「思考
力」の両方を検討する。手話を第一言語として概念獲
得する環境にある子どもを対象に、言語理解に基づく
概念や自然法則を把握する力や、時間や空間の変化な
どを推論する力を調査する。これにより、手話で育つ
子どもたちの評価法や教育環境の改善に繋げていくこ
とを目的とする。

研究手法・要件：

就学前や小学生の子供を対象として、要素間の法則性
や関係性の発見、数量感覚等の思考力を測る問題を作
成する。言語を通してさらに複雑な概念を獲得し、そ
こから思考の深まりにつながっていくかについて、各
個人の手話や日本語の獲得進度を指標として比較検討
する。また、この問題を解いている最中の脳活動をＭ
ＲＩ装置で検出するため、大人と子供（小学校高学年
以上）を対象として、言語野を中心とした脳機能の定
量的な解析を行う。

参考文献：酒井邦嘉『脳とAI』（中公選書、2022年）

現在の進捗状況：

思考力テストの具体案をチーム全体での共有とパイロ
ットテストを重ね問題の検討を行う。

これと同時並行させて、ＭＲＩ装置内での手話や刺激
の提示について準備を進めている。

今後の計画内容：

特定非営利活動法人手話言語獲得習得支援機構にて子
どもたちの成長をみながら経年評価を行う。思考力テ
ストが完成次第、まず大人を対象として（ろう者を含
む）、脳のどの領域に有意な活動が検出できるかを解
析していきたい。

参考文献：酒井邦嘉『脳とAI』（中公選書、2022年）
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NPO法人手話言語獲得支援研究機構（NPOこめっこ）
2022年度 大阪府手話言語条例シンポジウム

手話言語を獲得する子どもの力
研究プロジェクト
～保護者の体験と思いに学ぶ～

当事者の視点から
2023-01-28（土）

国立障害者リハビリテーションセンター学院
手話通訳学科教官

木村晴美

1 2

オーディズムへの気づき

The Bilingual Center founded by MJ Bienvenu and Betty Colonomos

32023-01-13 KIMURA Harumi 4

グラハム・ベル

「ろうあ人種の形成に関
する論文」（1883）

グラハム・ベルの肖像画
著作者：Moffett Studio パブリック・ドメイン
https://commons.wikimedia.org/wiki/Alexander_Graham_Bell

雑誌 “DEAF LIFE” より
©MSM Productions, Ltd.

5

MJ Bienvenu

「あなた方は、私たちのようなろう者を世の中から
抹殺したいと思っているのですか？」
写真は下記より引用
https://twitter.com/LAschoolDeaf/status/1369057092443795461/photo/1

6

【資料－１　指定討論 (木村 )】
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7

ろう児のいる家族への支援

7
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「手話言語教育」の
視点から

２０２３年１月２８日（土）
関⻄学院⼤学 手話言語研究センター 研究特別任期制

助教
関⻄デフ・フリースクール「しゅわっち」代表

前川和美

2022年度⼤阪府手話言語条例シンポジウム
「手話言語を獲得・習得する子どもの力研究プロジェクト

〜保護者の体験と思いに学ぶ〜

子どもがろう児とわかった時の反応

ろう教育
•「聴覚⼝話法」や「⺟親法」が主流、全てが

口話訓練
•小学部低学年まで、親が一日中付き添う
•教科書は１〜２年遅れていた（学校による）

時代の変遷

1995年「ろう文化宣言」（木村・市田）
•ろう者とは、日本手話という、日本語とは
異なる言語を話す言語的少数者である。

SNSの普及

手話ドラマの影響

「言語」としての手話

時代の変遷
「目で見てわかる言葉、手話」 ろう児は「目の子」！

•⺟語の獲得は⼈間の基本的⼈権である
•デボラ・チェンピクラー：聞こえのレベルに関係なく、
ろう児にとっての第一言語（手話）の獲得が、第二言語
（書き言葉）の習得または学力の向上に繋がる

ろう児にとっての手話

結論：補聴器や⼈工内耳の有無に関係ない
書き言葉や学力の向上に、手話は決して妨げにならない

•ろう児の家庭によって、手話に触れる機会は様々
•ろう児の家庭の殆どの言語は音声言語で、聴覚で完全に
理解することができない

•ろう児に与えられたインプットが不完全であっても、
ろう児はその手本を超える手話を身に着けることができる
（ex：ニカラグア手話）

•（ろう児の）親が聴者でも、手話に触れるのが早期であれ
ば、年齢相応の語彙力を獲得できる
•

親の手話スキルと子どもの語彙力との
相関関係

（参考：Berger, TISLR2022発表資料）

•聴児の発語 発達例
• くちゅり → くしゅり → くすり

•ろう児の発語 発達例
• /⺟/ /車/ /終わり/

•手話の同化・音韻変化
• 日本語：本棚（ほんたな→ほんだな）「洗濯機」
• 日本手話：/⺟/ /ろう学校/

6

手話の習得

【資料－１　指定討論 (前川 )】

1

3

5

2

4

6



－ 100 －

⼈工内耳装用者へのサポート

「難聴児は日本手話指導場面でどのように手話を学んでい
るのか？」社会・文化的分析（鳥越・前川 2017）

ディナーテーブル症候群
「愛情は感じるが繋がっていない」
（ろうなびーろう者が選んだろう・難聴に関する学術情報ポータルサイト）

その他
聞こえる親からうまれたろう児は、２つの世界を持てる
特別な子ども。
目で見る⼈に合わせて発達した言語である日本手話が
あってこそ、聴者の文化とろう者の文化の両方を
感じ取って成⻑していける。

成⼈ろう者のロールモデル

まとめ

「こめっこ」は素晴らしい環境が揃っている

ありがとうございました
前川和美
maegawa-center@kwansei.ac.jp

耳鼻咽喉科の立場から

大阪公立大耳鼻科
阪本浩一

こめっこシンポジウム2023.1.28
小児難聴に対する耳鼻科医の取り組み

新生児聴覚スクリーニングの普及により難聴を持つ
小児が早期に発見されるようになってきた。

難聴の原因が６０％程度遺伝性難聴であることが明らかになり、
遺伝子により様々な情報が得られつつある。

補聴器 人工内耳の装着年齢が早くなってきている。
（小児人工内耳前後の療育ガイドライン2021年版）

療育法の選択に耳鼻咽喉科医の手話言語に対する理解が必要

第9回
小児診療多職種研究会

2023年2月11日−12日
大阪公立大学 杉本キャンパス

2月11日（土曜）

大阪大、太田先生・諏訪先生の
講演続いて

河崎先生のこめっこ
の講演があります。
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耳鼻咽喉科の立場から

大阪公立大耳鼻科
阪本浩一

こめっこシンポジウム2023.1.28
小児難聴に対する耳鼻科医の取り組み

新生児聴覚スクリーニングの普及により難聴を持つ
小児が早期に発見されるようになってきた。

難聴の原因が６０％程度遺伝性難聴であることが明らかになり、
遺伝子により様々な情報が得られつつある。

補聴器 人工内耳の装着年齢が早くなってきている。
（小児人工内耳前後の療育ガイドライン2021年版）

療育法の選択に耳鼻咽喉科医の手話言語に対する理解が必要

第9回
小児診療多職種研究会

2023年2月11日−12日
大阪公立大学 杉本キャンパス

2月11日（土曜）

大阪大、太田先生・諏訪先生の
講演続いて

河崎先生のこめっこ
の講演があります。

【資料－１　研究プロジェクトメンバーのコメント (阪本 )】
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手話も音声も「普遍文法」による言語

入力 出力

分析 合成

普
遍
文
法

自然言語では多言語環境が理想

入力 出力

想像 創造

理解
↕

記憶
↕

体験

解釈 表現

記憶できるよう、くり返しを大切に

「こめっこ」：家族間の体験共有の場に

【資料－１　研究プロジェクトメンバーのコメント (酒井 )】

1
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保護者の方々の報告を
お聞きして

武居 渡
（金沢大学 学校教育系）

① 手話によってわかる
経験を保障する

〇手話を通してわかる経験が積みあがる。
最初は単語レベル。徐々に文の理解へ。

cf. ベビーサイン
→ 十分にわかる経験をすることで、わからない状
況になったとき、自分がわかってないということが
わかる。
→ 「わかっていないことがわからない」「わかっ
ているかわかっていないかがわからない」と、ただ
時が過ぎて行ってしまう。

② 手話と日本語の関係
〇 手話と日本語は別の言語
→ 手話を獲得したからと言って、自動的に日
本語も獲得できるようになるわけではない。
→ 第一言語として獲得した手話の力を活用し
て日本語を習得する様々な手立てがある。
※メタ言語的知識の活用／トップダウンのアプローチ

社会の出るときには
手話と日本語の2つの言語を手に持ち

羽ばたいてほしい！

③ 子どもの力を信じる
〇 子どもは手話を第一言語として獲得する

親は第二言語、第三言語として習得する
→ こめっこによって聞こえる両親では与えら
れないネイティブの手話に触れられる強み。
→ 子どもの第一言語の獲得には大人では考え
られない力を発揮する。
〇 「言語的なもの」を「言語」にする力
※ だからこそ聞こえる両親が手話を使って我
が子と話をすることは、子どもの言語獲得の大
きな力となっていく。

【資料－１　研究プロジェクトメンバーのコメント (武居 )】
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【資料-2 参加状況】 

 

大阪府手話言語条例シンポジウム 参加者 

参加申込者数  ７９５人（他関係者・スタッフ６４人） 

第Ⅱ部 参加数 ５３４人（途中入退出者含む） 

 
■参加者所属内訳 

行政機関（福祉部局） ２２人 手話通訳関連団体 

（全通研・手話サークルなど） 

２８２人

行政機関（教育部局） ６人 大学や研究所 ３７人

行政機関（その他） １７人 当事者（保護者含む） ６６人

学校関係 １５２人 マスコミ機関 ３人

医療関係 ２８人 一般企業 ６人

福祉関係 ４９人 その他 ２０人

児童福祉関係（デイサービス・療育教育等） ３７人 特になし ２６人

当事者団体 

（ろうあ連盟・聴覚障害者協会等） 

４４人  

 

【資料－２　参加状況】
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【資料-2 アンケート報告】 

 

○回答状況 

 

申込者数 795 人

回答数 382 人

（回収率 約４８％） 

○アンケート結果 

 

１．お住いの都道府県 

北海道 １１ 石川県 ２ 岡山県 ０

青森県 ４ 福井県 ４ 広島県 １４

岩手県 ３ 山梨県 ２ 山口県 ７

宮城県 １ 長野県 １ 徳島県 １

秋田県 １ 岐阜県 ８ 香川県 １

山形県 ２ 静岡県 １９ 愛媛県 ３

福島県 ３ 愛知県 ７ 高知県 ０

茨城県 １ 三重県 ７ 福岡県 １０

栃木県 ３ 滋賀県 ８ 佐賀県 １

群馬県 ２ 京都府 ８ 長崎県 ２

埼玉県 １１ 大阪府 １１４ 熊本県 ９

千葉県 ６ 兵庫県 ２３ 大分県 １

東京都 ３５ 奈良県 １５ 宮崎県 ４

神奈川県 １６ 和歌山県 ３ 鹿児島県 ３

新潟県 １ 鳥取県 ２ 沖縄県 １

富山県 ２ 島根県 １ 海外 １

 

２. NPO こめっこの活動の内容や様子について      

よくわかった ３１３

ある程度わかった ６９

あまりわからなかった ０

 

【資料－３　アンケート報告】
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３．こめっこ活動参加の保護者の思いや体験をきくことができてよかった 

非常にそう思う ３４３

そう思う ３７

あまりそう思わない ０

その他 ２

 

４. 子どもの手話言語を獲得する機会の確保を図る必要性が 

よくわかった ３４１

ある程度わかった ２５

あまりわからなかった ０

既に理解していた １６

 

５. 保護者の手話習得支援が、子どもの成長にとって大切であることが 

よくわかった ３４０

ある程度わかった ２３

あまりわからなかった ０

既に理解していた １９

 

６．家族支援が子どもの成長にとって大切であることが 

よくわかった ３４７

ある程度わかった １９

あまりわからなかった ０

既に理解していた １６

 

７．事前配信による、各研究分野についての研究内容や進捗状況が 

よくわかった １９０

ある程度わかった １４９

あまりわからなかった １３

事前配信をみていない ３０
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８．所属、職種等について、教えてください（複数回答可） 

行政関係 ３２

教育関係（聴覚支援学校、難聴学級） ７０

教育関係（上記以外） ３３

医療関係 １７

児童福祉関係（デイサービス・療育教育等）  ２１

福祉関係（上記以外） ３６

当事者団体（ろうあ連盟・聴覚障害者協会等） １８

手話通訳関連団体（全通研・手話サークル等） １６３

大学や研究所 １５

保護者やご家族 ３６

その他 ３７

 

９．シンポジウム開催をどこでお知りになりましたか 

チラシ ９６

メール（NPO こめっこから） １５５

メール（NPO こめっこ以外） ９

ホームページ（NPO こめっこ） ２９

ホームページ（NPO こめっこ以外） ２

新聞・広報など  ５

SNS(フェイスブック、ツイッター、インスタグラムなど） ２６

その他 ６０
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１０．９の質問に、「メール（NPO こめっこ以外）」「ホームページ（NPO こめっこ以外）」

「新聞・広報など」「SNS(フェイスブック、ツイッター、インスタグラムなど）」「その他」

と回答された方は、よろしければ具体的に教えてください  （他の回答をされた方は次

にお進みください） 

［メール（NPO こめっこ以外）］ 

  主な回答：大阪府、大阪府教育員会、手話通訳士協会 など 

［ホームページ（NPO こめっこ以外））］ 

  主な回答：難聴児支援教材研究会、言語聴覚士会 

［新聞・広報など］ 

  主な回答：日本手話通訳士協会「翼」、会報「ろう教育の明日」 など 

［SNS(フェイスブック、ツイッター、インスタグラムなど）］ 

  主な回答：フェイスブック、ツイッター、インスタグラム 

［その他］ 

  主な回答：知人からの紹介、手話サークルでの紹介"    

 

１１．大阪府手話言語条例シンポジウムに参加されるのは何回目ですか 

（2018 年から継続して行っています） 

初めて １５２

２回目 １３９

３回目 ６５

４回目 ９

５回目 １７
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１２．今回のシンポジウムをご視聴くださった感想など、自由にお書きください。 

 

自由記述部分については、 今回もたくさんのご意見・ご感想をお寄せいただきました。紙面

の都合上、遠隔実施に関する感想、企画運営や情報保障に関するご意見、開催に対す

る感謝のお言葉等については割愛させていただいております。貴重なご意見やアドバイスを、

今後の開催に反映してまいります。心づよい励ましをいただき、誠にありがとうございました。 

 

 

○新しく知った情報がたくさんあり、とても参考になりました。こめっこが更に

発展していくといいですね。 

 

○保護者、同僚にも伝えていきたいと思いました。このような素晴らしい会の案

内を各校へご案内いただき、ありがとうございます。 

 

○ご家族の言葉がとても力強かった いつか見学させていただきたいです あ

りがとうございます。 

 

○３家族がとても素敵でした！ 

 

○こめっこのような場所が全国に広がる事を望みます。 

 

○様々な専門家の方や、実際こめっこに参加している保護者の方々の実体験や

想いを聞くことができて良かったです。 

 

○酒井先生の脳の動きのご説明は全くの素人にもとても分かりやすかったです。 

 

○こめっこがどのようなものなのか、よくわかりました。私はまだまだ勉強中の

身ですが、保護者の方の思いを聞くことができて、よかったです。 

 

○デフファミリーではありますが、改めて手話の必要性を再確認出来ました。 

 

○大変勉強になりました。研究成果も早く読ませていただきたいと思います。 

 

○手話を言語として獲得することの重要性を改めて認識しました。今後の科研

や推進事業などの着想の材料や、政策の宿題を頂戴した気持ちです。 
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○当事者のお話も大変参考になりました。こめっこの活動についてもよく理解

でき、各先生方の専門的視点からのお話も合わさり、より理解が深まりました。 

 

○こめっこは素晴らしい活動だと思います。ぜひ、全国に広げていっていただき

たいです。 

 

○三家族の事例、様々な専門家の視点でのお話が聞けてよかった。こめっこのよ

うな太い柱を感じさせるような、ろう難聴児支援団体を地元でも立ち上げたい

と考えている。 

 

○聾学校に勤務している者として考えさせられることがいろいろありました。

このあとも自分の中で整理して考えてみたいと思います。 

 

○こめっこのような場所が全国にあると良いと思いました。地域にいると支援

施設に通うだけでも大変なので。 

 

○保護者からの意見、考えを聞けて、たいへん良かったです。 

 

○こめっこのような活動が、全国に広まってほしいと思います。 

 

○とても勉強になりました。こめっこの発展、さらに全国へ広がることを応援し

たい思いでいっぱいです。 

 

○手話通訳の方の表出がとても魅力的でした。人工内耳の適応年齢等の脳科学

の分野の話を聞く機会は、初めてでしたので、とても貴重な機会となりました。 

 

○ろうの先生方の文字情報と音声通訳が一部噛み合っていないように感じて、

自分の手話の読み取りの力不足と解釈の難しさを感じました。ろう学校に 21 年

勤務した者として、もっと精進しなくては…と感じました。 

 

○今後教員として、どのように関わっていけば良いのか参考にもなりました。 

 

○ご家族からのお話を聞く機会は少ないので、とても良い企画だと思いました。

理論ではなく、実感を共有できることが、今後のろう教育への大きな推進力にな

ると感じました。ありがとうございました。 
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○知っているようできっちり認識していなかったことが、講師の先生から現状

の話を聞くことで、知識の上書きができました。 

 

○こめっこさんの取り組みやきこえに関する医療的、言語的な様々な課題、3家

庭の様子などをお聞きし、大変勉強になりました。子どもの成長も、そのために

私たち大人ができることも山ほどあるのだなと可能性を感じました。またこの

ような取り組みや研究の実践等が地域によって異なること、差があることを実

感し、もっと日本全国できこえに関する、手話に関する理解が広がり、「わかる」

が増えていけば良いなと改めて思いました。 

 

○地方にも聞こえない子供や家族が手話に触れられる環境が整って欲しいと感

じた。 

 

○初めて参加させていただきましたが、具体的かつ深い内容で大変意義のある

時間になりました。 

 

○ご家族の体験から学ぶことについて、参考になりました。 

 

○子育て真最中のご家族の話を聞くことができ大変興味深かったです。また専

門家や当事者のお話は学びになりました。 

 

○手話通訳の立場で、ろうの大人の方としか出会いがありませんでした。産まれ

てからの手話言語の獲得や親御さんのお気持ち等がよく分かりました。 

 

○子どもさんの置かれた環境や家庭の様子とともに、子どもさんの成長の様子、

親御さんの心の変化等を知ることが出来て、とてもありがたかったです。今後も

し、機会がありましたら、ろうスタッフの想いや、デフファミリーの方のお話し

等も聞かせてもらいたいなと感じました。 

 

○聞こえない自分というアイデンティティーを持たずに社会に出てから、心折

れる難聴者に何人も出会いました。幼児期から家族と通じる体験が絶対大切と

感じ、そのためには家族支援が必要と強く思っています。こめっこのような活動

が日本全体に広がっていって欲しいと、心から希望しています。 

 

○今回、とても多くのことを学ばせていただきました。私は今、難聴のある乳幼

児とそのご家族の支援をしています。こめっこの DVD や YouTube 配信などを見
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れるようにしていただけると嬉しいです。 

私自身、もっと学びたいと思っています。 

 

○来年の研究発表を今から楽しみにしています。若いスタッフさんのご活躍が

とても頼もしく明るい未来であると感じました。日本における聞こえない子ど

もたちに対する支援が今後ますます発展することをお祈り申し上げます。また

自分自身も何らかのアプローチで応援できたらいいなと思います。２０２３年、

とても良いスタートが切れたようなシンポジウムでした。 

 

○実際にこめっこに通われている方の生の声を聞くことができ、とても貴重な

時間でした。世の中の手話に関する捉え方は昔と比べれば良い方向へ変わって

いっており、興味を持てる機会も増えています。しかし子育てに直結するとなる

と不安や情報の偏りもあるような気がしました。早期から手話でわかる機会が

全国に広がり、保護者も支援できる体制ができれば良いなと改めて感じました。 

 

○３家族の方々の報告も勉強になりました。聞こえない、聞こえにくい子ども達

の手話言語の獲得の大切さが改めて理解できました。 

 

○ろうの子供の親の経験話や専門家の話を聞いて、すごく良い内容で改めて手

話はろう者にとって大事な言語だなと改めて思いました。 

 

○当事者であるご家族はもちろん、あらゆる専門家の方のお話しを伺えて、大変、

良い機会になりました。手話の勉強を進めるモチベーションにもなりました。 

 

○時間が長くて少し疲れましたが、じっくりと十分な話を聞くことが出来て良

かったです。特に３家族の方の話は凄く伝わりました。 

 

○酒井先生、木村先生の話は専門家の話として参考になりました。また、詳しく

お話を聞きたいと思いました。耳鼻科の専門医の阪本先生がこうしたシンポジ

ウムに参加され、誠実な対応をされていることに感心しました。 

 

○こめっこの活動、とても素晴らしく感激しています。この活動及び聞こえない

また聞こえにくい子供にはやはり手話が必要なんだということを、いかに多く

の人に知ってもらい理解してもらうかが、課題だと思っています。子供の成長は

待った無しです。また、札幌での訴訟などもありますし、早急に日本手話が大事

であり必要だということが広まることを期待して止みません。 
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○日本手話と手話文化についての良い勉強になりました。 

 

○こめっこの活動を初めて知りました。指定討論でのお二人のろう者のお話も

わかりやすくあらためて勉強になりました。各分野の専門家の方々からのご説

明も理解しやすかったです。聞こえる保護者のためのプログラムを国で開発し

ていくことが大変重要だと思います。どの地域にいても同じ教育を受けられる

環境を実現してほしいと思います。 

 

○手話を使うことは当然ですが、うちの学校では日本語対応手話を使っている

現状があります。手話力も個人で様々です。ネイティブサイナーの存在が日常的

にないことも１つの要因と感じました。今回のことを職場で共有してより当事

者に寄り添って行きたいと思いました。 

 

○こめっこが目指すものがよくわかり、それが、ろう児とその保護者にとってい

かに大切であるかがしっかり伝わってきた。 

 

○今回、各分野の専門家に加え当事者の専門家、さらにご家族からのお話があり、

それぞれのお話がリンクしてよりわかりやすく伝わりました。 

 

○３家族のお話が心に響きました。また、武居先生や酒井先生のお話には大変共

感できました。特に酒井先生が早期に音声を獲得するために早くに人工内耳手

術を勧めようとする医療の考え方にエビデンスがないことをはっきりと言って

くださったことは大きな力をいただいた気分でした。阪本先生の、医師の立場で

こめっこに理解を示し、手話言語獲得の意義について理解された発言に、また一

人数少ないながら理解してくれる医師が増えたと大変嬉しく思いました。東京

も田中先生に続く方々を増やしたいです。木村さん前川さん、当事者の話もとて

も良かったです。 

 

○３組のご両親の考え方が素敵でした。一緒に成長する、素晴らしいお考えだと

思います。子どもの選択を尊重して引っ越しまでできる、本当に聞こえない子を

持つ親御さんが３組の方のようだったらどんなに素敵か改めて思いました。聞

こえない友人のほとんどは親と疎遠か、親は手話を覚えてくれず、口で話すだけ

です。全く違います。子どもの幸せはどの親のもとに産まれてくるかで変わらな

いことを望みます。きっとこめっこの子どもさんたちはこめっこに通うどの親

から産まれていても同じようにこめっこにたどり着く。でもそうじゃない子も

いるから、もっと若い人たち、これから親になる人たちに知って欲しいです。 
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○ご家族の方の経験談を聞けたのが良かった。こめっこの具体的な活動内容や、

子どもたちの成長の様子もわかり良かった。 

 

○今まで関わってきた手話者が、自分と同じクリスチャンの人がほとんどだっ

たので、それ以外の手話者の人や子ども、手話に対する専門家の方達の話を聴く

ことができて、自分の中では、かなり勉強になったし、他の教員にも共有したい

と思いました。 

 

○乳児期から手話に触れること３家族とも違いはあるが、子どもの必要として

いる言語は手話であることを理解していることにこめっこの存在の重要性を感

じました。 

 

○３家族のお話がとても素晴らしかったです。手話やろう者に出会えない、医者

に聴覚活用の一面だけを脅しのように説明される、必要性を説かれても継続的

に学びそれを子育ての中で生かせる支援を受けられる場がない、そういうご家

族はたくさんいると思います。特別支援学校で早期支援に携わっていても、十分

に機会を提供できない、自分たちの力が足りないことを日々痛感します。それぞ

れ違いはあれど、こめっこにたどり着けたということ、自分たちの選択は間違っ

てないんだ大丈夫なんだと感じられたことが、とても大きいなと感じています。

されてきたことはもちろんですが、誰かの好意や努力に寄るのではなく、事業と

して必要なスタッフを雇い、研究、実践していける組織をきちんと整えて積み重

ねられてきたことが、本当に素晴らしいし、必要なのだと思います。今後、この

ような活動が全国に広がっていくよう願っています。 

 

○聴覚に障害を持った子どもたちが、早期に手話に触れて、習得出来る機会が増

えてきていること。また、その保護者も手話習得に前向きな取り組みを積極的に

取り入れている現状がある事が、これからの聴覚に障害を持つ子どもたちの社

会参加に大きく変化をもたらす事だと思い、このこめっこ事業が、全国に増えて

行くことを切に願います。 

 

○日本手話と手話文化について良い勉強になりました。 

 

○全体的に、事前配信も含め、非常にわかりやすい内容でした。また、手話を学

ぶ立場として、考えさせられる内容でした。 

 

○こめっこの取り組み、各分野の方々の意見を聞き素晴らしいと思いました。自
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分の今後の活動に活かしていければと思っています。 

 

○十分に分かる経験をすることの大切さを改めて感じました。親の拙い手話で

も言語にする力が子供にはある、子どもの力を信じると言った武居先生の言葉

が刺さりました。手話習得に励みたいと思います。 

 

○ろう児の成長過程における言語習得メカニズムを科学的に解明されていこう

という活動に感銘しました。より手話の理解、広がりの大切さを感じました。 

 

○専門家の先生の話は勿論ですが、保護者の方々のお話が聞けてよかったです。 

 

○こめっこの活動には、ただただ、脱帽です。さて。学齢期以降の課題について、

ちょっとモヤッとしたことを。ただこれはNPO法人こめっこ側の課題ではなく、

大阪府の課題ですが。こめっこの活動は、大阪府手話言語条例の施策の一環とし

て行われているものと認識しております。大阪府では、乳幼児期からの切れ目の

ない支援の実現を目指した条例として作られたわけですが、ならば、学齢期は、

学校教育法に支えられた特別支援学校があるわけですから、MORE こめっこがあ

る、という話だけではなく、教育庁として、福祉部障がい福祉室と連携して、特

別支援学校での手話環境の整備等を進めていただきたいと思います。【大阪府】

手話言語条例なのですから、まずは学校の問題を責任を持って行政が立て直し

て、その上で、その後押しを民間が行うのが健全な形ではないかと思います。 

 

○当事者のご家族のお話を聞いて、わかるということがお子さまだけでなく親

御さんにとってもとても大事なことなんだなと実感できました。言語獲得につ

いての知識が広まり、わかる経験をどのお子さんもどの親御さんも適切な時期

に経験できるような日本になってほしいです。また、こめっこが全国各地にでき

るといいなと思いました。 

 

○保護者の皆さんのお考え、お気持ちを聞かせてもらえたことはとても良かっ

たです。子どもさんの動画も素晴らしかったです。ありがとうございました。ま

た、木村先生、前川先生のお話も、ろう者としてのアイデンティティーをしっか

り持っておられるお二人ですので、とても刺激的でした。保護者と手話で会話で

きることが子どもさんの成長に欠かせないことがよくわかりました。そして三

人の先生方からの、そのうちに子どもさんの方が早く手話を修得して親御さん

に教えるようになるというお話も、素晴らしかったです。 
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○自校の乳幼児相談やうさぎルーム(幼稚部入学前)もがんばっているので、(自

分は中学部)応援していきます。 

 

○こめっこの活動に参加している家族の話を聞くことができる貴重な機会でし

た。良いお話を聞くことができました。木村さん、前川さんのお話、パネリスト

の先生方のお話、わかりやすかったです。日本中にこめっこのような活動場所が

あると良いのにと思いました。 

 

○保護者が日本手話から学べるのがうらやましいですが、その後、地域の行政の

講座などに行けば対応手話か中間手話になってしまいもったいないです。子供

が成長したときにちゃんと話が聞ける、話せるように木村先生がおっしゃって

いたように保護者への継続的手話習得プログラムが必要だと思います。つたな

い親の手話を子供が読み取ってくれるレベルでは、子供が話すのを躊躇してし

まう、諦めてしまう気がします。 

 

○内容が濃かった。できるだけ多くの関係者に情報が伝われば良いと思う。 

 

○家族の皆様の体験談、専門の先生からの講演、興味深く拝聴致しました。事前

配信から視聴して、こめっこの取り組みを理解した上での第二部講演という流

れが、さらに言語獲得の重要性が理解できとてもよかったと思います。パネルデ

スカッションの中で、５人の先生方のやりとり、言語獲得についての専門的な議

論がもう少し見たかったです。 

 

○保護者の方のお話がとてもリアルで良かったです。またその保護者の方のい

ろいろな思いをこめっこは受け止めてくれる素晴らしい所なのだな、と感じま

した。 

 

○現在手話通訳者を目指し勉強中です。訪問看護で聾者やコーダと関わること

もあります。多様性が遅れている日本で当事者の思いを知ることはとても大切

だと思います。オーディズムに対して本当にそうだなぁと思いました。聞こえな

いことは不幸ではない、ただ早く適した支援ができるためのスクリーニングと

捉えられる世の中にできるように微力ながらもしていけたらと思います。色々

な人がいても当たり前、皆が同じ環境で学べる多様性を生かした表現方法の教

育の場が実現できればいいなぁと思いました。 

 

○こめっこを実際に利用されている保護者のお話し、専門家による効果の分析・
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説明、耳鼻科医から補聴が全てではなく、手話との相乗効果が必要であるとの見

解を伺う事ができて、とてもよかった。きこえない子どもたちが、きこえる子ど

もたちとやっと同じスタートラインにたてる道筋が見えてきたことは、歴史を

変えるとても大きな意味があると思います。こめっこの取り組みが一日も早く、

日本全国に広まり、ろう教育にも繋がってほしいです。 

 

○中川さんの最後のお言葉「これまで、人と向き合ってこなかった自分が、手話

と出会って、人と向き合うようになった。」が、とても印象に残りました。ご家

族の思いがとても伝わってきました。 

 

○保護者の方の話、各先生方の話、とても参考になりましたし、勉強になりまし

た。１つ気になったのは、早期の人工内耳の効果についてはもう少し耳鼻科側か

らの話がしっかりほしいところだと思いました。耳鼻科の先生方にこの話(日本

手話が必要だということ)を理解してもらおうと思うと、そこの部分のお互いの

理解は必要だと思います。私は早期の人工内耳に一定の効果がある、というのは

様々な研究があるので、理解しているつもりですが、その上で言語学的に音声も

手話もどちらもあった方が、ことばの獲得がスムーズである、という捉え方をし

ていかないと、両輪にはなりにくいと感じました。平行線ではなく、協力してい

く関係になってほしいと願っています。そのために自分ができることも模索し

たいと思っています。子どもたちの動画を見て、こめっこの存在の大きさを改め

て感じました。外野が言えることではないかもしれませんが、こめっこのスタッ

フも手話言語としての日本手話の学びも延ばしていっていただきたいと思いま

すし、ナチュラルアプローチのような、通訳に頼らない手話獲得の手法などにも

幅を広げていただけたら、更に可能性が広がると思いました。 

 

○聴こえる、聴こえないに関係なく子どもの言語習得の方法は同じように感じ

ました。繰り返し繰り返し、言葉に触れて、子ども自身がやりたいように表現し

てどんどん獲得していく。私の子どもは聴者です。今、自宅の PC でみさせてい

ただいたのですが、子ども達も気になって一緒にみていて、初めて手話に触れる

良い機会になったとも思います。こめっこさんの存在は、多くの方々にとって必

要不可欠なものであり、引き続き活動していっていただきたいと強く思いまし

た。 

 

○昨年度から、聴覚支援学校へ、絵本の読み聞かせに行っていることもあり、子

どもたちの背景を少しでも知りたいと思い、今回も参加しました。伝わる手話で

絵本や読書の楽しさを伝えられるように、手話技術をもっと磨き、学校側のご要
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望もお聞きしながら、本と子ども達をつなぐ活動を今後も続けたいと改めて思

いました。図書館員の立場から、こめっこの活動をこれからも応援させていただ

きます。手話は言語であることを改めて強く実感しました。 

 

○毎年毎年実績を積んで大きく成長しているこめっこを本当に素晴らしいと思

います。話の中でもありましたが地域によって格差があることを悲しく思いま

す。大阪に生まれ育ち、こめっこに出会えた子どもたち保護者を良かったと心か

ら思いますが今でも全国でこのような出会いがなくて悲しみに暮れている子ど

もたち保護者がいることをとても悲しく思います。そういう意味でもこの配信

がこれからの力になっていくのではと期待します。家族からの話題提供も木村

さん前川さんのお二人の話もパネリストの方たちのお話も全部よかったです。

あらゆる方向からのアプローチ素晴らしいですね。 

 

○こめっこでの手話習得の積み重ねの大切さを改めて感じ、昼寝も大事だけど、

移動中に寝てもらってできるだけたくさんベビーこめっこさんに参加したいと

思いました。また、繰り返しの動画配信の重要さを真に理解できたので、動画も

積極的に繰り返し流したいなと思いました。理解できたので、よりベビーこめっ

こに行きたいと行動したくなりました。できるだけたくさん参加したいです。 

 

○家族の思いを聞ける機会があってよかったです。私たちは聞こえない、聞こえ

にくい子どもの未来を当然ながら応援協力、その家族を支援する環境整備や学

習の機会をもっとしなければならないと実感しました。これを反省し、今後の大

阪市こころを結ぶ手話言語条例の内容を充実にしもっと取り組みしなければな

りません。ぜひ家族の声をたくさん聞かせて下さい。 

 

○こめっこに通われている家族のお話や専門家の貴重なお話を伺うことができ、

さらにきこえにくい子どもの育ちを支える母語＝手話が大切であることを感じ

ました。 

 

○実際のお話をお聞きすることができる貴重な機会です。Web 配信など運営には

ご苦労が多いことと思いますが、継続いただけますとありがたいです。 

 

○今年のシンポジウムも素晴らしい内容でした。第一部配信でも思いましたが、

やはり親御さんの言葉は深くて説得力がありました。３家族とも貴重なお話を

真摯にされ、感動しました。また、パネリストの方々はどなたもご自身の専門に

基づいたお言葉でかつ非常にわかりやすいもので、これもスーパーアドバイザ
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ーの河﨑先生の存在が大きいと思いました。それにしてもろう学校で日本手話

が保証されていない事実に憤りを感じます。最後に家族のお一人のお父様が、

「手話を学んで初めて相手と真に向き合う対話をするようになった」というよ

うなことをいわれていた事に納得。手話をされてる方が自分の思いを相手にダ

イレクトに伝えようとなさるときの表情や眼差ししぐさの多様さ、豊かさには

いつも圧倒されています。私はコロナ禍で手話教室に行くのをキャンセルして

いたのですが、このシンポジウムを見て、また学びたいと思いました。 

 

○今回も非常に勉強になりました。年々、進化されていくこめっこさんに、いつ

も感銘を受けております。地域でもこめっこさんのような場を作りたい！と思

った時期もありましたが、今ではとても真似できない、簡単には手を出せない、

非常に専門性の高い場だと感じております。今後も学ばせていただきながら、で

きるところから地域でも広げていきたいと感じておりますので、今後ともよろ

しくお願いします。 

 

○耳鼻科医の先生も入っている点が重要で、さらに医療関係者を巻き込んだ形

にしてほしい。 

 

○生の声を聞くことができて大変面白かったです。聴覚活用も認めながら日本

手話の重要性を訴えているところが、すごく将来性のあるお話に思えて良いな

と感じます。こめっこさんのような施設が全国で増えるといいなと願っていま

す。また、現在私は言語聴覚士になるべく勉強中ですが、こめっこさんに ST の

話が出てこない点に不甲斐なさを感じます。ST も補聴器や人工内耳の勉強ばか

りで、手話が必修科目に入っていませんが、聴覚ばかりに目を向けていないで、

もっと手話ができる ST も増えていかないといけないのではと思いました。私自

身手話は全くできませんが、勉強していきたいなと強く思います。 

 

○親御さんの思いを伺えたこと、耳鼻科 Dr.にとって言語発達は専門領域外なの

だと知ったこと大変参考になりました。 

 

○初期のシンポジウムに参加した時と比べて、ろう児のみならず保護者・ご家族

支援の分野においても着実に実績が積み上げられていることを実感しました。

こめっこには、ろう学校とは異なる形態で運営されていることからくる強み（柔

軟さ）が十分にあると感じますので、明晴学園や他の保護者団体とも（緩やかで

よいと思うので）もう少し連携や情報共有があってもよいのではないかと感じ

ます。ろう児のご家族にとって情報は少しでも多い方がよいと思うからです。 
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○自分が学校で関わっている子どもたちと手話でやりとりするための自分自身

の手話力向上、子どもたちへの手話力と日本語力の向上支援、保護者への手話力

向上支援、毎年の異動で入れ替わる教員への手話力向上支援、などいろいろ考え

させられました。自身の学び、他への支援の工夫など、努力したり勉強したりす

ることがたくさんあるなぁと改めて感じました。 

 

○こめっこにロールモデルとなる、ろうスタッフが複数いらっしゃるのが何よ

りも羨ましいです。子ども達をリアルな日本手話の環境に置きたくてもそれが

なかなか出来ないのが、地方の現状です。今日のシンポジウムは、話題提供の 3

つのご家族のお話も含め(皆さんのお話し、いろんな意味でとても心打たれまし

た)木村さん、前川さん、阪本ドクターお三方の人選もバランスが素晴らしかっ

たと思います。このシンポジウム、乳幼児の手話言語獲得に関して学ぶべき、各

都道府県の教育課や障害福祉課の担当者に見て欲しかったです。今日の録画を

全国の役所に送って欲しいくらいです。個人的には木村さんのお話しの内容に、

長年のモヤモヤが晴れたところがあって感謝申し上げたいです。 

 

○いろいろなご家庭の話を伺えて、よかったです。特にご自身も難聴のお父さん

が自分の育ちを振り返って、お子さんには様々な環境と言語を提供していこう

と決めた経過、いまも子育て中の特に人工内耳装用のお子さんをお持ちの方に

聞いてほしいと思いました。 

 

○こめっこの活動がご家族にとって大変貴重な場であることが分かりました。

そして全国に広がって欲しいと思いました。専門家の方々のお話の中で、耳鼻咽

喉科の先生方と言語学の先生方は別であり、お互いに情報共有していく事が、子

ども達にとって必要だということ。子ども達に大きな影響を与えていることが

分かりました。「わかる」経験が大切であることも理解できました。参加できて

いろいろな情報も知ることもできました。 

 

○親御さんのお話は本当に心に響くものがありました。 

 

○ご家族のお話をお聞きして、こめっこに出会うまでの葛藤や戸惑い、こめっこ

での手話に対する驚きや子どもの成長を実感したことなど、体験談でしか知る

ことができないお話ばかりでした。お子さまの動画を観て、とても楽しそうに絵

本を手話で表したり、「手話ぱんぱん」をしていると様子は、手話は勉強して学

ぶのではなく遊びながら楽しく習得することができ、なおかつ言語なのだと思

いました。 
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私は言語聴覚士を目指しており、聴覚の分野に進もうと考えています。自分もオ

ーディズムの 1 人だったのだと気づき、反省しました。手話が言語として確立

されたものであり、言語発達の意味においても重要であると先生方のお話をお

聞きして感じました。人工内耳にこれから携わる者として、聴覚だけではなく手

話のことも視点に入れて関わりたいと思いました。そのため、人工内耳のみだけ

の知識だけではなく、手話について積極的に学びたいです。 

 

○東京でこめっこのような聴者の親や子供が手話を身につけるための場を作れ

たらなと思いました。 

 

○幼児教育と聾教育と悩むことが多くあります。手話の獲得は、早ければ早いほ

どよく、言葉の獲得は自然にできるとわかり、少しわかったような気もしますし、

難しさも感じました。 

 

○現在、主に聴覚障害児を対象とした児童発達支援にて勤務しております。ろう

学校幼稚部の子どもが事業所にきて、公文等を利用して、より多くの日本語を獲

得する為に学習しています。手遊びや絵本の読み聞かせには手話を取り入れて

いますが、私の手話はまだまだで、単語を並べているレベルなのです。昨年より、

乳児さんも利用するにあたって、どのような環境を作るべきなのか、悩んでおり

ます。こめっこさんスタッフのように、乳幼児対応できるネイティブサイナー、

手話のできる聴者がいません。私自身保育士経験はあり、その時に３人の聴覚障

害児に出会い、手話を学ぶきっかけとなりました。ただ、その後どのように関わ

るのが良いのか、ということが全くわかりません。私が日本手話を獲得してから、

関わるべきなのか、手話獲得できていない状況で関わっていいのか、悩んでいま

す。ただ、聞こえる聞こえないは関係なく、その子自身を認めて、そのままでい

いんだよ、という思いが、こめっこさんと同じなのです。今は乳児さんに対して

は、見たもの、手に取ったもの「〇〇だよ」と手話、音声言語で伝えています。 

 

○以前に、物井さんの講演を視聴してから「こめっこ」の活動などに興味があり、

今回も参加させていただきました。以前から、こめっこなどの見学が出来たらと

思っていた気持ちが、より強くなりました。また、こめっこで保護者向けに配信

している動画も見てみたいと思いました。 

 

○活動内容をもっと詳しく知りたいと思った。 

 

○以前手話の勉強をしていた事と保育士をしていることで、とても興味があり
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参加させていただきました。もっと早く知っておけば良かったという後悔でい

っぱいです。 

 

○きこえるほうが良いと言うオーディズムと言う感覚を手話と関わっている私

自身も持っていると気付かされました。改めて、知ることの大切さを感じたシン

ポジウムでした。 

 

○ご家族の率直な想い、専門家からの意見が聞けて、課題となっていることがは

っきり理解できました。初めに出会う耳鼻科医師の言語獲得に対する意識を変

えないと難しい。私は医師の考えを変えるのはむつかしいから、保健師にもっと

知ってほしいと思うのですが、「こめっこ」では、家族支援を担う保健師へのア

プローチはどうされているのでしょうか? 

 

○１．手話の獲得は、外国語の習得と同様だと思った。継続性と繰り返し。覚え

れば親子ともども、世界が確実に広がるかと。２．手話が、旧来のろう者用手段

に比べ、まだ認知が進んでいないのが今後の課題。 

特に、小学校入学した後の、抽象言語や算数なども、継続して学ぶ手段が必要。

３．手話言語指導者層の広がりと教育は、今後の発展のキーだと言われたが、同

感。 

 

○こめっこに通っている保護者の声が聞けて良かった。お子さんが自信を持ち

生き生きと成長する事を願っています。手話の重要性は十分に理解しています。

だからこそ、教育現場が統一されていないことが残念に思います。聴覚支援学校

で使っている手話が、日本語対応でもなく…漢字からの創作手話の様な表現が

広まっている現状もあると聞き、難しい問題は多々あるのだと思います。 

 

○保護者の方の率直な気持ちを伺うことができ、とても参考になりました。 聾

児である前に、子どもであるということを常に考え、いつも子どもたちの指導に

努めています。子どもに努力を強いる教育ではなく、ありのまま 100%わかる言

語で活動ができるこめっこの存在がとても魅力的に感じました。 保護者の方

もお話しされていたように、教育現場でもそれが引き継がれていけばと常に願

っています。そのためにも、木村先生が文部科学省に保護者支援のプログラムの

構築を検討してほしいとお話しされておりましたが、教育現場のためにも、手話

言語を獲得した子どもたちが安心して継続的に学べるよう、聾学校教員の育成

のためのプログラムがあればと切に感じました。 こめっこの各領域での研究

について今後も楽しみにしております。 
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○保護者の体験や思いを直接聞く事ができてよかった。手話を表出できなくて

も、見ることで言葉の習得に大いにつながるという話がとても印象に残ってい

ます。 

 

○保護者の生の声、それぞれの専門性を持たれた先生方の話をお聞きできて、短

い時間でしたが、中身の濃い内容でした。 

 

○聞こえないことや手話を受け入れられないご家族もいらっしゃるかと思いま

す。3家族のお気持ちが届いたら良いなと思います。ろう者の言語、日本手話が

守られますよう、ぜひともお願いしたいです。 

 

○知り合いの言語聴覚士に、手話は否定しないけど今は人工内耳一択と言われ

てモヤモヤしていたのがスッキリしました。例え人工内耳の手術をするにして

も、それまでの間日本手話で接するのがいいと聞き感動しています。その考えが、

全国の耳鼻科医、言語聴覚士に広がりますように祈っています。 

 

○それぞれの子どもに合わせたコミュニケーション方法は良い方法に聞こえる。

誰かに合わせた場合その方法では分からない子どもが我慢しなくてはならない。

ストレスが溜まる…とのお話があった。ちょっと衝撃的だった。(しかし柔軟な

子供の脳であればそのうちにどんな方法で身につけてしまうのかもしれないと

も思った。)3 家族のお話、ご苦労も沢山おありだったと思いますが…とても興

味深く微笑ましく拝聴しました。 

 

○本当に大事なことを教えられたシンポジウムでした。オーディズムからの解

放、当たり前にいわれていることを疑う。言語の獲得について。 軽度難聴のお

父様の「手話に出会って、人とこれほど関わったことは今までなかった。」とい

う最後の言葉がとても印象的でした。そしてご自身は手話を学んでこなかった

のにお子様には手話を習得できる環境を用意された。 先日先生にろう学校で

は手話を基本言語としてしっかり教育がなされてほしいと話したところ、「今は

人工内耳があるから手話だけでは無理なのよ。」とか「手話を使わないでと言わ

れる保護者もいるのよ。」とお答えが返ってきて。ショックでした。 

 先生方も全体の生徒数が減り、人工内耳により声だけで教えられる子が増え

る。異動により毎年手話ができない先生が来られるといった環境の中で混乱す

るのかもしれません。日本手話の環境。。というレベルからほど遠い状態です（手

話での授業ももちろんありますが）。どうかろう教育の基盤を確立して、現場の

先生も保護者も迷うことなく聞こえにくさを持つ子供達を育てていけるように、
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このような活動を広めてください。こめっこのような活動が兵庫県にもあって

ほしい。それが今日このシンポジウムに参加して心に湧き上がる思いです。 

 

○協力的な医師を呼んでいるのが、この種のシンポジウムでは異例の良さであ

ると感じました。聞こえない子のご家族にとって、初めて出会う聴覚の専門家は

耳鼻科医だと思いますので医療の現場からの声が聞けるのは良い機会でした。

事前配信でゆっくり見られたのはとてもありがたかったです。ただ事前配信の

動画に見づらいところがありました。ホームページが動く背景なので、動画の背

景にちらちらと動いている人がいて動画そのものに集中しづらかったです。動

画の背景は静止画像か地味めのものだと見やすかったです。また動画は10-15分

ぐらいで小分けにしてくださっているとより見やすかったです。事前配信はこ

めっこの取り組み内容、ご家族の様子についての内容はお話だけでもはっきり

と状況が分かったのでよかったのですが、研究の進捗状況についてはわかりづ

らかったです。 

 

○ご家族の生のお話を聞けたのがよかった。若いご夫婦が聴覚障害の子どもを

授かり、子どもにも親にも手話獲得に抵抗がない時代になってきて、いいことだ

と思う。 

 

○オーディズムからの解放、聴者の私にとっては難しいことです。次女の難聴は

受け入れているつもりだし、手話も家族全員で獲得していきたいと思っていま

す。でも正直、三女が生まれたとき新スクをパスしたと聞くと安堵して泣いてし

まいました。ろう親が自分の子が聞こえる子だったとき、聞こえない子だったと

き、それぞれどのような感情を持つのか聞いてみたいと思いました。 

 

○「トータルコミュニケーション」について改めて考えました。私たちは手話や

音声を「一人ひとりにあった方法」として保育・教育していると言います。確か

に手話のわかる子には手話で話すことでやりとりはできます。しかし、コミュニ

ケーションモードが同じではない子どもたちがいる集団の中では、手話ではわ

からない子もいることがあります。反対に、授業できこえる教師の発問に対し、

子どもが音声だけで答える場面を時々見かけます。その子どもと指導者の間は

成立していても、他の子どもとは発言が共有できていない恐れがあります。きこ

えの程度や補聴器/人工内耳等、いろいろな実態があっても、その場での「共通

言語」を確立しておくことが必要ではないかと改めて思いました。本校の保育・

授業場面では全員が情報を共有できる環境はできているかどうか確認しあって

いきたいと思います。 
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今回も、聴覚支援学校にとっては非常に刺激（風当り？）の強い内容で、身の引

き締まる思いで参加させていただいております。事前配信で中尾先生が報告さ

れていた絵画語い検査の研究については是非とも知りたいと思います。 

 

○ろう教育や医療現場では、手話はあとでいいという考え方がほとんどである

中、耳鼻科医が人工内耳の手術前に言語がない状態にしないためにも、早くから

手話をやるのはいいと発言したのはよかったし、これからもそういう耳鼻科医

が増えてほしいと思う。 

 

○小学校で難聴学級の介助員をしています。人工内耳の子も増え子供たちの聴

力は軽くなってきていますが、今日のお話でもあった手話の必要性は同じだと

思います。大阪府では難聴児 1 人いれば地域の学校に難聴学級が出来るように

なってから、仲間のいない難聴学級が増えています。当然専門性の無いまま聞こ

えない大人を知らない先生も多くなりました。こめっこやデフアカデミーなど、

色々な仲間や手話と出会える場がこれからもっと広がる事を期待しています。 

 

○乳幼児期から手話を取り入れて、子どもが周りと確実に伝わる、わかる状況を

作っていくことの大切さを確認しました。こめっこの活動、素晴らしいと思いま

す。河﨑先生をスーパーバイザーとして、物井さん、久保沢さんはじめ素敵なろ

う者と聴者のスタッフがいらっしゃること、うらやましい限りです。 

福岡県でもやっと手話言語条例が制定されようとしています。本日協議の中で

あがっていた、子どもや保護者の手話獲得支援、家族支援をどこまで実現できる

か課題です。また、耳鼻科のお医者様方に聞こえない子ども達の言語獲得につい

てもっと理解していただき、耳鼻科を受診した時点で子ども達の療育の情報を

狭めないでほしいと思います。また、学校現場で先生たちが手話を獲得しやすい

ような支援も切に望みたいところです。 

 

○現状認識が出来て良かった。各分野のスペシャリストの協力体制が素晴らし

い。 

 

○事前配信、そして今回のシンポジウム全てにおいて、教育の部分においても、

乳幼児教育相談の保護者支援の部分においても、とても学び深い内容でした。 

聾学校幼稚部職員として、担任と乳幼児教育相談を担当させていただいており

ます。手話を共通のコミュニケーション方法とし、子どもたち同士を手話で繋ぐ

ことをねらいとして日々頑張っているところです。きこえの程度に関わらず、み

んな手話が必要である、これは子どもたちを見ていて実感しています。子どもた
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ちが、分かることを経験しているからこそ、分からないことがあることを理解し

ていっているのだと思いますし、それを年長さんになって他者に伝えられるよ

うになったことに成長を感じています。手話で学び、それを日本語に繋げる、そ

の為の手立てが、子どもにより、年齢により、家庭環境により本当に様々なので、

一人一人向き合っています。事前配信の中で、特に武居先生の手話言語力と日本

語力の評価についてとても興味を持ちましたので、そこも含め、目の前にいる子

どもたちに今必要なことは何か考え、自分自身がもっともっと学びたいと思い

ます。乳幼児教育相談についても、早期からの手話の大切さを、保護者が受け入

れられる相談環境と活動をこれからも作っていきたいと思います。 

 

○聞こえる乳児が両親や周りの人から、音声言語でのシャワーを浴びながら育

つように、聞こえない又は聞こえにくい乳児が目からの言語シャワーも必要。そ

の為に今の日本人の意識改革を進めて行く活動が盛んになって欲しい。耳鼻咽

喉科先生の話も興味深かった。 

 

○聞こえない子供達が手話を言語として身につけ、手話と日本語のバイリンガ

ルに育つのが楽しみです。 

 

○言語獲得のメカニズムと早期の必要性を感じた。 

 

○河﨑先生はじめこめっこスタッフ皆さんの思いが、多くの方に届くことを切

に願います。そして、この活動がどれだけの方の支えになっているかを実感しま

した。そして、今回も私達でも出来ることがあるはずと改めて思い、勇気と元気、

希望を頂きました。 

 

○こめっこの活動、３家族の講演、言語学・医学の専門家のお話を伺い、乳幼児

期の言語獲得には「こめっこ」「べびこめ」の役割や存在は大切であり親子にと

って無くてはならないものだと感じました。 

 

○ご家族がお子さんの成長を大切に共に未来へ飛躍している事に感動しました。 

 

○「NPO こめっこ」の活動を地方の聴覚支援学校に勤務するものが知るには、好

機であると思っており、今回も楽しみをもって参加させていただきました。小生、

聴覚支援学校教諭ですので生徒に対して通常の授業を行っていますが、臨床心

理士・公認心理師の有資格者であることから、心理的支援を並行して行っていま

す。その心理的支援の場面では、個人単位の視点とともに家族単位の視点が必要
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な場面が多くあったように思います。その意味において、当事者家族のお話を聞

くことができたことは，実に有り難く感じられました。今後とも、このような学

びの機会を提供してくださることを願っております。また、物理的な距離は離れ

ていますが、今回参加できたように ICT 機器を活用することで、関与すること

が可能な部分が増えてきています。地方の聴覚支援学校教員や聴覚障がいのあ

る幼児児童生徒に関与する心理専門職が協力できることがあればという願いも

生じています。 

 

○武居先生の「わかる」体験の必要性、とても納得できた。研究チームで、こめ

っこの活動ができること。本当にうらやましい。同じような取り組みが、地元で

できたらいいなぁと思う。 

 

○聞こえる保護者には、手話が下手だと心配する人が多いが、家族支援を事業で

行っている立場でこのことは参考になりました。子どもは言語的なものを言語

にする力を持つ、というのはとても心強いです。身近な現象をもって子どもの言

語獲得を語る言葉には注意しなければ。この分野の研究が進むことを期待して

います。 

 

○言語が人間を作るのに、こんなに大切とは、自分の子育ての時期には思ってい

なかったので、聞こえる聞こえないに関わらず、もっと早く知っていれば良かっ

たなぁ、と感じました。これからも、日本語、手話、共に大切な言語として、も

っともっと深く学んでいこうとおもいます。 

 

○家族によるお話、またご家庭の様子の動画、非常に参考になりました。感動し

ましたが、感動で終えるのではなく、行動に変えていきたいと思います。 

 

○保護者の方々のお話では思わず目頭が熱くなる場面もありました。また、先生

方のお話を伺うことができ、早期に日本手話を獲得していくことの重要性を改

めて感じました。木村様のお話の中で保護者の手話獲得のプログラムが必要と

いう内容にとても感銘を受けました。手話を学びたい、知りたいという気持ちが

大きくなっておりますが、実際には触れる機会が少なく、気持ちばかり焦ってい

ると感じていました。今後、そのようなプログラムが確立され、手話言語の獲得

がよりスムーズになると嬉しいなと思いました。まだこめっこに通い始めて２

ヶ月ほどですが、こめっこでの活動を通して、親子共に手話に触れる機会が増え

たことを嬉しく思っています。今後も子どもが豊かに自分の気持ちを表現でき

る方法を身に付ける為に、さらなる手話言語の獲得を目指したいと思います。 
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○こめっこで育った子どもたちが地域でもいきいきと手話でコミュニケーショ

ンが出来るよう社会も変わって行かなくてはいけないと感じました。 

 

○武居先生のお話はいつも温かく、また、家族の様子がわかって安心した。 

 

○子どもたちの言語習得にはゆりかごの時からの環境整備が必要なんですね！

応援します！ 

 

○聞こえないこどもとの接点はないのですが、聞こえない知人と接していると、

日本語の読み書きで苦労している様子をよく目にしています、義務教育の意味

を疑ってしまいます、この国はなんと、非人道的な国なのか、国の無策が聞こえ

ない人個人の問題に置き換えられてしまっている。と、ずっと思いは持っていて

も、私にできるのは、聞こえない知人が持ってくる文章をともに読み、回答文を

考えること位でした。このこめっこの動きが、大きくなって、日本の国全体が動

き始めることを祈っています。いえ、祈っていてはいけませんね、我々も出来る

ことはやらなくてはならないと思います。 

 

○こめっこが子どもさんにとっても、家族にとっても、とても大切な場である事

が伝わってきました。手話という言語を通して親と子の真摯な関わり方を見て、

第一言語の習得の大切さを感じました。 

 

○私の息子も難聴で産まれ、今回のシンポジウムを楽しみに視聴させて頂きま

した。共感出来る事、励みになる事、参考になる事、さまざまな思いになりまし

た。 

 

○こめっこさんの活動は以前河﨑先生の講演の時にお話をお聞きし、スタッフ

さんも同行されていて少し存じ上げていましたが、今回活動報告を動画で見て

シンポジウムに参加して保護者の方のお話は勿論ですが、スタッフさんの対応

や保護者の支えになっている話は感動しました。健聴者に聞こえづらい子ども

や孫が出来た時にはいろいろな場面で不安が生じると思います。当事者の子ど

もだけではなく、家族に対してもサポート体制がある事には特に驚きました。き

っと青年期には家族みんなで対等に話ができるファミリーが増えることができ

ると思います。こめっこでの出会いは、親子の手話獲得習得の場だけではなく情

報交換の場にもなっていると思います。こめっこの様な所が増えることを願っ

ています。  
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○ご家族の方々のお話が非常にためになりました。指定討論も、３名のパネリス

トの先生方のお話も、短い時間ではありましたが押さえるべき大事なポイント

をお示しくださったように思います。オンライン開催いただいているおかげで、

地方からでもこうして参加できています。これはもっと広く、多くの関係者に知

っていただき、大阪だけでなく全国すべてで行うべき内容と思います。問題は人

材…皆様の取組みにははるか遠く及ばないまでも、こめっこのような場が地元

でも作れるようにもっと頑張らないとと思いました。 

 

○保護者の不安に寄り添う、長い目でみた支援が必要だと感じた。保護者の思い、

特に１人目の方の思いがとても共感できる話で訴えるものがあった。全国に聞

こえない子どものための日本手話獲得環境が整備される必要があると思いまし

た。 

 

○こめっこの活動を知ったこと、保護者の想いを聞けたこと、各専門家の話が聞

けたこと、どれも良く、貴重な時間だった。 

 

○我が家の難聴児は小学１年なので、もあこめ参加家族のお話しも聴けると嬉

しいです。 

 

○当事者としてご家族の生の声が聴けたのは、とてもいい体験でした。発表され

たご家族に拍手とお礼を伝えたいです。こめっこの目指すことの重要性や意義

が、年々確かなものとして伝えられることが嬉しいです。研究についても来年度

の報告を楽しみにしています。 

 

○こめっこは、私たち家族にとっても、息子の聞こえにくい世界を前向きに捉え

ることができる唯一の場所です。このこめっこを通じて、専門家の先生方や聞こ

えない、聞こえにくいお子さんを育てておられるご家族の方々が、それぞれの立

場で発信されたことを拝聴できたことで、私たちがこの１年、考えてきた事や進

んで来た事を振り返ることができました。毎週通うことがなかなか難しいので

すが、時には悩みを聞いていただきながら、これからも皆様に支えて頂けたら幸

いです。 

 

○こめっこが全国的に広がると良いですね...他県でもろう児教育で思い悩ん

でいる方々がいると思うので連携が取れると良いですね。こめっこが全県にあ

ると良いなぁと思いました。こめっこパンパン繰り返し視聴したい！ろう児と

一緒に出来たら楽しいだろうなぁって思いました。 
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○事前配信のものも含めて保護者のこめっこへの参加で大きく変わられたこと、

また保護者が子どもと手話でコミュニケーションすることの大切さがよく分か

りました。ただ、今回のシンポで地元の聾学校（聴覚特別支援学校）との関係が

今 1つという印象を受けました。もしそうなら大きな課題ですね。今は、こめっ

こで育つ子どもの姿を見てほしいということでしょうか。ちょっと心配です。 

 

○聴覚支援学校の子どもたちに対する教育方法が一人一人にあった個別支援を

行っている、との一方で、集団としてはわかり合うことができない状況があると

は、矛盾した教育だと感じました。手話言語を獲得した子どもたちが安心して学

べる環境が整っていない状況も残念な思いです。教員養成にも課題は及びまた、

子どもたちの成長に伴いその段階ごとに新たな課題となっていくと考えます。

スタッフの皆さまの更なるご活躍を祈念しております。そして大阪に留まらず

どこにいても安心してコミュニケーションができる社会の実現を願います。 

 

○親御さんの柔軟な考えが 子どもを良い環境に導けたと思います。もちろん

こめっこの存在があってこその選択ですが。親御さんが心身共にお元気であれ

ば子どもさんも穏やかな気持ちで成長できると思います。無理せずこめっこを

頼りに何でも相談できる場としてみんなで育てていってください。 

 

○手話言語の必要性は理解したつもりですが、今回は就学前の、早期のお話がメ

インに感じました。そこから、どのようにして負担なく書記日本語へと広げたり

抽象的な思考力を伸ばしたりしておられるのかを具体的に知りたいです。 

 

○3 組の保護者の方からのお話しがとても良かった。耳鼻科の先生のお話しも良

かった。手話の必要性、人工内耳だけで聞こえない子供たちを救う事は出来ない

事を、他の耳鼻科の先生方にも広めて頂けるといいですね。 

 

○難聴児の親として同じ悩み、不安を聞けてよかったです。周りに助言してもら

っても結局の選択は親がするから「本当にこれでいいのか？」「よかったのか？」

をいつも思っていたのですが、同じように考えていた方がいて、今楽しそうに生

活されている姿を知れて少し安心しました。また、手話の大事さを改めて知り、

こめっこが近所にあったらいいのに…と、とても羨ましく思いました。 

 

○先進的なシンポジウムで心惹かれます。北海道でも広がることを願っていま

す。 
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○私は手話を勉強しています。聞こえない子供(今は 20 代)と聴者の親との会話

の難しさを、聞きました。 

こめっこは本当に良い大切な施設です。手話言語法が批准された今、こめっこは

全国に広げる当たり前の施設です。子供達の可愛い手話を応援したいです。手話

への理解がドラマ等でどんどん広がって、日本手話へのリスペクトも広がって

欲しいです。 

 

○家族様の思い、願いの生の声が聴けてよかったです。今、仕事上で携わってい

るご家族の方にも、本日のシンポジウムの様子をお伝えしたいと思います 

 

○ろう児が手話を獲得できる環境づくりを目指し、当県においても事業をして

おりますが、なかなか手話に対する普及啓発が進んでおらず、手話の獲得にはま

だまだ抵抗感を持つ親が多いように感じます。これまで、聾学校において実際に

手話を使って話す子どもやその保護者との交流を目的とした活動も行なってお

りましたが、コロナ禍でそれもストップしております。今回のシンポジウムにて、

保護者の方からの声を聞き、事業担当者としても、手話の必要性や、ロールモデ

ルとしての当事者との交流の必要性を再確認でき、今後もより一層取り組んで

いかなければならないと思いを強めたところです。精密検査医療機関、療育機関、

当事者団体など、多くの人が共通認識を持ち、聞こえない、聞こえにくいお子さ

んへの支援ができるようにしていかなければならないと感じることのできた、

シンポジウムでした。 

 

○聾学校に勤務していますが保護者の気持ちを今回のシンポジウムを通して感

じることができました。 

 

○スタッフが事例紹介するのではなく３家族が自ら話す体験を聞けてよかった。

木村さんと前川さんの話も聞けてよかった。 

 

○私たち家族にとって、手話とは、こめっことは、と改めて振り返ることができ、

家族でじっくり話して、考えをまとめる良いきっかけになりました。また、著名

な有識者の方々にわたしたち家族のことを知ってもらうことができ、その発表

をテーマに講演いただくことで、手話への向き合い方、ろうの子どもとの関わり

方等たくさんの学びを与えていただき、とても光栄でした。武居先生の「わかる

経験を積み重ねる」という大切さが改めて心に刺さり、好きなこと、やりたいこ

と、面白いと思うこと、なりたい自分、すべて分かるという経験が出発点になっ

ているという気づきとともに、この学びを常に胸にこどもと向き合っていきた
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いと思います。 

 

○それぞれの保護者の気持ちの変化や親としての思いがとてもよく分かりまし

た。また、専門家の先生方のお話もとても参考になりました。 

 

○こめっこの活動実態が良くわかりました。ケースの異なる３家族のお話は大

変参考になり、聴覚障害児の子育てのサポート体制ができていると思いました。

特に当事者の立場としての木村晴美さんや手話に理解のある耳鼻科医の起用は

良かったと思います。ただ、当事者スタッフはこめっこで具体的にどのような活

動をされているのか、団体としてもスタッフに対して手話や教育者としての研

修は実施されているのか？もう少し突っ込んでお伺いしたかったです。これか

ら生まれてくる聞こえない子どもたちのためにも、今後も活動を頑張ってくだ

さい。 

 

○今回、保護者の方のお話を聞け、お子さんが成長している動画も見ることがで

き、とても明るい気持ち、先が見えたような気持ちになりました。私は聾学校に

勤務しています。手話をコミュニケーションの主として子供達と学習していま

すが、残念ながら私ができるのは日本語対応手話です。今回保護者の方の手話学

習会のプログラムについても触れていましたが、きこえないきこえにくい子供

達に関わる者への手話学習プログラムも必要になるのでしょうね。 

 

○保護者の方々のお話がとても響きました。こめっこに出会えた保護者とお子

さんはとても幸せです。一方、そこにたどり着けていない保護者やお子さんたち

がこめっこやこめっこのような団体と関わり、言語としての手話獲得の機会を

持てるのだろうかと思います。 

 

○ご家族やそれぞれの分野の専門家の方々が、話し合いながら双方に理解を深

めていく様子がとても素敵でした。 

 

○（事前配信も当日も）保護者の話がよかったです。私の周囲では手話獲得に対

して前向きになれない教員や保護者が多く、こめっこの保護者のような出会い

があればいいのになぁと、うらやましく思いました。 

 

○お父さんたちの話がとてもよかった。あの部分を今回見られなかった若い保

護者に見せたい。 
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○今回こめっこに通う親の感想を初めて聞きました。やはりこめっこの意義は

大きいと実感しました。 

 

○保護者の体験を聞けて良かったです。こめっこの活動は素晴らしいです。阪本

浩一氏の考え方は賛成です。このように全国に広めてほしいと願ってます。 

 

○今回も参加できて本当に良かったです。有意義な時間でした。一点思ったのは、

「手話」ではなく、繰り返される「日本手話」という言い方の使用に、「手話」

でいいのに、ということでした。私自身は日本手話に魅せられ、もっと知りたい

と講座に通いろう者から学び、書籍も何冊か手元に置き今でも読み返していま

す。でも、敢えて「日本手話」という言い方ではなく、また「日本語対応手話」

でも「中間手話」でもなく、「手話」でいいのになって感じました（これは昨年

も感じたことです）。 

 

○きこえない、きこえにくい子どもにとって、手話の獲得、習得の大切さはよく

理解できる。当市でも難聴児手話獲得支援事業で、ろうあ協会、親の会とともに、

こめっこの取り組みを勉強しながら進めているところである。しかし、学齢期に

上がり、地元の学校に通学するようになると、普通学校の教師には、手話獲得、

習得の必要性どころか、きこえない、きこえにくいこどもへの対応についてほと

んど知識も技法もないのではないかと思われる。シンポジウムには、ぜひ地域の

特別支援学級の教師も呼んでいただき、意見を聞きたいと思う。また当市の取り

組みにおいても、専門職と連携をとりたいと模索中だが、例えば、言語聴覚士の

養成課程のある大学にアプローチしてみたが、ほとんどが、嚥下障害、構音障害、

などを専門としており、聴覚障害を専門としている先生、関係者はごく少数（1

人）であった。言語聴覚士など聴覚障害にかかわるであろう専門職への働きかけ

などされていたら、お聞きしたい。 

 

○聴こえない・聴こえにくいお子さんをもつ保護者の方にとって、こめっこは安

心して過ごせる環境であり、非常に心強い存在であるということをシンポジウ

ムに参加して実感しました。また、それぞれの分野の専門家の方のお話を伺うこ

とで、それぞれのお立場での考え方などがわかりました。 

 

○ご家族の生の声をお聞きすることができ、必要性や意義などよく伝わり、有意

義なシンポジウムだったと思います。ご準備や進行などとてもご苦労されたと

存じます。どうもありがとうございました。 
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○今回は家族の生の声が聞けて良かったです。研究結果が発表された後、各都道

府県にこめっこのような場が作られるとうれしいです。その際にはこめっこの

カリキュラム(商標にする)を参考にすれば、一から考えるよりも楽ではないか

と思います。 

 

○様々な分野のご専門の先生方のお話を伺える大変貴重な機会で、報告書にも

まとめて下さり、後でいつでも見返せるので大変ありがたいです。シンポジウム

の報告書は私にとって手話を学んで手話で育っていく際の手引き書といいます

か、こんな時はどうすれば？と悩んだり、迷ったり…事あるごとに報告書を読み

返しては、参考にさせていただき、背中を押していただいています。 

 

○現在、地域の子育て支援のお手伝いをしています。今回のシンポジウムは家族

支援と子どもの成長の関係性を知ることができました。また、こめっこの取組み

から手話言語習得の機会を考える子どもとの向き合い方を学ばせていただきま

した。思い描くことと現実のギャップ課題に悩みますが、今日の「学び」を今後

の地域活動に繋げていければと思います。  

 

○自分の感じている事が確信に変わり、いい刺激になりました。 

 

○保護者の体験談のなかで、子どもが相談したいときに母親を介せず父親と直

接話ができる…という言葉がとても印象的でした。私自身、両親がろう者で、幼

い頃から、何故、親子の会話の通訳をしないといけないのだろう…と思うことが

ありました。父も、どうして手話を覚えてくれないのか？とお酒の力を借りてい

つも言っていました。祖父母も口話教育の流れで、手話を使ってはいけないと先

生達から言われていたようです。それを父には言わず、ゴメンな。今からじゃ覚

えられないんだ…と。とても寂しい気持ちになったことを覚えています。保護者

にとっても聞こえない子どもとの関わりはとても不安だったと思います。その

中でどんな人に出会うのか、どんなアドバイスを受け、変わっていくのか…とて

も大事だと思います。私もこれからいろいろな情報を得て、保護者に安心感を与

えられるような者になりたいと思います。 

 

○親御さんの話を聞くことはなかなかないので、興味深かったです。今後活動す

るうえでも参考になりました。 

 

○子どもが聞こえないと分かったとき、親が途方に暮れることが無い社会にし

ていかなくてはならない。手話であれ、音声語であれ、それはその人にとっては
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かけがえのないコミュニケーションツール。補聴器や人工内耳を着けていても、

手話は身につけるべきという考えに賛成。言葉は訓練するものではなく、楽しむ

ため、分かるため、表現するためにあるもの。こめっこの保護者の皆さんとお子

さんの笑顔が続くよう、私も手話の活動を続けたいと思います。 

 

○昨今のオーディオズムに危惧しているところです。補聴器人工内耳を外せば

きこえないきこえにくいのにといつも思いますが。私は、日本手話はできません

が、日本語対応手話より日本手話の方がよく分かります。気持ちが伝わってくる

感じがするからです。 

 

○聴覚支援学校の教員も対応手話はできても、日本手話を学んでいる人は多く

ないと思う。特に県に 1 校しかないような場合は、教員も日本手話を学べる場

があるとよいと思う。 

 

○聾学校教員免許状１種の授業をオンラインで受講中です。講師が常に、聞こえ

ない子どもに言語を育てるのは､見て分かる手話が望ましいと言っています。こ

めっこの活動に参加した保護者の方のお話を聞いて、実感しました。家庭でも手

話を用いて、みんなが通じるコミュニケーション手段を選択することで伸びて

いく力があると思います。なかなか、保護者の方まで身につける気持ちになった

り、家庭での手話の使用は､自分の職場では少なかったようなので、とても素晴

らしい体制だなあと思いました。 

 

○初めて参加させていただきました。保護者の方々がどのようなお気持ちをも

ちながら、子どもさんと関わってこられたか、手話がどれだけ大事で必要な存在

なのかを体験談を通して知ることができ、本当に良かったです。本年度より私は

熊本聾学校で講師をしております。重複学級の担任として日々、子どもたちと関

わらせていただいておりますが、言語としての手話という認識が表面的にしか

できておらず、子どもたちの必要とする学びの環境が十分に整えられていなか

ったと、痛感しました。どうしたら、もっと子どもたちや保護者の方々の心に寄

り添った関わりができるのか、手話という言語の中で育ちを支えていけるのか、

まだまだ力不足な今の自分ではありますが、精一杯頑張っていきたいなと改め

て決意させていただきました。 

 

○聴覚支援学校３年目の職員です。手話で会話することにまだまだ必死ですが、

目の前の子どもをバックアップすることにも目を向けて、保護者との連携を深

めて行きたいです。 
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○事前配信を見たりシンポジウムに参加し、様々な方の言葉をお聞きすると、普

段なんとなく考えている自分の思いが確かなものになってくるよう（頭の中が

整理される）です。 

 

○保護者の生の声を聞けてよかった。わが子の聴覚障害がわかり、こめっこにつ

ながった保護者はまだまだ少ないのでは？耳鼻科医や聴覚支援学校との連携が

進むことを期待する。 

 

○大阪府手話言語条例のもと事業内容がよく分かった。特に事前配信の保護者

の話が良かった。地元では手話言語条例制定のため取り組んでいるが、行政の理

解がなかなか得られない。行政にも見てほしい内容だった。 

 

○難聴児を持つ親として今回のシンポジウムはとても勉強になりました。こめ

っこが通える距離にないことをとても残念に感じるほど素敵な場だと思いまし

た。 

 

○ご家庭での手話でコミュニケーションをする動画を各家庭から募集し、まと

めて編集して見てもらったら、これから手話を活用していこうと思っているご

家族や、子供とのコミュニケーションで悩んでいる親御さんにとっても「こんな

に楽しく手話で会話できるのか」と励みになるかと思いますし、こめっこに通っ

てここまで家でコミュニケーション取れるようになりました！という発表でき

る場になり、楽しく癒やされながら手話の魅力をみんなで理解できるのではと

思いました。 

 

○社会の人によりオープンに情報を提供し、手話を習得できる環境を作ること

が必要である。 

 

○子どもの成長において、早い段階から手話に触れて、習得する大切さがよく分

かりました。また、ご家族にとって必要な支援だと思いました。 

 

○知識が深まった。もっと早く知っておけば、友達の息子の事で相談に乗れたの

になぁと思った。 

 

○１部、２部の組み立て方が秀逸でした。弱肉強食の社会を誰一人取りのこさな

いみんなでつくる社会に変えていくのは、こめっこの構想から現在にいたるま

での全ての関係者が支え合いながら歩んできた誠実で着実な行動と実践に大い
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に学べると確信できました。 

 

○乳幼児のきこえとことばの相談を担当しています。状況の違うご家族の貴重

なお話を直接伺うことで、今後の保護者支援に生かしていきたいと思いました。

ことばの獲得のための言語環境つくりの大切さを実感できました。また、耳鼻科

医としての阪本先生のお話も聞くことができ、大変良かったです。 

 

○保護者の話はとてもよかったです。まだ幼いお子さん達なので、今後の成長が

知りたいですし、その点でもこめっこで研究を続けて行かれることはとても有

意義だと思います。残念ながら、私の地域では、乳幼児期からの手話の必要性に

ついて、重視している人がとても少ないです。こめっこは大阪で活動されている

ので、私の地域でも何かできないか（何もないわけではないのですが、取り組み

の姿勢やスタッフの手話力や意識などがこめっことは違います）と思っていま

す。見学させてもらったことはないので、一度見せてもらえると嬉しいです。そ

して、保護者のお話を全国のろう児を育てる保護者たちに是非聞いて頂きたい

と思いました。 

 

○手話通訳をしている者です。事前配信も含めて、さまざまな背景を持つ当事者

家族の皆さんのお話をうかがうことができ、大変貴重な機会をいただきました。

自分の言葉で思いを伝え、関わる人と通じ合える環境の大切さ、その必要性を強

く感じました。 

 

○今回も、いろいろな立場からの情報が聞けて良かったです。今回は特に当事者

家族の話しが聞けて参考になりました。東広島市にも様々な形の親子がいます。

聞こえない、聞こえにくい子どもにとって手話が習得できて、自分の言語で心の

表現ができるようになる手助けができたらと思います。日本手話には程遠いで

すが。「オーディズム」「ディナーテーブル症候群」など新しい知識を学ぶことが

できました。 

 

○こめっこのような手話環境のある集える場が全国に広がっていってほしいと

思います。 

 

○こめっこさんに通っているご家族さんの生の声が拝聴できたことがとてもよ

かったです。実際の子育てに即した不安や困りごとを知ることができ，またそれ

がこめっこさんに通ううちに楽しみに変わっていった過程を見て，親子ともに

わかる経験が非常に重要であることを改めて感じました。こめっこさんが特に
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乳幼児期のお子様を対象としているため，シンポジウムや講演会では乳幼児期

のお話が多いとは存じますが，学童期のまだ手話に出会っていない，手話とのか

かわりが浅いお子様に対するこめっこさんの活動を今後お聞きしたいです。 

 

○オンデマンド配信もシンポジウムもとてもよかったです。これからも末永く

こめっこという場所を続けて頂きたいです。 

 

○私は言語聴覚士をしております。少しですが学生時代に手話を学んでおりま

した。現在は家族の都合により職にはついていませんが、難聴のお子さんの療育

は以前より興味がある分野でした。ふと目にした HP でのシンポジウムの情報に

興味を持ち申し込みをさせていただきました。それぞれのご家族の体験、とても

興味深くどのご家庭でもお子様が「わかる」環境を作り守り、手話を使って通い

合っていったのだなぁと過程を見て強く思いました。言語聴覚士としてもでき

ることをもっと増やしていけたらいいのにと強く思いました。 

 

○事前配信の段階で感銘を受け、私のシンポジウムはそこでもう満足していた

のですが、それ以上に当日はこめっこの重要性を再認識しました。地域としての

規模の違いはあると思いますが、先を見据えて条例を制定するという大事な部

分がわが県では抜けている部分だと痛感しています。お話の中にあった、一人一

人に合わせると、誰かが我慢をしなければいけないというのは本当にそうだな

と思いました。共通言語で学べる場所の重要性をもっと周知すべきだと思いま

した。何かできるといいのですが、難しいですね…。 

 

○ご家族の生の声を聞くことができ大変勉強になりました。 

 

○次回は文科省や厚労省、国会議員など、「ちょっとよくわかってない人たち」

にもしゃべらせるといいかと思います。 

 

○子どもの手話言語獲得・習得について、また手話言語についても様々な研究が

進みつつあります。今回のように滋賀県にいながら専門家の話をお聴きする機

会をいただき、たいへん感謝しています。 

 

○今回も大変充実したシンポジウムになり、多くの収穫を得勉強させていただ

いただけでなく、子ども・家族の成長と発達の事実に改めて敬意と感動を覚えた

次第。新しい年も「こめっこ」が、この”大道”をしっかり進み、発展していく

ことを心より願い、そして確信しております。 
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○岩手県立盛岡聴覚支援学校、幼稚部で教員をしています。数年前に岩手で聴覚

障害者教員の全国大会があった際、物井さんが参加されており、その時にこめっ

この存在を教えていただきました。それをきっかけにこめっこのような団体が

岩手にもあればよいなあ…と感じながら過ごしていました。正直、学校現場でで

きることには限界があり、教職員という立場のため転勤もあります。聴覚障害に

関わる専門性がなかなか継続されにくい現状があります。また、広い岩手県では

本校に通学することが難しい場合も多く、様々な地域で学んでいるお子さんも

増えてきました。今回のシンポジウムでの３家族からの率直な話題提供は、心を

揺さぶられるものでした。ぜひ、いろいろな方に聞いてほしい、こめっこを知っ

てほしいと感じています。 

 

○聴者の御両親のお考えが非常に心に響きました。 

 

○保護者・先生方の視点から学びがあり、ろう教育の大切さを再確認できました。 

 

○子どもがきこえていないとわかった時の気持ち、そしてそこからお子さんへ

の子育てで何を大切にしてこられたのかを 3 人の保護者の方から伺うことがで

きました。ロールモデルがおられるこめっこの果たす役割は大きいとあらため

て思いました。手話言語と日本語（読み書き）の獲得について今後の取り組みを

拝見したいと思っています。阪本先生が人工内耳の手術時期について 1 歳まで

にと考えている耳鼻科医が多いとお話しされていました。今後その辺りの議論

もどうなっていくのかと思っています。 

 

○こめっこでろう児だけでなく、聞こえる保護者がろうスタッフというロール

モデルに出会えることが親に安心感を与え、とても大切だと保護者の話を聞い

て改めてわかった。コロナ禍での対面活動の制限をマイナスに終わらせるので

はなく、毎日配信のきっかけにして広げた取り組みが素晴らしい。この手話との

出会いを全国にいる他の子供達に配信する仕組みは難しいのか？全国でろう学

校の児童数が減っている現状に危機感を覚える。地域で手話に出会う機会がな

ければ、手話を知らず「全て分かる」経験がないまま大人になる子が増えるので

は？全日本ろうあ連盟などとなんらかの連携は難しいのか？手話の大切さに気

づいている大人同士が協力して、子供達と保護者のために全国に「こめっこ」を

と願ってしまう。ろう学校との連携について話を聞きたかった。 

 

○そっかあ、そうなんだぁ！と思うことがたくさんあり、継続することが大事だ

なと感じました！ 
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○現在聴覚支援学校に所属しているが、「手話が音声ベースの子ども、手話ベー

スの子どもをつなぐ共通言語として」というお話をお聞きでき、今後の教育現場

でも考えいかなければならない視点であると感じた。また、保護者の体験談がと

ても参考になった。 

 

○こめっこのような施設が各都道府県に必ずあることが必要だと思います。 

 

○保護者の思い、気持ちの変化など、とても、貴重な話が聞けました。活動につ

いても、ねらいや様子など、とてもわかりやすかったです。実際に活動している

様子をさらにみたくなりました。 

 

○親の話は続けて行って欲しいです。 

 

○手話の習得には、繰り返し学習が効果的、という姿勢に、共感、納得できまし

た。 

 

○家族の方々のお話を伺うことができたのがとてもよかったです。また、前川先

生、木村先生のそれぞれの立場からの意見や解説も勉強になりました。これから

研究がどう進んでいくのか楽しみです。全国各地での取り組みの参考にできる

ように、今後もオンライン配信形式をぜひ続けてください。 

 

○聴の親にとって、聞こえない子の誕生で子育てに不安があるようです。考え方

を変えれば、この子の言語を学ぶ機会をいただいたと考えればと思いました。子

のいない第三者的な私の勝手な考えです。日本の耳鼻咽喉科では、まだまだ聞こ

える・話せる子に近づけるよう勧めているのでしょうか。手話も選択肢に加え 

聞こえない子の親に説明していただきたいと思いました。 

こめっこの活動は素晴らしいと思います。今後も頑張ってください。 

 

○大人のろう者との関わりはあります。子供の時の様子を教えてもらうことは

ありますが、親として子育てのときにどう感じておられるのかを教えてもらえ

てとても有難かったです。親のそんな思いの中で、今、活躍されている方々のよ

うに大人になって活躍されていくのだろうと想像します。 

 

○保護者の方々の実体験が聞けたのは、とても貴重な学びでした。また、各専門

分野の先生方のお話から手話はサインではなく言語であること、人工内耳の手

術の時期等の内容（耳鼻科医は言語学の専門家ではない）については再認識する
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とともに学びになりました。 

 

○音声として言葉が出る前に理解があり、指差しや身振りがあることを言われ

たなーと思い出しました。 

出演のお父さんお母さんがまず第１に子どもがどうしたいのかを尊重して、そ

の子の理解できる世界を提供したいと考えていらっしゃったことが同じ親とし

て見習わないといけないと思いました。 

 

○第１部・第２部ともに家族それぞれの思いとこめっこの寄り添いのすばらし

さを感じました。多くの人々が日本手話を学び、理解出来る社会ができたらと思

いました。手話サークルに参加して私自身も成長したいと思います。 

 

○皆さん子育てに一生懸命でこめっこに出会って、子供さんへの考えや親とし

ての考え方を見つけているのがよくわかりました。それにはスタッフの方々の

対応運営のすばらしさに感心しました。この〝こめっこ〟の大切な場所がある

事を知る事が出来うれしかったです。 

 

○こめっこ体験談を聞いて、親子で一緒に手話言語の自然習得を楽しく学びな

がら成長している様子が良く分かりました。 

 

○人生の若い時に分かる経験することが大事であることがとても印象に残りま

した。 

私自身もくり返しの学習が大切と聞き、これからの手話学習をろう者の方達と

交流しながら、改めて頑張ろうと思いました。 

 

○こめっこに通っている保護者の方々の話が聞けて良かったです。実際に日々

感じる子どもの成長の姿等を話していただき、改めて〝わかる〟体験の大切さ

等を思いました。 

 

○実際に子育てされている保護者の方から生の声が聞けたことは本当に新鮮で

した。障害の程度（全く聞こえない、人工内耳で聞こえる、少し聞こえるなど）

が違っても、小さい頃から手話にふれることは『わかる経験を保証する』ために

本当に必要なことだと改めて実感しました。お子さんとのやりとりの動画があ

ーこうして遊びの中で、理解して使って通じて、心が踊っていくのだなーという

ことを実感してわかりました。百聞は一見にしかずですね。 
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○保護者の発表を聞き、ろうの子どもの手話獲得により、成長している様子がう

かがえた。０才～５才で「わかる」という経験を多くすることの重要性を感じた。

人工内耳をしていても補聴器をしていても手話を獲得することの大切さ、効果

を広く（耳鼻科医、ろう教育）知ってほしいと思った。 

 

○手話を知ってから、まだ日が浅いので理解していない事ばかりです。ろう者に

とっては聞こえない人にとって当たり前であるとのお話に大変考えさせられま

した。 

 

○親と子とまわりの人で共通のコトバで通じることの大切さ、わかりました。わ

かる喜びが次の学びにつながるのは、大人もこどももろうの人も聞こえる人も

同じだなと思いました。 

 

○ご家族の話題提供より、こめっこの活動が様々なご家庭のコミュニケーショ

ンの基礎になり、欠かせないものになっていることがよくわかりました。また、

子どもも親もこめっことの信頼関係の形成がなされていることがわかりました。

ネイティブサイナーのかかわり方、ろうスタッフ・聴スタッフのかかわり方、お

そらくそれぞれがそれぞれの立場からよく考え接することができている結果な

のだなと思いました。こめっこに参加した子供たちが大人になったとき体験し

たこと感じたことを話しをしてもらいたいと思いました。 

 

○３組のご家族の話が聞けてよかった。お子さんの成長の様子が動画で見れた

のもよかった。ご両親やお子さんにとって「こめっこ」はなくてはならない場所

だとよくわかった。オーディズムの問題はまだまだ私たちの聞こえる人の間に

はあると感じた。こういったシンポジウムはお医者さんや大学の先生方にとっ

てもとても大事なことだと感じたので、こういった機会を静岡県でも持ってい

った方がよいと思った。 

 

○こめっこに、保護者、子どもと一緒に通うことで、子どもは手話の獲得をし、

わかる体験を積み重ねて成長していき、また、保護者も子どもの見方が変化し、

自身も成長していき、親子関係も良好で、こめっこが家族や子どもたちにとって、

とても大切な場所であり、子どもも保護者も大好きな場所であることがとても

ステキだと思いました。手話を使って人と向き合っていると実感しているとい

う父親の言葉がとても印象的でした。武居先生の話では、分かった経験を沢山小

さいときにすれば、その後、分からない状況になったときにわからないという自

覚が出てくるということが確かにそうだなと思いました。また、客観的評価のテ
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ストを作り実施することで、子どもの成長を客観的に評価できる事がとても画

期的だと思った。来年のシンポジウムの結果が楽しみです。酒井先生の話から、

こめっこで体験したことを、家でさらに親と一緒に楽しむことで、記憶の深まり

ができるということから、こめっこ動画や、DVD がとても効果的な取り組みであ

るということがわかりました。津守・稲毛式乳幼児精神発達診断を使って母親か

ら聞き取り、発達診断をするということでしたが、言語の領域について、日本語、

手話言語どちらについてというわけでなく、どちらかでできていればよいとい

うことでしょうか。 
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あとがき 

 

 コロナウイルスで初めての緊急事態宣言がなされた 2020 年２月から３年間、対面活動の

停止、活動人数の制限、マスクの着用など、さまざまな困難に出会いました。けれど、こめ

っこの活動はけっして足踏みすることはありませんでした。リアルタイムの遠隔こめっこ、日々お

届けする動画配信、遠隔個別ミーテイングでの遊びや絵本よみ、小学生は遠隔グループミ

ーテイングでゲームをしたりおしゃべりしたり...。話題提供やディスカッションで話題になった「手

話ぱんぱん」を沢山創り出せたのも、コロナ禍の活動を豊かで心軽やかなものにしたいという

希望がエネルギー源になりました。そんな願いを追い越すくらい、子どもたちはぐんぐん成長し、

家族の笑顔がはじけています。「べびこめ」から「こめっこ」へと代替わりを迎える季節。この春

は、14 名の３歳児がべびこめを卒業しました。小１を迎える“卒こめ”さんは 11 名でした。 

 第Ⅱ部パネルディスカッションに先立って、昨年末、話題提供者の３家族が、こめっこのス

タッフ研修会で予行講演をしてくださいました。本番より少し余裕がある時間の中で、子ども

たちと歩んだエピソードを皆で想い出し、質疑応答をとおしてご両親の真の思いに触れること

ができました。子どもたちのありのままを心の底から受け止め、愛おしく誇らしく語られる姿に、

スタッフは嬉しくて泣いてしまいました。当日はきっと、ご参加いただいた方々の心に、同じ感

動が届いたことと思います。 

大阪府の手話言語条例は、手話の力が評価される社会を目指しています。昨年６月に

は５周年を迎えました。最近は、０歳台からの参加が多くなって、それと共にパパの参加も増

えて、「べびこめ」がとても賑やかです。さまざまなきこえ、さまざまな聴覚活用、それぞれの成

長ペース、いろんな個性...。でも、日本手話という言語がこめっこ活動のベースにあります。

そこは決してブレない。話題提供のご家族、指定討論・コメンテイターの先生方と共に、私た

ちの理念と意義を確認できたシンポジウムでした。 

日本手話という「ことば」を自然に吸収し、聴覚活用も含め、各々の道筋でバイリンガルに

成長する子どもたちを目の当たりにするようになりました。実践と研究がバランスよく結びつく活

動を、今後も大阪府と連携しながら、関連機関の方々のご協力を得て、研究チームメンバ

ーと共に展開してまいります。 

シンポジウムの配信を終えて、ふ～っと息をついたとき、木村先生の「オーディズム」につい

ての発言が脳裏に残っていました。その後、パソコン画面に留まって、話題提供のご家族と

和やかに会話し、「応援していますよ！」と伝えてくださっている木村先生、前川先生と保護

者の表情を見つめながら、こめっこ活動の支柱は「オーディズムへの挑戦」なのだと気づかさ

れました。 

今回も多くの方々がアンケートに応えてくださいました。自由記述にて寄せられた貴重なご
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意見・ご感想に学び、励まされて、今後も一層努めてまいります。 

 

2023 年 3 月末日 

 

大阪府手話言語条例評価部会長 

「こめっこ」スーパーバイザー 

河﨑佳子（神戸大学） 
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